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プロローグ




◇◆◇◆◇




「年とし格かっ好こうはライドウとさほど変わらんのだがな……」

　学園都市ロッツガルドの商人ギルドをまとめるザラは、その日一番の客が帰った後、そう呟つぶやいた。

　彼の手元、執務机の天板には上質な紙の資料が多数。

　しばし扉を見つめていた彼は、その資料に視線を移し、小さく嘆息する。

　疲労からではなく、今後の憂うれい。そんな溜息が漏れた。

「奴より余程商売の機き微びを知っているし、為い政せい者しゃとしての視点も併あわせ持っている。その上、勇者様か。正直なところ、リリ皇女がいる分だけ政まつりごとに関してはリミアよりもグリトニアの方が上かと思っていたが……考え直す必要があるかもしれんな」

　ザラを憂ゆう鬱うつにさせた客は、この世界のヒューマンの国では最も豊かな一つであるリミアの王子からの紹介で、ここを訪れた。

　先せんだって、王の補佐として活かつ躍やくする第二王子ヨシュアが、「折りよく通りかかるから是非一度」と昼の会食を提案し、ザラもこれを受けた。

　それが、王国の勇者として世界に名を馳はせだした、ヒビキ＝オトナシという女性だ。

　音おと無なし響ひびき──ロッツガルドの商人ギルド代表には知る由よしもない事だが、ライドウこと深み澄すみ真まことの日本時代、同じ高校に通っていた、彼の一つ上の先輩である。

　勇者と顔を繋つなぐ事は、ギルドの代表としても一商人としても、言うまでもなく有益である。ザラはヨシュアからの飴あめの一つなのだろうと考えてもいたのだが。

「……今この時期に、〝リミアの復興に金を出せ〟とはな。こちらも変異体の騒ぎでまさに復興している最中だというのに」

　非常識……いや、違う。

　ザラの表情には、己の手て札ふだを読まれた博ばく徒との如ごとき悔くやしさが僅わずかに浮かんでいた。

　確かに、ロッツガルドはこの事件で破壊の不幸に遭あい、今その傷を癒いやすべく再建に取り組んでいるところだ。

　しかしながら、街に、商人に、一切余裕がないのかと問われれば、実はそんな事はない。

　今回の復興には、派は閥ばつ争いで有利に立つために積極的に復旧作業に貢献する学園講師達の動きや、極めてイレギュラーな〝とある商会〟の存在が強力な助けになっている。

　加えて、事件で一部の豪商達が命を失ったのだが、彼らが蓄えていた私財には──特に不正な蓄財部分に関して──宙に浮いた状態になっているものや、非合法な形で他者に引き継がれたものが少なからず存在していた。ザラと彼の旧友パトリックの迅じん速そくかつ狡こう猾かつな動きによって、これらの財のうち、遺族の存在しない何割かが商人ギルドの預かりになっている。

　だから、〝痛ましい事件で身も心も懐ふところもボロボロなロッツガルド〟という体ていを取りつつ、内部の復興と商人ギルド内の秩序の再構成に取り組んでいたザラにとって、今日のリミアからの要請は、内心あまり面白いものではなかった。

「やり口も上手うまい。一手、二手間違えれば、リミアに恩を売るどころかこちらの力が取り込まれかねん。まったく」

　ザラの脳のう裏りに響との会食の様子が蘇よみがえる。

　艶つやのある長い黒髪、好意を伝え、一切の悪意を感じさせないその目は、自然な微笑ほほえみとともに強い意志も宿していた。

　ほう、と。

　話に聞く勇者の評判と、実物の印象を重ねたザラは、思わず内心で感かん嘆たんした。

　世間での高い評判が、正しく実物を表している例は、彼の知る中では少ない。

　ライドウ……は極端なケースとはいえ、響ほど高い次元で合がっ致ちしている事は、極めて稀まれだった。




「この時期に復興協力、投資の要請ですか。確かに、リミア王都を襲った悲劇とその被害については聞き及んでいます。私どもも痛ましく思ってはおりますが、このロッツガルドも突然の事件に見舞われた直後ですので──」

「勿もち論ろん、非常識なお願いだという事は十分に承知しております。しかしながら、ヨシュア様からも伺うかがっておりましたが、流石さすがは世界に誇ほこる賢者と学徒の街ロッツガルド。物的な面においては既に相当修復が進んでおいでです。恥ずかしながら、我がリミアでは未だここまでの状態には至っておりません。さぞ優れたノウハウ、そして惜しみない賢者達の魔術による協力などもあるのでしょうね」

「はは、リミア王国の方にそのように仰おっしゃって頂けるのは光栄ですよ。街の大事となれば、学園も我々もともに手を取り合い、力を尽つくして、一刻も早く日常を取り戻すべく動かねば……という想いがあるばかりです。しかしながら、こうして物は直っても決して直らぬモノも、そして還かえらぬモノもございます。まだまだ復興が成ったなどとは、とても申せる状態ではありません」

「仰る通りです。本当に痛ましい事件でした。リミアを生しょう国ごくとする貴族や、商人も。多くこの地で犠ぎ牲せいになりました。学園都市で起きた事件は我々も当事者です。事態の収拾では十分な支援も行えず、陛下も心を痛めておいででした。せめてこれからの残務など諸問題の解決には、全力で協力いたします。こたび失われた未来を担になうべき貴とうとい命は、全世界から集まったかけがえのないもの……言うまでもなく、これは世界の大事であり、全ての国が力を尽くしていくべき大事件なのですから」

　小さなジャブによる様子見から、会食は始まった。

　ザラは、響が放つ人を引き付ける魅み力りょくに驚きながら、彼女が〝お願い〟としてリミア王国への支援、投資についての話を切り出してきた事で、場が商談の席に変じた事を察した。

「残務、ですか」

「ええ。変異体事件の被害者について、王国におられるであろうご遺族や壊滅状態になった商会の資産状況の情報など、こちらでも必要になるでしょうから。可能な限り早急に対応いたします。同時に必要であれば他国へも迅速に対応すべき事案として、リミアの名においてお願いしていくつもりです」

「……それはありがたい事です。是非ご協力をお願いいたします」

「お任せください。それで、先ほどの話に戻るのですが、今のリミアには正直に申しまして余力がございません。かといって、魔族が攻撃の手を緩ゆるめる保証などどこにもないため、我らはそれに備えねばなりません」

「ごもっともです」

　響の真剣な訴うったえに頷うなずきつつ、ザラの内心では警戒心が次第に高まっていく。

（遺族に資産情報だと？　あの無茶な要請はただこちらの同情心を頼みに言っているわけじゃありませんって事か。それに、魔族の襲撃ね。確かに、そこを疎おろそかにされて、こっちにも責任を問われるなんぞ、冗談じゃない。この小娘、印象通りの良い子ってだけじゃねえな）

　──お前達が機に乗じて貯め込もうとしているモノの出どころ、その一部はうちのでしょう？　だったらうちの復興に出してもいいんじゃないの？　それとも何？　他国にも働きかけて事件の後のお金の流れやその帰属すべき所有者を徹底的に明らかにされたい？　その間にまた魔族が侵攻してきたら、世界はロッツガルドをいつまで被害者として扱ってくれるかしら？

　人好きのする笑顔の裏で、響がそう口にしているのだと、ザラには思えていた。

　本当に、ライドウと初対面の時に交わした会話とは対照的な光景だった。

「──そこで、このような形で各国、主要都市にお願いして回ろうという、お恥ずかしい話になりました」

「いえいえ、リミア、グリトニア両国が固い結束の上で魔族と対峙してくださっているからこそ、今の小しょう康こう状態があるのですから。恥ずべき事などではありませんとも」

　ザラはそう言わざるを得ない。

　実際に脅きょう威いと対峙し、自国の軍人から少なからぬ死者を出して魔族と戦っているのは、リミア王国とグリトニア帝国であり、その最前線にいるのが、今彼の目の前にいる勇者なのだから。

　援助を求めるなら固い結束とやらがある帝国に頼めよ、そっちはどうなってんだ──と、暗に牽けん制せいをするのが精々だった。

　ザラの目の前にいる女が、目先の事だけを考えて帝国に借りを作るような事はしないだろうと分かっていながらの、せめてもの嫌みだった。

「……ご理解頂けて嬉しいです。ただ、今回の襲撃、グリトニアも同様に被害を受けております。両国とも全力で立ち直るべく国民一丸となっていますが、グリトニアは寒冷地。しかも、これから冬を迎えます。我が国よりも遥はるかに厳しい状況のもと、かの国は一日も早い復活に向けて動いている事でしょう」

　だから今は互いを支援している状況ではない、と。

　響は心の底から心配そうな表情でザラに応じた。

「……」

（グリトニアに借りを作るなんてお断り、か。だな、正しい。その上、建たて前まえまできっちり用意してやがる。……ちっ）

　リミアとグリトニアが世界への影響力を競っているのは、周知の事実だ。

　魔族との戦争の名目で協力している両国だが、握手しながら笑顔で殴り合っている最中でもある。

　相手国への借りなど、極力作りたくはないだろう。

「今回ロッツガルドへの具体的なお願いとしましては、こちらの資料にある、王都南東部の橋の修復、及びその周辺地域への復興にご協力頂ければ、と考えております。もちろん該当地域以外の復興にもご助力頂ければ、我が国にとって願ってもない事ですが」

　ザラの沈黙を話題の進行への了承と受け取ったのか、響は資料を手渡しながら王都の地図の一部を指で示した。具体的に何をどうしてほしいのかという部分への交こう渉しょうの始まりだ。

「……ほう？」

　そこは王都でも市いちが頻ひん繁ぱんに開かれる、活かっ況きょうな地域の一つだった。

　当然、ザラもそれを知っていて、ゆえに微かすかに眉まゆが動いた。

　後に狙える利権を見越しての反応だ。

　相対する響はその微笑みを少し強くし、より真剣な眼まな差ざしでザラを見つめた。

「当然、これはリミアへの貸しと考えて頂いて構いませんし、費用についてもいずれ必ずご返済します。さらに復興が成った暁あかつきには、民衆にロッツガルドの協力のもとに橋の修復と市場の早期再開が叶ったと周知いたします」

「それは、至れり尽くせりではありますな。しかし響様、修しゅう繕ぜんに掛かる費用、これは問題です。即断は難しい。この資料にある通り、全てこちらの持ち出し、また雇用は極力現地の、王都の民を使用するというのは……」

　工事費はとりあえずロッツガルド側が全部持つ。修復作業にあたる人夫は、王都の民を使用する事。当然、特殊技能を必要とするものについてはこの限りではないようだが、初期費用に関しては随ずい分ぶん王国に有利な条件が付ふ帯たいしていた。ザラが突っ込むのも至し極ごく当然だろう。

　この条件は、重い。かなりの制約といえた。

「はい。国庫からきちんとその時にお支払いするのが正しい信用であり、商あきないの道理である事は存じております。無茶な条件を付帯している、と」

「要請の内容の割に、少々制約が多すぎるのでは？」

「本当にザラ様の仰る通りです。そこを曲げて頂くための我々からの提案も、即座に実利に繋がるとも言い難がたくて恐縮なのですが……どうかご覧ください」

　響が資料のページをめくってザラを誘導する。

　そこにはやや曖あい昧まいに、この件についての確認事項がいくつか書かれていた。

　ザラが目を見開く。

　内容の曖昧さが示す可能性、真意をすぐに理解しての反応だった。

「これはロッツガルドではなく、ロッツガルド商人ギルドへのお願いだと、そう仰る？」

「ええ」

「街への協力を、商人ギルドに頼むのですね？」

　学園は関係なく、商人ギルドにロッツガルドとしての要請をする。

　それは学園都市における、学園と商人ギルドの今後の力関係にも影響してくる事だ。当然、商人ギルドからすれば、リミアに対する美味おいしい貸しとして、という意味で。

「担当地域及び市場における復興期間中の出店については、一定以上の規模がある商会に限定して、五店までその権利は永続する。これはつまり……」

「はい。そちらの商人ギルドで選出して頂いた商会については王国も信用し、仮出店から本出店に変わってもこれを支持します」

「五店までというのは、五枠と判断しても？」

「……ええ、ご随ずい意いに」

　リミアに進出したい商会は全国でも数多い。ロッツガルドにもそれを望む商会は、いくらでも存在する。しかも王族貴族の多くが集まる王都に出店できるとなれば、使いようによっては凄すさまじい影響を及ぼす。商人ギルドが持つ利権として。

　現状と併せて判断するなら、これは実質的にザラが持つ利権と言い換えられる。

　五店まで特定の商会を指名して終わりにするのではなく、五枠までという事であれば『入れ替え』もできるという事だ。

　ザラはその後も、リミア側の提案部分について細部を響に確認していく。

　時折釘くぎを刺されたが、その内容はザラにとって、商人にとって相当魅力的なものだった。

　復興費用の一時負担は、決して小さなものではない。

　要請自体が無茶な条件である事も変わってはいない。

　だが、そこには確かな旨うま味みもある。

　何より、拒否した場合、どのような報復を仕掛けてくるかという凄すご味みを、この商談の端はし々ばしでザラは受け取っていた。

　そして改めて感嘆する。

　今回の商談で、響はザラの問いに全て己の言葉で答えていた。

　沈黙も彼女の逡しゅん巡じゅんではなく、含みを意味しているとザラは判断していた。

　つまり、この要請の全体像を彼女自身がきちんと把握し、交渉における相手と己の強み、弱みを理解していたという事になる。

（元々充あてられる原資の出所の一部も読み切った上で、俺にこれだけの旨味を提示し、かつギルドにも、進出する商会にも、それぞれ金では買えない利を用意する。当面こちらに不利な要請には違いないが、長い目で見ればこれはアリだな。しかしこの娘、今でこれか……十年後が恐ろしいな。よりによって、初めて俺の後継者になってほしいと思ったのが勇者だとは……なんだかな）

「いかがでしょうか。リミアは学園都市ロッツガルドと末永く良き関係を続けたいと考えております。勿論、王立アカデミーとロッツガルド学園の間には今後も競争はございましょうが、それはそれとして。何事にも好敵手という存在はありがたいものですから」

「分かりました。事が事だけに即断はできかねますが、私の腹は決まった。早速次のギルド会合で議題に上げましょう。良いお返事ができると思います」

「良かった……。ご無理をお願いした事は決して忘れません。ザラ様は戦争をともに戦い、ともに平和を築いていける方と、若じゃく輩はいながらこの響、確信しました！　ありがとうございます！」

「感謝を申し上げるのはこちらの方です。ただの挨拶のつもりが望ぼう外がいの商談と、素晴らしい盟友たる方との出会いの場となりました。我々商人は往々にして金を貯める事にばかり長たけ、それで平和を築く術すべを知りません。どうか今後もお気軽に私どもにお話をお持ちください」

「そんな！　商人の皆様の目に見えぬ数々のご支援は、日々この身に感じています。商人が自由に商売に励はげむ事は、国に血を通わせる事。即すなわち、国の活気の源とさえ言える重要な活動です。こちらこそ、今後ともよろしくお願いいたします。ザラ様も是非一度王都へいらしてください。その折には、私もご挨あい拶さつさせて頂きます」

　二人の話は終わった。

　響は最後にザラを振り返り、資料にはなかった事だが、五枠という数とはかかわりなく、彼が自身の商会の出店を望むなら尽力すると告げて、爽さわやかに去っていった。




　そうして、一人になった応接室で、ザラは不意にライドウと響の対比を口にしたのだった。

　最近彼の中で、なんとも強きょう烈れつな印象を残した二人。

　もっとも、その印象の方向はまるで違ったが。

「あの二人が並べば、誰がどう見ても響を選ぶと俺は思うが……それでもパットはライドウを選んだのか。響達は短期ながらツィーゲに滞在していたはずだ。あの男が、そんな好機に勇者を見定めないわけがないからな。出会った順番で実利を見る目が曇くもる男でもない。ライドウか。確かにあれは引っかかる。引っかかるが……うむー」

　ザラは旧ふるくからの親友にして悪友である、好敵手の顔を思い出す。

　パットことパトリック＝レンブラントは、賭かけに滅めっ法ぽう強かった。

　商人としてはどうかと思う事もあったが、彼は大きな賭けには失敗した例ためしがない。

　彼が全額勝負オールインするような局面なら、どれほど信じがたくとも、そちらが勝つのかもしれない。少なくとも、これまではそうだった。

　そしてザラ自身は賭けが弱い。

　だから自らは賭けずに、一番儲もうかる胴元をやっているのだ。

　手て触ざわりの良い、随分と高級な紙を手にザラは唸うなる。響から渡された資料だ。

　リミアでこれほど高度な製紙業が発展しているなど、これまで聞いた事がない。

　つまり、今後王国は新たな輸出品としてこの紙を出してくるかもしれないという事だ。

　値にもよるが、業界に革命が起きる出来だとザラは見ている。

　そして、この情報だけでも、やりようによってはかなり儲ける事ができる。

　響もそれは承知しているだろう。彼女からの言外の手て土産みやげだと、ザラは受け止めていた。

　さりげなくこんな紙を交渉に持ってくるような勇者ヒビキと、たかが一都市の商人ギルド内での根回しさえろくにできない新米商人ライドウ。

　得られた情報とは裏腹に、二人はザラの中で、何故か互角の存在感を示しているのだった。

「分からん。ふぅ……とりあえず、この馬ば鹿かみたいな巨額の救援と投資の正確な見積もりでもするか。何せこっちは、確実にそれ以上のリターンがあると分かっているわけだからな」

　ザラは資料をまとめ、一旦鍵かぎ付きの引き出しにしまう。

　大仕事の着手に向けて、彼が人を集めに出たのは、そのすぐ後だった。
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　学園都市ロッツガルドは本格的な冬を迎えている。

　年に一度の学園祭の最中に始まった、変異体による事件から数ヵ月。

　相当数の死傷者を出し、街も破壊された惨さん劇げきだったのだけど、街は既に復興という状態からは脱した感じがする。

　まだ一部に更さら地ちはあるものの、そこも区画整理の途中みたいな雰ふん囲い気きだ。早くもこの街は息を吹き返して、前に歩き出していた。

　地球、日本とは街の造りや成り立ちが違うってのもある。

　でも最大の要因は、やっぱり魔術の存在だろうな。

　瓦が礫れきの搬出にしても再利用にしても、建物の建築や道路敷ふ設せつも然しかり。現代も真っ青の速度で進んでいった。

　学園が惜しみなく魔術師を放出して行なったその手の作業を目まの当たりにすると、本当に凄いと感じる。

　亜あ空くうで都市が高速でできていったのも、今ならそれほど驚く事じゃなかったんだな、と思うくらいだ。むしろ、エルドワを頭にした職人の力を考えると、「丁寧にやっているから遅い」という彼らの言葉は謙けん遜そんじゃなかったんだと納得したね。

「お待たせしました、ランチ大盛りです」

「ありがとう」

　ここのメニュー、大盛りという割にはあまり盛られてないよな。

　何度目かになる感想を抱いた僕──深澄真は、すぐには料理に手をつけず、ぼんやりと窓から外を眺めた。

　ここは新しくなったクズノハ商会の店舗から、歩いて五分の場所にある店。

　僕としては当初、この際クズノハ商会は郊こう外がいに少し広めの店舗を作って移転してしまおうかと思っていた。

　ところが、仮設店舗での営業時に、元々クズノハ商会の店舗があった場所の近所の店がいくつか廃業して引越しをするとかで、広めの土地が売りに出されたのだ。

　こういう時に頼りになる従者の識しきに相談して、まとめて土地を買い上げ。トラブルもなく、むしろ喜ばれて取引は順調に終わった。この街でやり直すにしても、別の街に引越すにしても先立つものは必要だもんなあ。

　結局、商会の位置は微妙に学園に近くなるだけというプチ引越しに終わった。

　店の広さは前と比べてそれなりに広くなっていて、何人かバイトも雇いつつ、今のところ新店舗の営業は順調だ。臨時講師のお勤めがない日のお昼時に、こうやって近場に昼食を食べに来られるくらいにはね。

　今日で、新しくなった大通りにあるご近所の店は大体制せい覇はできたかなって感じ。

　識なんかは相変わらず鍋料理にご執しゅう心しんで、ゴテツに行く回数が多いみたいだ。本当にハマってる。

「ここはどちらかというとカフェって感じだなあ。人と話をするならともかく、食事には向かないかあ。量もあんまりないし。オサレ重視ですか、そうですか」

　従者の中でも一番食にうるさい澪みおなんか、間違いなく満足しないな。

　あいつ、雰囲気を楽しむ類たぐいの店は好みじゃないようだし。

　客層はやはり、学生をはじめとした若い人が多い。

　そういえば、ウチの店にもこういう人達が結構いるよな。

　ウチは珍しい果物を扱っているから、だろうか？

　ああ、それに実技で怪我をする事も少なくないロッツガルド学園の学生にとって、傷薬や各種お薬は常備しておきたい品らしい。それを売っているのもあるか。

　あと、ウチでバイトしている学園生のジンやアベリアを目当てに来る連中も少なからずいる。

　元々それなりにモテていたようだけど、学園祭で実力を示したり、その後の事件での活躍もあったりで最近人気が急上昇しているとかなんとか。

「なんにせよ。僕がいなくてもお店は順調ですよ、と」

　ちょっと寂しい。

　狙った結果なんだけどね。

　森もり鬼おにのアクアとエリスも最近は頼もしくなってきているし、普通の日に僕がいなくても、そんなに問題ない態勢ができてきている。学園祭以来、色々な方面からお呼ばれする事が多くなって、僕自身があっちに行ったりこっちに行ったりと忙しいからね。

　この分ならそろそろ、急せかされているリミアとグリトニアへの訪問、それに魔王との面会なんかに手をつけられるかもしれないな。

　そういえば、ルトが遠出をするならついでに頼みたい事があるとかなんとか言ってたっけ。

「はぁー、クズノハのフルーツセット、今日も買えなかった」

「あれはもう開店前からの抽選だからな、運だよ運」

　僕と同年代の若者二人がクズノハ商会の話をしている。

　悟さとられないように、テラス席に座る二人に目を向ける。

　学園生か？　私服だから分からないな。

「誰かあそこにコネがある奴でもいねえかなあ」

「正規の店員でも融ゆう通ずうしてくれないって話だぜ？　バイトにでもなって潜もぐり込めば自分が食べるだけならなんとかなるかもしれないが、今は募集してないからな。偉いさんの識って人か、店主のライドウ？　と知り合いでもなきゃ無理だ。ジンとアベリアは上手くやったもんだぜ」

「接点がないんだよなあ……。それに、自分が食いたいんじゃなくて、彼女に頼まれてるんだよ。そんなに食べたいならいっそ自分で並べってんだ。限定品買うから付き合って、なら可愛かわいげもあるけどよ、限定品だから買ってきてってのはどうなんだ？」

　若者の一人がうんざりした様子で溜ため息いきを吐ついた。ジンとアベリア、ね。やっぱり学園の生徒か。

「……もしかしてお前、一回も食べた事ないのか？」

　もう一人の若者は信じられないとばかりに目を見開いた。

「ねえよ。たかが果物だろ？　どっちかと言えば、俺はたまに売りに出されるっていう武器の方が欲しいね」

「武器の話も分からんでもないが、あの果物、凄いぞ？　お勧めというか、一度は食べてみるべきだ」

　それにしても、果物ね。

　相変わらずウチで出してる数量限定のカットフルーツ、結構なレア物扱いされてるんだな。

　戻ったらどのくらいの競争倍率か、聞いてみようか。

「なんだ、お前食った事あるのかよ。あれだけは値段に見合ってないって言う奴も多いぜ？」

「そんな事言うのは、食った事ない奴か、食い物に興味がない奴だろうよ。俺は週に一回あれが食べられるなら、他の日は甘い物なくてもいいってくらいに思えるぜ。特に、黄色の輪っかみたいなの、あれが最高に美味い」

「二日に一回はカフェでパフェ食ってるお前がねえ。黄色い輪っかって、クッキーかよ」

　パインだな。真ん中をくり抜くのが楽しくて、何度か手伝いに行った事がある。

　亜空のパインは結構量を食べても舌にピリッとくる感じがなくて、食べやすい。シロップに漬けて缶かん詰づめにもしようと話していたのが、何故かドワーフの間でブランデーらしき濃いお酒に漬けられていたのは結構最近の事だ。エリスが「これは良いスプリッツァ！」とかよく分からない事を叫さけんでいたな。

「薬にしても食い物にしても武器にしても、クズノハはなんか他と違うんだよな。レベルってか品質そのものがっていうか」

「そこは同感だ。だが、何より──」

『店員がいいよな』

「うん」

「うん」

　示し合わせたように同じ感想を言った二人が、目を合わせて頷きあう。さながら好みが合致した趣味の同志だ。

　店の接客を褒ほめられると、自分の事のように嬉しい。

　ジンとアベリアにバイトをやらせてくれと縋すがりつかれた時も、接客はきちんと教えたからな。

　ちゃんと実践してるみたいだ。

　森鬼やドワーフも、お客さんにはきちんと接しているし。

　知り合いとか常連になると、エリス辺りから少し不安が漂ただようんだけどね。

「分かるか！　なあ、やっぱりクズノハの看板娘っていうと、あの人しかいないよな？」

「ああ。最初は戸と惑まどったけどな。あの人なら愛人にしたい」

　それでも愛人止まりなのか。ウチの店員に失礼な事を言いやがって。

　思わず心中で突っ込みを入れてしまう。

　話の流れ的に女の子だろうから……アベリアの事かな。

「仕事は堅けん実じつで丁てい寧ねいだから、しっかりしてるんだろうし」

「可愛くて、穏やかで、優しい。他の女も見習ってほしいぜ、まったく」

　あの娘こ、識しか見てない感じなんだけど、結構お客さんウケ良いんだな。

　しかし、仕事が堅実で丁寧？　その上に可愛くて穏やかで優しい？

　良い娘には違いないけど、そこまで褒められるほどか？

　ウチには制服もないから、制服マジックとかもないはずなんだけどな。

「まさに姫だな」

「姫だ」

「アクアさん最高」

「エリスさん最高」

「ぶっ!!　ゲホゲホ！」

　ぐあっ、酸味のきついジュースが気管に！

　痛い、凄く痛い！

　なんて不意打ちしてくれる!!

　思わず噴き出してしまった僕に、他の客達から哀あわれむような目と、おかしな人を見るような視線が向けられる。

　じ、自じ業ごう自じ得とくすぎて、言い訳もできない。

　それにしてもあの二人、脳みそ腐くさってるんじゃないか!?

　アクアにエリスだぁ!?

「あ？」

「はぁ？」

　噴き出した僕に……ではなく、お互いに違う名前を言った事で、相手に疑問を投げかけている。

　どっちにも突っ込みたい気分の僕だったけど、まずは自分に起きた惨事を収拾して、呼吸を整えるのが先だ。

　アクアは、まあ仕事は堅実で丁寧かもしれないが、お客さんに対してはどこか事務的な感じがある。

　エリスは、ちっちゃいから可愛く見えるかもしれないけど、どう考えても穏やかで優しくはない。

　──と思う。

　つうか、あの若者達、ヒューマンなのに亜人を愛人にしたいとか、珍しいな。

　クズノハ商会がそれだけこの街や学生に浸透してきたのか、それとも若い人は考え方が柔じゅう軟なんなのか。ひょっとして、あの変異体騒動の時にアクアやエリスに助けられて、洗脳されたとかじゃないのか？

「おいおい、看板娘ならアクアさんだろうが。エリスさんも悪くはないけど、アクアさんあっての愛あい嬌きょうだぜ？」

「何を言ってやがる、こっちの気分や要望を的確に察してくれるエリスさんの気き遣づかいこそ、無双の看板娘だろ、常識的に考えて。アクアさん一人じゃちょっと硬いだろう？」

　ＪＫ出ました。女子高生じゃないＪＫ。

　ウチの商品の話をしている時よりも遥かにヒートアップしてるな。

　うお、立ち上がった。まさかこんな下らない話で殴なぐり合いでも始める気じゃないだろうな!?

　止めるべきかな？

　いや、僕が出て行っても解決しない気がするし、そもそもあの論議には関わりたくない……。放っておくのが大人だ。うん。

「ちょっと、あなた達！」

　張り詰めた空気の店内に、女性の声が響いた。

　止めに入った勇者が何人かいるぞ。密かに応援するよ、娘さん達。

「な、なんだよ」

　近くのテーブルを囲む女性の一団から厳しい視線を向けられ、たじろぐ二人。

「クズノハ商会の看板娘は識さんに決まってるでしょ!?」

　その一声に、別の女性が食ってかかる。

「ちょ、あんたね！　ライムさんでしょ!?」

「はあ!?　看板娘って言ってんだろうが！　誰が野郎の話なんぞしてんだよ!?」

「意味合いで考えたら、男でも女でも一緒でしょ！　あそこは男の店員が凄くカッコよくて、優しくて、穏やかだから最高なのよ！」

　……。

　たちまち店内は大混乱に陥った。

　テラス席で何をやってんだか。

　まだ飲み物が残ってるけど、さっさと帰るかな。この店、もう来ないリストに入れておこう。

　僕は淡たん々たんと会計を済ませて出口に向かう。

　ウチのコアなファンらしき人達の熱い論戦の結果には、全く興味が湧わかない。むしろ最初に耳を傾けた事への後悔が少し出てきた。

　今まで静観を決め込んでいた店員さんも流石に苦笑いで、対処する気になったのか、テラスに向かっていくのが見えた。

　ああいう評判は少し困るかも。商品目当てで来てくれるってのが一番なんだけどなあ。店員目当てじゃ長居するだけで、買い物はあんまりしてくれないような気がするし。




　店の外は気持ちよく晴れていて、通りを歩くと日射しが眩まぶしい。

「あの」

　ん、僕？

　後ろから女性に声をかけられて、立ち止まる。

「すみません、この近くにクズノハ商会というお店があると聞いたんですが」

　なんだ、ウチを探しているお客さんか。

「それでしたらこの道を──」

　振り返りざまに案内を始めようとして、僕は固まった。

「……貴方あなた、嘘うそ」

　その女性が独り言のように呟く。

　それは、僕の台詞でもある。

　どういう確率だよ、これ。

「っ……」

　音無響先輩。

　何通りか想定はしていたけど、どれにも当てはまらない出会い方で、言葉も上じょう手ずに出てこない。

　これは僕がそういう星の下に生まれたって事なのか、それともこの人に引きつけられただけなのか。

「確か深澄君、だったかしら？」

　僕の名前、知ってるのか。

　数度言葉を交わしただけの、知り合いと言っていいのかも微び妙みょうな関係だったのに。

　いや、先輩ならあり得るか。

　外も内も欠点なんて見当たらない人だった。こんな人間がいるのかと疑ったほど。

　本当に、どうして先輩はこんな世界なんかに。

「……音無、先輩」

　ローレル連邦に向かうためにリミアを出た勇者一行は、強行軍の日程のため転移を駆使し、学園都市には寄らない予定だったはず。

　なのに、今僕の目の前にいて、ウチの──クズノハ商会の場所を聞くリミアの勇者、音無響先輩。

　生徒会長だった時の印象よりも少しだけ鋭するどさを増した雰囲気の先輩を見て、僕はただ呟くように彼女の名を口にするのが精一杯だった。

　正直、先輩は有名人だし、動向も掴みやすかったから、偶然出会うというケースは想定してなかった。

　まあ、リミアの王都で顔を見られた識が一緒じゃなかっただけよしとすべきか……納得いかないけど。

　今日の識は確か、終日亜空だったな。

　となると、ここで先輩に会う可能性はまずない。

　えっと、先輩と僕の共通の知り合いっていうと、リミアの王様とヨシュア王子だよな。だから、あの二人はライドウとしての僕の事を先輩に話していると想定した方が無難だろう。

　でも先輩は僕を深澄真だと認識しているから、ライドウだとは思ってないはずで。

　つまり、僕としてはライドウって名乗るべきなのか、隠すのが得策なのか？

　名乗ればクズノハ商会の主あるじがライドウだって事も知られてしまう。

　先輩はクズノハ商会の事も知っていて、ここに来ようと思ったんだよな？　となると、隠しても遠からずバレるような気もする。

　待てよ、そもそも先輩に僕がライドウだと知られて困るか？

　リミアの王都に行った時には名乗っていなかった、と思う。

　しかし、ここでライドウと名乗らなくても、近く露見する可能性が高いなら、嘘をつかない方が結局はプラス？

　偽名を使っている理由は、行動を掴まれたくないやつ（女神）がいたと説明すればいいんだし。

　それに、下手へたに嘘ついてキョドってたら、先輩には結局バレそうな気がするんだよね。

　……うん、ライドウと名乗ろう。

　その方が楽だし、後々にも良い。大体隠し通す演技をこれからずっとするって考えただけで気が遠くなる。

　混乱した頭で色々考えて、なんとか結論を出した。

「深澄君？」

　思考に沈んで固まっていた僕を、先輩が呼ぶ。

「あ、先輩、実はですね……」

　怪け訝げんそうな顔で僕を見る先輩に、僕はライドウと名乗っている事を伝えた。

　先輩は何故かライドウの名前にひどく驚いた様子だ。

　リミアの王様と王子様、一体何を先輩に話したんですか!?

「あ、貴方がライドウ？　それって、クズノハ商会の代表の名前と同じよね？」

「は、はい。僕がクズノハ商会の主をやっています。その、周りに助けられてなんとか、って状態ですけど」

「深澄君が、ライドウ……。っ、ちょっと待って!?　そこも大事だけど、それよりももっと大事な事があるじゃないの！」

「え？」

「貴方も勇者なの？　女神から勇者はこの世界に二人だって聞いていたのに。貴方がいるって事は、三人目って事なのよね？」

「あ……、いや、僕は先輩方とは少し事情が違いまして。女神の言った事は正しいです。勇者は二人。僕は勇者じゃないですから」

「でも、召喚されたんでしょう、彼女に」

「はい、まあ。……あ、すみません。その、立ち話もなんですから、まずはクズノハ商会、ウチに案内しますね」

　元々先輩はウチに用があったみたいだし、このまま外で話すよりもそっちの方が落ち着ける。

「クズノハ商会に？　ん……そうね。それじゃ少しお邪魔させてもらおうかしら」

「ええ、どうぞ。少しって事は、この後に急ぎの用事でもあるんですか？」

　僕が事前に掴んでいた情報ではローレルに向かってる最中のはずだから、暇ひまじゃないだろう。

　どうせだから、その辺りも聞いてみようかな。

　お互いに質問ばかりになりそうではあるけど、少し楽しみでもある。

　先輩には仲間が何人かいたはずなのに、今は一人だし、武器である剣を布に包んで背負っているのも妙に感じる。

　この学園都市では、武装して街中を歩いている人はあまり見かけない。

　勇者という立場なら、盗まれる心配がないセキュリティばっちりの高級宿に宿泊していると思うから、剣なんか預けてしまった方が街を歩くのは楽だ。

　治安の悪い場所に出向こうっていうのなら、武器を持っていた方が無難だけど、だったら、仲間と一緒の方がもっと安全なはず。

　とにかく僕は色々と考え事をしていた。女神に飛ばされ王都で再会した時に見た過激な衣装の先輩の姿と、その時の僕の格好──特撮コスプレまがいの白いスーツ──を頭の中から打ち消していくために。

　そのせいもあって、短い時間ながら先輩を案内する僕は言葉数少なく。先輩も何か思うところがあるのか、僕の後を黙だまってついてくるだけだった。




◇◆◇◆◇




「でね、クズノハ商会には腕の良いドワーフがいるって言われたのよ」

　ソファに腰を下ろした先輩が、ローテーブルの上に置いた武器にチラリと目を向けた。

「その剣の手入れが用件でしたか。でも先輩、ウチの職人にできたとしても、今日中には多分無理かと」

　商会の応接室で話を聞くと、彼女が急きゅう遽きょ学園都市に来た理由を話してくれた。

　途中リミアの王都での一戦にも触れたけど、識とか、彼が名乗ったラルヴァって名前から僕らに辿たどり着いたわけじゃないらしくて心底ほっとした。

　リミア・ローレル間なら、このロッツガルドも通り道にならない事もないが、寄った理由がクズノハ商会の職人だったとは。リミアの人達、結構ウチの事調べていったんだな。それか、音無先輩をよこしてリミア王国への協力要請でもする気だったのか。

　日本にいた時も人を惹ひきつけるオーラがある人だったからなあ。

　当然、今もね。

　日本で遠目に眺めていた、あの時のままの先輩だ。

「武器の手入れが一日で終わるなんて、私も思ってないわ。一週間ほどでまたここに寄れるから、その時までに出来上がっていれば問題ないの。ここにベレンさんがいれば話が早いんだけど、いらっしゃる？」

　ベレン？　なんでベレンの名前が？

「ベレン、ですか。彼はツィーゲにあるウチの一号店で働いてもらってますが。ご存知でしたか」

「この剣、ベレンさんに作ってもらった物だから。もらった時とは少し形が違っちゃってるんだけどね」

　ベレンが先輩に武器を作った？

　知らない間に妙な縁ができているな。

　先輩はツィーゲに一ひと月つきほどいたって事だから、その時か？

　沢たく山さんある店の中からウチを選んでもらえたのはありがたいけど、先輩達も荒野で腕を磨いていたなら、よくもばったり遭わずにいられたもんだ。

　運が良いのか悪いのか。

　しかし、ベレンも出来合いの物を渡したんじゃなくて、しっかり先輩用に武器をねえ。それに、名前もちゃんと覚えているくらいに関係があったなんて。

　当時は聞き流していたから、きちんと確認しておこう。

「少々お待ちください。今ここで働いている職人が来ますので」

　ベレンが作った武器なら、ウチで預かって問題ないな。今夜にでも亜空で見せればいい。

　ベレンなら、一週間もあれば自分で作った武器の手入れくらいしてくれるだろう。

「お呼びでしょうか、若様」

「ふふっ」

　エルダードワーフの職人が入ってくると、先輩がおかしそうに笑う。

　店に帰ってきた時、盛大に「お帰りなさいませ、若様！」って僕が言われたのを見てポカンとしていたけど、どうやらあれがツボだったみたいだ。

　僕が若様と呼ばれるのを聞くたびに、こうだから。

　微笑を浮かべる先輩から布に包まれたままの剣を受け取り、やってきたエルドワに渡す。

　やっぱ先輩は綺き麗れいだわ。

　美男美女ばかりのこの世界でも、遜そん色しょくなく美人に見えるんだもんなあ。

　この分だと、もう一人の帝国の勇者も美形なんだろうね。

　会うのが楽しみなような、うざいような。

「この剣の手入れを頼みたい。できるか見立てを頼む」

　商会代表としての態度で職人に聞く。

　あまりフレンドリーに接するのも良くないと言われてるんだよな。特に、亜人に対しては外部に向けてだけでも、きちんと線を引いて振舞うべきだって。

　レンブラントさんとザラさんの二人からの言葉だから、正しいんだろうと思って実践しているけど、やっぱり違和感はある。

「はっ。では拝見いたします」

「お願いします」

　職人が剣の包みを解とくと、先輩は真ま面じ目めな顔に戻って、立ち上がって深く一礼。

　僕に対するよりも丁寧……。

　に、日本人だもんな。職人への尊敬は大事な事だよ、うん。

「これは、傷いたみもありますが、少々無茶な状況で使用されていますな。激戦をくぐってきたとお見受けします」

「……ええ。何度も命を救われています」

　注意深く剣を診みていく職人。

　僕は彼に視線を向け、念話を送る。

（これ、ベレンの作なんだって。亜空で彼に見せれば大丈夫だろうから、引き受けてくれる？）

（ベレン殿の作品でしたか。すぐに気付けぬとは未熟でございました）

（よろしく）

（承うけたまわりました）

　彼は僕に小さく一礼して、先輩に向き直った。

「オトナシ様、と仰いましたか」

「はい。どうでしょうか。手入れをして、また元のように振るえるようになりますでしょうか？」

「問題ありません。よく見れば私どもの身内の作でございます。三日も頂ければ、十分な仕事ができるかと」

「本当ですか！　それではお願いしても？」

　どこか心配そうだった先輩の顔が、明るく輝く。

「それは、私如ごときが決められる事ではありません。私は、見立てはできますが、仕事を請うけ負おうかどうかの判断までは」

　チラリと僕を見るエルドワ。

　いいって。そういう小こ芝しば居いは今はいらないんだって。

「勿論、お引き受けします。他ならぬ先輩の頼みですし。異世界で出会った日本人仲間でもありますし」

「……ありがとう、深澄君」

「いえいえ。もう行っていい。くれぐれも丁てい重ちょうに扱うように」

「お任せください。それではオトナシ様、確かにお預かりいたします」

　剣を持ち、深く頭を下げて退室するエルドワの後ろ姿を見送った僕は、軽く息を吐いてソファに体を預ける。

「やっぱり無理してたんだ、あの態度」

　同じく、少しリラックスした様子の先輩が僕を見て微笑む。

「商会のトップとして振舞う時はああいうのも必要だと、尊敬している先輩に教えられまして。やっぱり分かりますか」

「分かるわよ。貴方は部活でも、後輩にああいう態度ができない人だったじゃない」

「よくご存ぞん知じで。先輩は僕の事なんて覚えていないと思ってましたけど」

　決して目立つ方でもなかったし。

「貴方、深澄君は学校全体で見れば普通の男の子だったけど。弓道部では、それはもう凄く目立ってたから。あの部で生き残って副部長にまでなったとあれば、ある程度は気になりもするわよ。ああそういえば、中なか高こうでは貴方も一部から勇者って呼ばれてたんじゃなかった？」

「……妙な事を思い出させないでください。別にイケメンじゃなくたって、弓が好きで弓道部にいて何が悪いんですか」

　美形じゃないのに一年以上弓道部に残った僕には、そんな今にも投げ捨てたい呼ばれ方もあった。

　何故か代々男女とも美形の巣そう窟くつとして知られる中なか高こう奇跡の弓道部、それを目当てに入部する奴も当然の如く多かったから、一年生は入部してしばらくの間は結構なシゴキを加えられる。振るいにかけられるってやつだ。

　そこで美形も含めて、弓道自体が目的じゃない子なんかはかなり脱落するんだ。例年秋頃には選定完了となり、それ以降は練習が気持ち優しくなる。県下でも有数の実力校だったから、楽というほど甘くはならないんだけどね。

　それでも、ああいう容姿が優れた連中が残るのは、まあ七不思議みたいなものだ。

　かといって、一年以上普通の人がもつと勇者呼ばわりされるのもどうかと思うけど。

　そういえば、久々に部活や高校の事を思い出したな。

　そんなほろ苦い思い出に浸りつつ僕が不満を表明すると、先輩は小さく笑って頭を下げた。

「ごもっとも。うーん、私としては貴方がこの世界に来た理由とか、来てからの経けい緯いも詳しく知りたいんだけど……」

「だけど？」

　う、正直話せないゾーンが満載のエリアだ。

「なんだか急に懐なつかしくなってきちゃったな。こんな話、誰とでもできるものじゃないし、日本の話でもしよっか。昔話になっちゃうけど、深澄君は大丈夫？」

「ええ!?」

　いいのか？　僕としてはこの世界に来た事情なんかを根掘り葉掘り聞かれるよりもずっと楽だから、ありがたい。

　ただ、あの音無響先輩だぞ。

　文武両道の完璧な人だ。勇者としてだって、聞こえてくる噂は立派なものばかり。

　意味もなく思い出話なんてする人か？

　いや、違うと思う。

「そういえばさ、私がこっちに来るしばらく前なんだけど……弓道部の部長さんと、一年の弓道部で可愛いって噂になりはじめてた娘が、揃って不機嫌になっていた時期があったのよ。同じ部なら覚えてるでしょ？」

　──っ。

　思いっきり覚えてる！　……けど、いきなり数少ない話せない話題から!?

「あれって、副部長の貴方なら何か知ってるんじゃない？　向こうにいた時は話せない事もあったでしょうけど、ここだったら物理的に時効みたいなものだし、いいわよね？」

　物理的に時効って、なんですかそれは！

「そ、それは……」

「今日はもう予定も全部おしまいにするわ。元々、ロッツガルドに寄ったのだって剣の事以外は私的な用事ばかりだったから、仲間とは別行動にしたんだもの。それも片付いたし、お互い日本を思い出してみるのもたまには良いものよね、きっと」

　にっこりと笑ってみせる先輩は、やっぱり綺麗なままで。

　向こうでの圧倒的な力関係をなんとなく思い出しはじめていた僕は、笑顔の圧力に押されて頷く。

　先輩後輩って結構有無を言わせない何かを感じるんだよなあ、体育会系の部活だった僕としては。

　ま、日本の話だったら、特に警戒が必要だって事もない。

　女神とか、ラルヴァとか、そういう一部の事に気を配っていれば、同郷同士でする他愛ない楽しい会話で済むか。

　話し上手で聞き上手な先輩との会話は予想よりもずっと弾んで、僕達は応接室で長く思い出話に花を咲かせた。













２




　良い匂においがする。

　先輩は話の途中から僕の隣に移動してきて、髪からほのかに香る匂いが心地ここち好よかった。

　日本の事、荒野の事、ツィーゲの事……。何を話しても響先輩は楽しそうに頷いてくれるし、代わりに先輩のパーティの事も色々教えてくれた。

　仲間の男性騎士の成長が頼もしいとか、でもたまに危なっかしいとか。

　まだ小さいのに巫女みこの責任と向き合っている少女を尊敬しているとか。

　妻さい帯たい者しゃの男性魔術師を見ていると、強かろうが異世界だろうが尻しりに敷かれる人は尻に敷かれると悟ったとか。楽しい仲間に囲まれていて、国での状況も概ね順調らしい。

　流石だ。

　リミア王国の風ふう潮ちょうでもある選民主義？　というか、貴族は偉いみたいな考え方への不満も少し聞いたけど、有志を集めて少しずつ改革をしているんだそうで。それって政治にも参加しているって事なんじゃないかと、驚くばかりだ。

　最初から勇者として国の重要人物になっている人は、やはり違う。

　もう一人の勇者にも興味が湧いてきた。彼もまた国の在あり方に関わるような存在になって頑張っているんだろうか。

　響先輩からは彼についてあまり詳しく話してもらえていない。

　実際に会ってみるのが一番だろうと言われた。男の子同士なんだしね、とか何かはぐらかされた気がする。

　ただ、帝国の勇者が持っている魅み了りょうの力の話になった時に、先輩の表情が少し変わった。

　驚いたような、納得したような、不思議な表情の変化だった。すぐに笑顔に戻ったし、話題も変わったから、あまり気にはならなかったけど。先輩は知らなかったのか？　先輩が放ってる力とは多少質が違う感じだから気付かなかったのかな。響先輩のは、カリスマって感じだし。

　あ、そうだ。

　先輩がベレンとどうやって出会って、親しくなったのか、経緯を聞いてみるのも良いな。僕以外の外の人に彼がどう映っているのか、少し興味もある。

　ツィーゲの事を話した時はレンブラントさんの話が多くて、ベレンについては詳しく聞けなかったから。

「あ、響先輩。先輩はツィーゲに来て、ウチのベレンとはどういう風に知り合いに──」

　バンッ！

　突然、乱暴に押し開けられたドアの音。

「え？」

　僕は思わず間抜けな声を上げてしまった。

　そこにはお盆を持った……澪の姿があった。

　わざわざ澪が飲み物を持ってこなくても、そういう雑用は他の人にやらせればいいのに。

　澪の後ろからひょっこり頭を出してニコニコしているのは、彼女と同じく僕の従者、元上位竜の巴ともえだ。彼女は妙に楽しそうだが、澪の方は……なんか凄く怒ってる？

　というか、目が据すわってるな。これは怒ってます。

　最近は僕が女性と話しているところを見ても大分反応が穏やかになってきてはいたんだけど、また例の発ほっ作さか？
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「二人とも、来客中だ。いきなり何？」

　一応、先輩に失礼がないように、僕から問い質ただす。

「申し訳ありません、若。せめて腿ももが密着するまでは様子見を、と言ったのですが。どうやら肩までで限界だったようで」

　巴は笑顔のままそう言って、視線を僕と先輩の間に向ける。

　腿？

　肩？

　……うおっ!!

　言われて確認してみると、隣に座っていたはずの先輩が、いつの間にか相当近くまで来ていた。

　肩……は確かに触れている！

　あまり気にせずに話に夢中になってたよ！

　ここまで近くで話していて、それを意識もしなかったって、先輩にも失礼な気が……。

　とにかく、気付いた以上、すぐに人一人分くらいの距離を取った。

　発作じゃなくても、澪が見たら怒る状況だ、うん。

　先輩とはそんな関係じゃないし、話の内容にも色気なんてなかったけど。

「あ、その。すまん。話に夢中になってて、そういうところを気にしてなかった。響先輩も、すみませんでした」

「……」

　あれ？　先輩の返事がない。

　澪をじっと見ている。な、何事？

　澪の方も、しばらく先輩を見つめて、おもむろに口を開いた。

「……響、久しいですね」

　澪が先輩と知り合い？

　……なわけないよな。接点がない。

「……お久しぶりです、澪さん。噂に聞くライドウさんが深澄君だったから一瞬人違いかとも思ったんですけど、やっぱり澪さんが言っていた若様って、彼の事でしたか」

「貴女あなたが何故ここにいるのか……は、もう別に言わなくてもいいわ。恩を仇あだで返すような娘だとは思っていなかったけれど。ねえ響？　料理の恩もあるから選ばせてあげます。右腕と左腕、いらないのはどっち？」

　──腕っ!?

「澪！　僕の不注意！　落ち着け！　この人は僕の先輩で、その、故郷が同じなんだ。それで懐かしくなって、つい話しこんだだけなんだって!!」

　なんて物ぶっ騒そうな事を言い出すんだ！

　いつもの軽い感じの怒り方じゃない。

　先輩と澪は何故か面識があるみたいだけど、なんだこれ？

　それに、料理の恩って？

　……料理。確か、前にツィーゲで冒険者に和食らしきレシピを教わったみたいな話を、澪から聞いた事がある。でも、先輩はそんな事は一言も……。

　んん？

「まあ、澪も本気では……っと、なんじゃ盆なぞ突き出して」

　場を収めようとした巴に、澪は無言でお盆を押しつける。

　お、温度差があるな、巴と澪。

「答えないのなら、両方ひきちぎりますよ」

　ゆっくりと歩を進める澪。

「澪、やめろ！」

　元々先輩と澪の間にいるから移動の必要はない。そのまま立ち上がって澪の方を向く。

　まったく……なんでこの程度の事で修しゅ羅ら場ばにならなきゃいけないんだ！　この世界の大抵の男よりは慎つつましく生きてるよ、僕は!?

「……若様」

　澪がようやく歩みを止める。

　とは言っても、この部屋にいる時点で、先輩はもう澪の射程内にいる。

　安心はできない。

　一応先輩を守るように、不可視のままの魔力体を展開しておく。

　一方で、僕の後ろに座っていた先輩も静かに立ち上がった。

　その様子を窺うかがう時に、窓から夕陽が差し込むのが見えた。

　ここに来たのが昼過ぎくらいだったから、結構話し込んでいたんだな。

「澪さん、私には彼をどうにかしようって気はありません。私、これでも勇者ですから。今は男の子と付き合う余裕なんてないですし」

　まったくだ。勇者やりながら恋人とイチャイチャなんて、どんな器用な人だ。

　同じパーティならともかく、僕と先輩だと遠距離恋愛確定じゃないか。……って、僕が先輩に相手にされるわけもないけどさ。

「勇者？　そんな事はどうでもいいんです。響、貴女気がないですって？　そんな顔じゃありませんでしたけど？　随分と媚こびた匂いを出していたじゃありませんか」

　どうでもいいって、お前。

　目の前の女の子が「私、勇者です」って言ったら、もっと他に反応があるでしょうが。

　だいたい、媚びた匂いってなんだよ、発情した獣けものじゃあるまいし。

「可愛い後輩に会った、ただそれだけです。澪さんとお会いした時に頂いた剣を手入れに出すつもりが、偶然彼に会ったので」

「そう！　偶然！　何故かお前とかベレンとかと知り合いだった先輩が、クズノハ商会に偶然来て、偶然僕に会ったの！　分かった？」

　僕も懸命に取り繕つくろうが、それに応える澪の声は冷たい。

「……それで二人っきりで三時間以上も、ですか？」

「う、つ、つい夢中になって」

「会議でも三時間もあったら居眠りする若様が、それ以上の時間を楽しく夢中になって、ですか？」

　ぐっ。忙しいのが重なった時だけじゃないか、会議中に寝るのなんて。

　今日の澪は意地が悪い。

　でも、ごめんなさい。気をつけます。

　涙ぐまれるの、結構しんどいです。

「本当、ごめん。時間を忘れてた。この人とは先輩後輩の間あいだ柄がら。それだけだよ。ただ、その。同年代でこういう風に話したの、本当に久しぶりだったんだ。理由になってないけど、ごめん澪」

「ええ。同じ学校に通ってはいましたけど、名前を知っているくらいの関係で。向こうでは私、少し立場が強かったものですから、つい調子に乗ってしまいました。澪さんへの配慮が欠けていました。ごめんなさい」

　響先輩が頭を下げる。

　二人がどういう関係か分からないけど、先輩の方が立場が弱い感じなのか？　ツィーゲで知り合ったのなら、澪が荒野で子守りしていた冒険者の中に先輩達がいた？

　後で聞かないと何も分からないな。

　念話は着信拒否されてるから通じないし？

　澪のご機嫌取り、今回は結構大変そうだなあ。今から憂鬱になる。

「……」

　ジトッとした目つきで押し黙る澪の肩を、巴が小こ突づく。

「ほれ、従者のお主が若にここまで言わせて勇者殿ともども頭まで下げさせて、いつまでもむくれとるでないわ」

　巴、助かる。

　何故かお前も念話を弾いてくれてるけど、お前はへそを曲げてないって事でいいんだよな？

「……若様、エマが呼んでます。あと、いくつか味見をお願いしたいものがありますので、一緒に屋敷へ参りましょう。今すぐ」

「わ、分かった。それじゃあ、先輩。ローレルまでお気をつけて」

　先輩に軽く頭を下げて、別れを告げる。

　少し名残なごり惜しくはあるが、早く行かないと色々とマズそうだ。最後の「今すぐ」っての、本気のやつだ。

「……ええ。ヨシュア様が連絡を取りたがっていたから、近いうちにご連絡差し上げてくれる？」

「ああ、分かりました。数日中には」

「お願いね」

「若様！」

　さっさと廊下に出た澪が、こちらを振り返らずにトゲのある声を出す。

　急ぐか。

「早く参りましょう。……あんな剣、渡すんじゃありませんでした。ブツブツ……」

　乱暴に開け放たれたままになっているドアの前まで行くと、澪から更に急かされた。

　なんか不ふ穏おんな事も言ってるし。

　あのベレンの剣、澪も関わっていたのか。

「若、勇者の事は儂わしにお任せください。そこまで送っていきましょう」

「巴？　でも先輩ならそれほど心配はいらないと思うぞ？」

「いやいや、クズノハ商会のお客人ですからな。きちんといたしませんと。ライムも手が空いていませんし、儂は幸い時間がありますからな」

「……右腕も左腕もダメだぞ？」

「澪と一緒にせんでください。なに、多少話をするだけです。間違っても危害なぞ加えませんよ」

「なら、任せる」

「御ぎょ意い」

　巴はそれほど怒ってないようだから大丈夫だとは思うが……。

　──!!

　まさか、先輩の記憶も探る気か？

　先輩なら僕の知らないような知識も持っているだろうし、あり得るな。

　止めるか？

　いや、亜空の資料庫の奥を見られでもしない限り、これは露見しないか。

　……なんだかな。自分の記憶を全部晒しているからか、最近では人がそうされる事にも抵抗が薄くなってきている気がする。この辺りは少し考えを改めないと。

　僕は澪と一緒に商会の一室を出て、亜空に向かう。

　この時間だとまだ少し余裕があるから、夕食までに一度商会に戻れるか。

　店を閉じて在庫を確認するのは、その時でいいな。




◇◆◇巴◆◇◆




　おうおう。

　情報の整理に忙しい事じゃな。

　若が澪と一緒に亜空に戻っていった後、儂は若に伝えたようにリミアの勇者、音無響と連れ立って通りを歩いていた。

　応接室でああも若と密着して、だが確かに他意はなさそうな表情をしていたこの娘が、実際に何を得たのかを細部まで知るのが、儂の目的の一つ。

　記憶をこっそり見せてもらっておるが、若との会話からクズノハ商会のライドウとしての若の情報を大分集めたようじゃ。

「あの、巴さん？　私なら一人で大丈夫ですから」

「勇者殿はご存知かどうか分からぬが、この街は少し前に変異体と呼ばれる怪物によって甚じん大だいな被害を受けたばかりでな。若のお客人に万が一の事があってはいかんのだ。許されよ」

「はぁ……。あの、巴さんも深澄君の部下、になるんですか？」

「勿論。そうじゃ、勇者殿。若からライドウなる偽名については話を聞いていると思うが、若を呼ばれる時は深澄かライドウ、どちらかで頼む。マコトという名では混乱を招くゆえ」

「分かっています。彼からもそう言われました。それにしても、荒野から始まった商会と聞きましたけど、本当に亜人の雇用が多いんですね」

　ふむ。

　勇者の記憶から、まずは先ほどの会話を重点的に洗った。

　若、随分と話したのう。むしろ話させられた、と言った方がいいであろうが。

　女神との関係はぼかしたようだが、荒野もツィーゲもロッツガルドも、かなりの情報をこの娘に渡してしまっておる。面識がある識と、亜空についてはなんとか黙っているが、学園の講師である事や変異体騒動の事も大分話している。

　む、イルムガンド？

　確か、あの騒動の発ほっ端たんになった生徒じゃな。

　かなり気にしておるようじゃが、あれは若も全てを知っておるわけではない。この娘、響も詳しく調べようとはしたが、諦めたらしい。

　儂らもまだイルムガンドがあの騒動にどういう経緯で関わる事になったか、完全には把握しておらんし。

　変異体と化したイルムガンドは、生徒が八割方滅めっして、澪がトドメを刺したんじゃったか。

　若が知っておるのは生徒が倒したところまで。

　トドメを知っておるのは澪と儂だけじゃ。

　この辺り、少しつつくか。

　後々の面倒になっても困るしな。

　なんにせよ、若と識がリミア王都で暴れた件に関連してここを訪れた、というわけではないようで安心したわ。

　何故か響の中では、白いスーツを装着していた人物はヒューマンという事になっておる。

　どこからそう判断したのかは、後で詳しく見るとして。

　響は若を人間だと思っておるから、二人は別人という認識になっておった。

　……もっとも、これは少し怪しいがな。若は両親がヒューマンであった事を予想できる程度の情報を響に話してしまっておるし、下手をすれば行き着く可能性はある。

「若は亜人を差別せず純粋に能力だけを見る。それが商会に亜人が多い理由の一つじゃな。同じ故郷という事は、本質的に勇者殿もそうなのでは？」

「……ええ最初は。でもこの世界の風習や慣習を知っていくと、私のような考えは圧倒的に少数派だと分かりました。ヒューマンと亜人の関係は、根っこでは戦争にも関係する重い問題だとは認識していますが、今すぐに対処すべきなのは、起こってしまっている戦争の解決です。もちろん、亜人に対するヒューマンの態度は、肯こう定ていはしません。けど今は、積極的に否定もしません」

「黙認、というわけか」

　無難なところじゃ。実に、賢い。

　日本で暮らした経験は同じでも、若と響では大分考えが違うようじゃなあ。

「まだ元の常識が邪魔をしますが。私達にとって亜人とはあくまで尻尾しっぽや耳など一部の特徴が人間とは違う人、ですから。でもヒューマンから見た亜人は、自らへの奉ほう仕し者であり……はっきりと言えば家か畜ちくです。大多数のヒューマンは、亜人を自分達と同じ人だとは考えていません」

「うむ、そんなところか」

「どれだけ亜人に好意的なヒューマンでも、彼らの人権まで認めようとするのは稀ですし。最近分かりましたが、深澄君ほどに亜人を肯定する者は、異常なペット愛好家という目で見られます。勇者の立場では彼みたいに振舞うのは難しいです」

「カリスマを振りまく勇者殿にしては、計算高い事じゃな」

「仰る通りです。計算高い、小こ賢ざかしい人間です、私。リミアの貴族至上主義を改革して、帝国を外交で抑えて……それからじゃないと、亜人の立場向上なんて、私には始められないでしょうね。もちろん、戦争に勝つのが前提ですけど」

「随分と欲しがりな勇者殿じゃ。イメージとは違うが、それほど嫌いではない。なるほど、この街に熱烈な支持者がおったのも頷ける」

　さて……始めるかの。

「支持者、ですか？　私の？　王都から離れた学園都市にそんな方がいるなんて、嬉しいですけど」

「うむ。故人ではあるが、学園の生徒でな。リミア、ホープレイズ家の次男で、イルムガンドという子じゃ。少々難のある性格じゃが、勇者殿を随分と信しん奉ぽうしておった」

「っ!!」

　響の顔つきが変わった。

「もっとも、学園祭前に随分と荒れて、結局は団体戦の最中に怪物に変じ、遂には同じ学園生に討うたれたが。確かその様子は、貴国の国王陛へい下かもご覧になっておったよ」

　ほう、イルムガンドは響と面識があったか。

　ふ、当時の奴はキラキラした純粋な目で理想を語っておる。

　響が王国に貴族の義務を思い出させようと活動している一環で、二人は出会ったか。

　儂が少しだけ見たイルムガンドは既に正気を失った様子じゃったが、なるほど、響の記憶にある姿は、実に好青年じゃ。

　理想に燃えて、学園でも勉学に励み、卒業後は勇者の力になりたいと思っておったようじゃな。

　憧れに満ちた顔で語った言葉に、嘘はあるまい。それ以前に伸び悩み、鬱うっ屈くつとした時期も過ごしていたらしいが、響との出会いで自らの進む道から迷いを消し去ったか。

　その様を見ていた当人からすれば、奴が狂人の如く振舞い、しかも殺されたと聞かされては、気にもなるか。

「……本当に、イルム君、イルムガンドはおかしな真似まねをした挙あげ句くに暴れて、怪物になって、討とう伐ばつされたんですか？」

「間違いない。若も見ておる。何か理由があるのかもしれぬが、間違いなく奴自身の行いじゃ。そうなる前の異常な行動も、学園の生徒やクズノハの従業員なら、ある程度知っておる」

「クズノハ商会の皆さんも？」

「うむ。奴は何故か若を目の敵かたきにして、ちょっかいを出してきおったからな。ギルドへの圧力や、リミアの商会を使った嫌がらせ、それに若の生徒にまで学園祭の催もよおしの場で手を出した。とばっちりを受けた生徒は気の毒じゃった」

　儂の言葉を受けて、響の顔にはありありと困惑の色が浮かんでおる。

「……彼は私の理解者でした。領民の事をきちんと考える事ができる、大貴族には珍しい子で、ホープレイズ領でもその死が悼いたまれています」

「見る方向次第で、いくらでもその人の評判は変わるものじゃ。儂らの目に映ったイルムガンドは、勇者殿の手前言い難くもあるが、腐敗しきった醜悪な貴族の姿そのものであっただけに、にわかには信じられん事じゃが。あの者にそのような一面もあったのなら、死んだのは残念な事よ」

「私には、どうしても彼の変へん貌ぼうが信じられません」

「原因の究明は、学園もリミア王国も行なっている。真相はいずれ明らかになるじゃろう」

「必ず、何かあると思います」

　……根拠はないが、確信はある、か。

　直感の類か？

　だが、正解じゃ。魔族の干渉がどのようなものかを、この娘が知る機会があるかは別にして、な。

　ふふ、そしてこれは……良いものを見つけた。

　この娘、剣道と剣術を学んでおるのか！

　これは、良い。本当の剣術に触れられるかもしれん。

　響の記憶から思わぬ収穫を見つけ、儂は笑みがこぼれるのを抑えられなかった。

「勇者殿、確か学園の転移陣を使われる予定でしたな？」

「は、あ、ええ。そうです。ここへは単独で来ましたから」

　唐突に変わった話題に驚く響。

　だが、驚いているのは儂とて同じだぞ？

　何故お前と若が同じ人物から剣を教わっているのか。しかもそれを、お前も若もどちらも知らぬ。

　が、あの人物の剣を若の記憶以上に見られるとは思わなんだ。

　なんという幸運か。

「ウチに剣を預けた事から察するに、勇者殿は剣の使い手という事でよろしいか？」

「はい。今は持っていませんが、学園に予備の剣を預けてあります。バスタードソードが一番扱いやすいですね」

　そんな剣に興味はない。

「若と同じ故郷なら、刀を扱える？」

「刀……」

　響が呟きながら、儂の腰の物を見る。

　察したか？

　断らせはせんぞ。言葉だけじゃが、さっき澪から庇かばってやったのだし。

「一応、故郷では日本刀の使い方は学んでいました。そういえば巴さんは、侍……に似た印象を受けますけど、こちらの世界にも、侍や日本刀はあるんですか？」

「いや、これは儂の趣味じゃ。若に教わって以来、すっかりハマってしまってな」

「趣味？　は、はぁ」

　響は怪訝そうに首を捻ひねる。

「是非一手、ご指南頂きたい！」

「私がですか!?　あの、澪さんと同じくらい強いなら、私よりもずっと……」

「剣士としての手合わせじゃ。刀なら儂が用意する。学園には手頃な場所がいくらでもあるし、時間もとらせぬ！」

　日本刀の剣技。

　詳細は響の記憶から見るにせよ、実物が見られるのなら、それに勝まさるものはない。

「でも、早く皆と合流もしたいので……」

　響は困惑を露あらわにするが、儂は強引に肩に手を回して学園に向かう。

「なら、儂との手合わせの後でそこまで送ってやるわ！　決まりじゃ、行くぞ勇者殿！」

　む！　何が「澪さんと同僚なだけあって、似た者同士……」じゃ！

　失礼な事を思い浮かべおって！

　儂の我わが侭ままは、一応相手にもメリットを用意するくらいの配慮はあるわ!!




◇◆◇◆◇




「あれ、お姉ちゃん!?　どうしたの？　戻ってくるのは明日の夜だったよね？」

　ローレルの幼き巫女、チヤの言葉に、響はバツの悪そうな顔で返事をした。

「……その予定だったんだけどね。追いついちゃったみたい」

「ロッツガルドでの御用は大丈夫だったの？」

「ええ。本当はローレルに入る手前ギリギリで合流する予定だったんだけどね。これなら私も黄金街道の景色くらいは楽しめそう」

「お姉ちゃんと一緒だと、私も嬉しいよ！」

「私も。あ、ごめんチヤちゃん。今日は忙しかったから、先に休むね」

「うん、また明日ね。お休みなさい」

　確かに、響の顔色はあまり良くなかったので、チヤはそれを疲れと判断して見送った。

　予定外の合流だったため、急遽一室余分に部屋を取った響は、パーティから離れた部屋に入り、寝台に身を投げ出した。

　大きな溜息を一つ。

（頭の中がぐちゃぐちゃ。ロッツガルドでの王都復興に関するお役目は、学園、商人ギルド他全部済んだけど、最後のクズノハ商会でどっと疲れたわね。まさか帝国のアレ以外にも日本人がいたなんて。しかも顔見知り。あの分だと深澄君個人には、日本での先輩後輩って関係を使えば、それなりにこちらに実みのりのある話ができそうなんだけど……ライドウって顔が面倒なのよね。正体不明の有力商会の代表。陛下やヨシュア様にも力を認められている。お二人は彼を味方として抱かかえ込みたいのよね……）

　響はライドウこと真との会話で得られた情報、元々クズノハ商会について知っていた情報を合わせて考えていく。

（あの子はボカしていたけど、偽名を名乗っていた理由って、多分女神に所在を掴まれたくなかったからでしょ？　彼の言葉から女神への敬意は欠片かけらも感じられなかったし、私達が城に召喚されたのに対して、あの子は世界の果てに召喚されたって言ってた。きっと事実なんでしょうけど、それって間接的な殺人に近いわ。って事は、深澄君と女神はあまり良い関係じゃない、という可能性が高い。そんな存在を協力者として迎え入れていいのかしら？　あの商会について言えば、装備品と澪さんは文句なしに優秀なんだけど……。どうしたらいいのかなあ。智樹ほどじゃないにせよ、戦争後のビジョンも考えてみると、深澄君の存在は……）

　ヒューマンと魔族の戦争がいずれ終結に向かう時、リミア王国の立場を危あやうくする存在は好ましくない。

　基本的にこの世界の女神の秩序は戦後も続いていくべきと考えている響にとって、真は現状では魅力的な戦力になり得るが、同時に後の禍か根こんになりそうな存在にも思えた。

（智樹は間違いなく魔族を倒した後で世界の統一に乗り出す。隠す気が殆ほとんどないあの野心がブラフなら大したものだけど、それはない。もし私が深澄君に助力を願ったとして、彼が女神に仇あだなす者だったなら……いずれヒューマン同士の戦争が起きたその時に、帝国に戦争の大義と口実を与えかねない。それは絶対にまずい）

　響は僅かに顔をしかめる。

（勝てるかどうかも怪しい魔族との戦争だけど、前だけ見ていればいいってものでもないのよね。やっぱり、純粋に商会として付き合って、少しずつ戦力の提供を求めるのが無難かな。それも、リミアや私だけの要請だって取られない状況でしか切れない手札って事になる）

　クズノハ商会が強いのは分かっている。

　響は身をもってそれを理解していた。

　本当に理想的な事を言うのなら、クズノハ商会が魔族を壊滅寸前まで追い詰めた後に倒れてくれれば上等。もしそれが魔人と帝国を相手に揉もめて相手を粉砕してくれた後なら、言う事なしの展開だと響は考えている。そうなったら後は手柄を上手にこちらの功績に変える根回しさえすればいいのだから。

　同じ日本人の真に対して非情なようだが、響はその思いを振り払った。

　話した印象では、ヒューマン側とも魔族側とも分からない不気味な印象が消えない相手だけに、彼女は勇者としてできるだけ私情を交じえずに判断しようとしていた。

　知らない相手ではないから信じるとか、同じ高校に通う後輩だから安心だ──などと思えるほど、響の判断がもたらす影響は軽くない。彼女もそれは十分理解していた。

（ただでさえ、ラルヴァとあの白い奴の背景も分からない状況だもの。私の勘だと、ステラを消し飛ばしたのはあの白いの──あれは魔人って奴なのよ。なんとなく学園都市に来れば手がかりが掴めるかもと思っていたんだけど、流石に一日じゃ無理よね。ローレルでも何か分かりそうな予感はするから、まだ望みはある。深澄君については帰りと、あとヨシュア様がリミアに呼ぶでしょうから、近いうちに王国で会って立場を確かめましょ。あの巴さんって人に釘を刺されちゃったから、今色々と調べるのはまずいし）

　響は、こうも早くパーティの皆と合流できた理由そのものでもある、青い髪の女を思い出す。

　巴について、響は混乱していた。

（多分、澪さんと同じくらい強いはずなんだけど、どうも掴めない人だった。刀の基本的な扱い方は知っているみたいなのに、刀同士の勝負の経験が極端に少ないのか、立ち回りは未熟そのもの。でも構えは結構しっかりしていて。……あ、そうだ。殺陣たてとかチャンバラに雰囲気が似てたんだ。何をどうやったらああいう剣の使い手になるのか、分からない。深澄君には剣道や剣術の心得はなかったと思うけど、伝でん聞ぶんだけであそこまで基礎が身につくのかしら？　どうも、秘密が多い商会よね）

　巴に乞こわれて、響は学園で小一時間、刀を使って手合わせをした。

　魔術はお互いに強化と回復のみを使用するという、実質的に剣技のみの試合だったが、戦績は響の十戦中九勝一敗。

　身体能力を活かした巴の力ちから業わざの剣に、響が面食らって最初の一本を取られた以外は、全て彼女の勝ちだった。

　長く剣道を学び、剣術まで習っていた響にとって、巴は未熟な剣士にすぎなかった。

　ただ……。

（斬ってもすぐに回復したのよね、あの人。回復魔術を事前に仕込んだとか言っていたけど）

　響が思わず見み惚とれたほど、実に見事な術だった。

　深く決まりすぎて、あわや命にかかわるかと思った一撃の後に、何事もなく立ち上がった巴の姿は、響に衝撃を与えた。

　彼女はまた、その魔術を再現できないかと、すぐに目標の一つに設定した。

　一応概要については巴から聞き出している。

　巴は響に快く術の仕組みを教えた。その代わりに、というわけではないが、響も巴に日本刀の居い合あいについて、少し修練方法を教えていた。

（身体能力は凄まじいけど、ただの剣士としてなら、そこまでの人じゃない。多分、魔術を使う戦闘が本来の姿なんだろう。あれだけ連敗したのに、まるで悔しそうではなかったしね。それより……）

　巴の事、澪の事、真の事。そしてローレルで手がかりがあるかもしれない、ラルヴァの事。

　それに王都の復興状況や帝国の動向、魔族との戦争。

　疲れていたというのに、響は次々に浮かぶ案件に思考を止められず、結局眠れぬ夜を過ごしたのだった。
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　冬だから開拓が進まない、という理屈は甘えだそうです。

　マジか。農のう閑かん期きとしても説得力がある上に、内職がはかどりそうな季節だと思うんですが。

　ハイランドオークのスーパー事務官、エマが珍しく不機嫌そうにしていたので、事情を聞いたところ、ケリュネオンの農地面積が予定よりも増えていないのが気に入らないらしい。

　ケリュネオンは北の方に位置しているし、高い山もある内陸の土地だから、常識的に考えたら冬に開拓だなんて無茶だと思うんだけどな。第一、あれだけ雪が降ってたら茶色の大地とは春までお別れだろうに。農地とはこれいかに？

　エマ曰いわく、そんなもの魔術を併用すれば問題はありません、との事。

　ロッツガルドの復興でも思ったけど、どんな作業にでも魔術を併用できる状況ってのは、ごくごく限られた場面での事なんだよな。ケリュネオンで一時的に働いている亜人については、それが可能なメンバーも少なくないとはいえ……。

　ルトに頼んで特定の条件をクリアしたヒューマンや亜人の冒険者を、密ひそかにケリュネオンの住民として移住させているんだけど、その人達にしても大半は冬の間は内職中心の生活スタイルを考えていると思うし。

　エマの話だけじゃなくて、ケリュネオンのアーンスランド姉妹にも話を聞いてみてから、対応を決めよう。

　それよりも今は……。

「巴、説明。何そのズタズタな服」

　こっちの方が問題だ。

　先輩を送った巴が、いかにも戦闘しましたというボロボロの服で帰ってきたのだ。

　しかも何故か満たされた表情で。

「よくぞ聞いてくれました！　勇者響に本場の剣技を披ひ露ろうしてもらいましてな。ま、軽く手合わせなどを。これは言わば、名めい誉よの負傷ですなあ!!」

　巴はそう言ってカラカラと笑う。

「お前の趣味丸出しの手合わせのどこに名誉があるんだよ」

「細かい事はこの際置いておきましょう！　凄かったですぞ、若。こう、スパァッと疾はしった刃やいばが次の瞬間にはもう切り返してきましてな！　あれは恐らく手首と腰の動きがコツではないかと思うのですが、驚くばかりでした！」

「……よく服だけで済んだよね」

「いえ？　何度か血が舞い散りましたが？　回復しながらでしたので、さして問題はありませんでした。儂には服は直せませんから、こうなってしまいましたが」

　鋭するどく裂かれた着物を楽しそうに触る巴。

　真剣で、斬り合った……と。

「おま──、先輩に危害は加えないんじゃなかったのか!?」

「無論です。儂は術も殆ど使いませんでしたし、刀だけで打ち合えば、今の儂があの者にまともな攻撃を通す事などできませんよ」

「できないからって、お前ね。それに、巴が斬られた分だって治せば良いってものでもないだろ!?　お前が斬られてる姿を想像して、僕が面白いとでも思っているのか？」

　面白いわけないだろうが。むしろ心配で仕方ないわ！

「む、それは……少々軽率でしたか」

「刀、刀って。そりゃ僕には刀の立ち回りなんてできやしないけど！　もう少し自じ重ちょうして！　分かった!?」

「今後は、しかと気をつけます」

　巴はシュンとうなだれて、真面目に反省している様子。

「よろしい。で、先輩は？」

「はい。どうやらここに来たのは王都の復興への学園の協力と、取引のある商会からの援助を取り付けるのが主な目的だったようです。また、例の変異体騒動の時に若に絡からんだイルムガ──」

「巴さんっ！　貴女その格好は!?　私には落ち着けと言っておきながら、響に仕置きをしたのですね!!　狡ずるいじゃありませんか!!」

　報告の途中で、澪が鼻息荒く乱入してきた。

　手には……真っ赤なタコが載っている。お盆とかお皿とかはない。手に、直じかだ。

　姿すがた茹ゆで？　新作料理……にしても、なんというか豪快だな。

　しかし、タコね。また料理の幅が広い食材に目を付けたな。

「これは転んだだけじゃ！　響は関係ない!!」

「どこで転べば着物がそこまで切り刻まれるんですの!?　惚とぼけるならもう少しマシな言い訳を考えてくださいまし！　私も響には少々お話があったのを我慢していたんですからね！　そういう事を巴さんがするなら、私だって好きにやらせてもらいます!!」

　うおい！　物騒な事言うんじゃないよ。

　それにお前の方は〝少々お話〟、なんて可愛い感じじゃなかった！

「残念じゃな、響はもうロッツガルドにはおらん。儂が奴のパーティの所まで丁重に送ってきたわ」

「……若様！　巴さんがひどいんです!!」

　澪は口くち惜おしげに口をへの字に歪ゆがめて訴える。

「あ～。巴は僕がさっきお説教しといたからさ。あ、そのタコ、美味おいしそうだよね。茹でたの？」

「タコ？　あ、あら。まだ塩加減を見極めているところですけれど、なかなか上手に茹でられたので、若様に是非と思いまして」

　ころっと態度を変えて料理法など解説しはじめる澪。

「若、澪の扱いを熟知してますなあ。実に頼もしい」

「お前はまず着替えてこい。澪と識が最近海鮮料理に凝こってるのは知っているだろ？　一緒に食べよう。詳しい話はその時にね」

　ここのところ、澪と識が港町に出向いては新しい魚介類を仕入れてくるんだよな。

　僕でも触さわれる食材の時は、料理に参加したりしている。

　澪はシーフードのレシピを増やしたいから、識は冬の鍋魚介類編をゴテツと共きょう謀ぼうして研究しているかららしい。お互い利益が一致したためか、二人でよく出掛けている。

　今日の識はカニを鍋にするとかで亜空のキッチンに篭こもって、スープと、一緒に入れる野菜の組み合わせを試し行こう錯さく誤ご中だ。

　ゴテツで何種類か分けてもらったスープを調合するのだと、張り切っていた。

　調合って言い回しは料理というより製薬っぽい雰囲気なものの、僕も楽しみにしている。

「今日の識は鍋でしたか。茹でるだけの澪よりは期待できそうですな。実に楽しみ」

　巴の迂う闊かつな発言に、澪の眉がピクンと上がる。

「……茹でるだけ？」

　やれやれ、これは僕がフォローしようか。

　澪が持ってきたタコの足を掴んで一つ切り取る。

「……巴」

「はっ？　……むぐ!?」

　無理やり巴の口を開けて、タコの足をねじ込む。

「ただ茹でるだけの美味さか？」

「……これは、美味いですな。ふむ」

「澪に何か言う事は？」

「……澪、すまん。これは美味い。茹でるだけなどと言って悪かった」

　素直に謝る巴。

　澪もようやく機嫌を直したようだ。

「……分かってくれればいいのですわ。他の料理もありますから、楽しみにしていていいですわよ」

　タコか……よし！

「ところで澪、タコを使った料理って何を用意したの？」

「ええっと……」

　澪が検討中のメニューを聞く。

　うん、僕にできる奴はあがってこない。というか、肉じゃがならぬタコジャガは聞いた事もない。

　ならば、食卓に二品ほど足そう。まだそのくらいの時間はある。

「なら、僕も少し作るよ」

「ほう！　久々ですな！」

「どんなお料理なんでしょう？」

「鍋が一つと、粉ものが一つ。タコしゃぶとタコ焼き！」

　識も鍋で楽しんでくれるだろう。しゃぶしゃぶはやってみせた事ないから、新鮮なはず。

　澪は新しい料理ならなんでも興きょう味み津しん々しんだし、巴も僕の料理は楽しみにしてくれている。

　それに、僕としてもリベンジの時だ。

　以前ドワーフに頼んで、タコ焼き用の鉄板を作ってもらった時の事を思い出す。

　材料を用意してる途中で気が付いたんだよな。

　タコがない事に。

　本当にどこにも売ってなかったから、泣きたくなった。

　結局、鶏肉の欠片を入れてトリ焼きにしたんだけど、あの時の敗北感は半端じゃなかった。

　とても皆には見せられなくて、一人で全部食べたんだった。

　苦い思い出だ。

　ようやくあの時のトラウマを払ふっ拭しょくできる。

　さて、キッチンに行こうか！
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「ようこそ、ローレル連れん邦ぽうへ。歓迎いたします、勇者響様」

　法衣を纏まとった女性が丁寧に頭を下げて、にこやかに歓迎の言葉を口にする。

　それに応えながらも、響は女性の態度にどこか冷ややかなものを感じた。

　それはごく僅かな間の事であり、次の言葉を発する時にはすっかりなくなっていたから、響はひとまず忘れる事にした。勇者だからといって、どの国に行っても手放しで歓迎されるものでもない事は既に理解できている。

「お帰りなさいませ、チヤ様。皆、巫女様のお帰りを心待ちにしていたのですよ？」

「遅くなってごめんなさい、彩さい。でも、少しだけしかいられないけど、こうやってお姉ちゃんと一緒に戻ってきたんだよ。あのね、彩。響お姉ちゃんは──」

「チヤ様、そのお話は後程ゆっくりとお聞きします。まずは長旅でお疲れでしょうから、皆様をご滞在頂くお部屋にご案内しませんと」

　リミア王国からの来訪者である勇者一行を迎えたのは、ローレル連邦の実力者の一人、彩さい律りつだった。

　ローレルでは巫女の存在は広く国民に知られ、慕したわれている。その巫女の周辺を取り仕切る中宮という立場にある彩律の力は大きい。他国の重要な客を歓迎し、もてなす代表としても十分だ。

　またこうした巫女への信仰は、彩律の立場を本来よりもずっと影響力の強いものにしている。

　深澄真が彼女に対して抱いた国の重じゅう鎮ちんという印象以上に、ローレルにおける彩律は色々と〝強い〟存在であった。内政であろうと外交であろうと、やろうと思えば彼女に干渉できない分野は存在しないといっても過言ではない。

　目め配くばせで部下に案内を指示し、後のスケジュールを別の部下に確認しながら、彩律は小さくなりつつある勇者と巫女、そして彼女らの仲間の背を見つめる。

「彩律様？　何か？」

　しばし手を止めた彩律に、部下の一人が問うた。

「……あれほど我が国がリミアに巫女の帰還を求めていたのに、と思ってね」

「彩律様をはじめとする皆様方の外交が実を結んだのですね。素晴らしい事だと思います」

「……本当にそうであれば、もっと嬉しいのだけどね」

「彩律様、もうチヤ様はお戻りになったのですから、あまりお悩みにならぬ方が。リミアが我が国に対してしたように、今後巫女様にはローレルにいて頂けばそれで──」

「貴女。やられた事をやり返すのは、時と場合を考えないと最悪の結果を招くと心に刻みなさい。少なくとも今回、それはできないわ。チヤ様が強要されて戦争に駆り出されているのなら、いくらでもやりようはあるのだけどね」

　彩律は部下の言葉を遮り、厳しい目を向ける。

「も、申し訳ありません。出すぎた事を」

「これまでの事もあります。リミアに良い感情を持てない事自体は責めないわ。ただ、チヤ様が本心で勇者を強く支持しているのは事実。今は自らの意思で、ここにほんの少しの間お戻りになっただけ。むしろ私が気がかりなのは……」

（我が竜騎士部隊が復興協力のためにロッツガルド滞在を延長する交換条件として、ライドウがチヤ様の事を匂わせたって事。巫女様と近いうちに会えるかもしれませんよ、か……。このローレルがリミアと互角だとは思っていないけど、仮にも四大国として並び称されるウチが外交手段を尽くしても叶わなかった事を、こうも簡単に……？　クズノハ商会、いえライドウ。一度、チヤ様に彼を見定めてもらいたいところね。帰りにロッツガルドに寄り道して頂こうかしら。あの分だとチヤ様は勇者響を賢人と見抜いた上で懐いておられるようだし、ライドウについても何かしらの収穫を期待できるかもしれない。ふぅ、彼のあの言葉がただの気休めだと思えたなら、どれほど気が楽か）

「彩律様？」

「……なんでもないわ。これから忙しくなります。頼りにしていますよ」

「お任せください！　チヤ様のため、全力を尽くします！」

「ええ、では行きましょう」

　彩律は、少し前までいたロッツガルドで出会った人物を思い出す。

　彼から提案された竜騎士の復興への協力と、その対価らしき何気ない一言。

　たかが一商会に勇者や巫女、まして大国を動かす力などあるわけがない。

　常識では、そうだ。

　巫女が待望の帰還を果たし、勇者をも連れてきた。

　一時的にとはいっても、十分大事件だ。今はそれのみに心を向けなくてはいけない。

　なのに。

　彩律はクズノハ商会、ライドウという名をいつまでも脳裏から消せないでいた。
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〝僕〟が、そこにいた。

「やっぱりヒューマンじゃなかったのか」

「この、化け物め」

「土手っ腹に大穴開けて話してるお前には、流石に言われたくないかも」

「お前を、響様に会わせるわけにはいかない……！　ここでなんとしても俺が、お前を……！」

〝僕〟は黒い鎧よろいに身を包んだ奴と相対していた。

　そいつは膝ひざを突き、〝僕〟が言ったように腹に大きな穴を開けている。

　多分、口ぶりからして〝僕〟がやったんじゃないかと思う。

　で、こいつは先輩の知り合いか？

「黒騎士、かあ。名前に違たがわぬ騎士の忠誠心ってやつ？」

　黒騎士。

　そんな奴、知らないな。

　だけど〝僕〟は知っているみたいだ。

　凄くぼんやりとした感覚で、僕はその場を見ている。

　一人は出演者の〝僕〟で、もう一人は視聴者の僕、みたいな。

　黒騎士と呼ばれているらしい重傷の人は、ごつい兜かぶとも砕かれていて、ヒューマンじゃない亜人の素顔──いや、亜人ですらないかもしれない、人のなりそこないとでも言うべきか、〝しわくちゃなのっぺら坊〟みたいな顔を晒さらしていた。

「ライドウ、ここでなんとしてもお前を止める！」

　斬るというよりも叩き潰すのが主な用途であろう大剣が、〝僕〟に向けて振り下ろされる。

〝僕〟はそれを、素手で止めた。

　魔力体を使ってもいない。

　ただ、生身の手で剣を掴んで止めた。一いっ滴てきの血も流す事なく。

　いやいや、こんな事できるわけないでしょうに。

　結構な剣速だったよ？

「あのさ、電子レンジって知ってる？」

「デンシ……？」

　唐突な質問の意図が呑み込めず、黒騎士が小さく呟く。

「あはは、ごめんごめん。忘れていいよ。そうだ。一応、名前教えてくれない？　黒騎士は流石に名前じゃないでしょ？」

　まるで緊張感のない〝僕〟の声。

　自分が二人いる、不思議な感覚だ。

　ふと気になって周りを見てみる。

　喧けん騒そうに満ちていて、あちこちで煙けむりや火が上がり、瓦礫が散乱している。

　そこは、戦場だった。場所がどこなのかまではよく分からない。

「名前、だと？　ふっ、くくくく!!　分からんか？　お前は、この醜みにくい姿に似たモノをあそこで数多く見てきたはずだぞ!?　そしてそのことごとくを葬ほうむった！」

　黒騎士は自分を指して醜い、と言った。

「……知らないな。覚えてない。何、僕に恨うらみがある感じ？」

「学園都市！　ロッツガルド！　学園祭！　これでも忘れたと言うか、ライドウ！」

「あ、変異体か。確かに似た感じだね。なんだ、変異体の生き残りだったの。でも、あれについては変異した奴もある程度自業自得だろ？　僕を恨むのは筋違いじゃない？」

「俺は……だ」

「え、何？」

「俺はイルムガンド＝ホープレイズだ！」

　──イルムガンド!?

　え、でも確か彼は学園祭でアベリアに殺されたはずじゃ……。

「イルムガンド、ねえ。もう変異体騒動自体、相当昔の事だし、個人の名前までは覚えてないけど。イルムガンド＝ホープレイズね。了解」

　イルムガンドと対峙している〝僕〟は、その名前を本当に覚えていないのか、さして感慨もない様子だった。

　なんだろうな、この違和感は。

「お前は、どこまで人を虚こ仮けにすれば……！」

「やたらとタフな割にその腹の穴は回復しないみたいだから、もう打ち止めなんだろうけどさ。一応、ちゃんと終わらせるから。先輩のパーティはこれでもうあの巫女しかいないし、要領の悪い僕でもようやく王手、かな」

　王手？

　先輩のパーティ？

　どういう状況なんだろう？

　でも、そこにいた〝僕〟はそんな疑問なんて関係なく、黒騎士に向けて左手を突き出した。

「やると予告されて避けぬ者などっ!?」

　イルムガンドは向けられた掌てのひらから逃げようと地を蹴ける。

　だけど、何かにぶつかったように弾かれてその場でよろめく。

　あれは、界？

　だけど、有効範囲が自分の周囲じゃない。イルムガンドの周りをすっぽり覆って、彼にとって障壁──いや、檻おりのように作用しているみたいだ。

　なんだあれ、狡くないか!?

　自分以外を中心にできるなら、界なんて超凶悪スキルだぞ!?

「話は戻るけど、電子レンジってね。料理を温めたりする道具なんだ」

「どうしてっ……、何故お前などがこれほどの力を持つ！　何一つ、信念も持たぬお前などがっ!!」

　悔しがるイルムガンドを無視して、〝僕〟は相変わらず場違いなほどに緊張感のない話を続ける。

「はじめは純粋に箱の中が熱くなるんだろうな～って思ってたんだけどね？　実はそうじゃなかったんだ。こう、波のようなもので中にあるものを細かく振動させて熱を生むみたいな？　結構凄い技術だったんだよ」

　ああ、なんか聞いた事がある。水分子を振動させるんだっけ？

　身近にある便利な家電だけど、凄い物だったんだと感動した覚えがある。テレビか何かで見ただけの、うろ覚えもいいところの知識だけど。

　でもそれを異世界で、しかも敵に話して……何を考えているんだ、この〝僕〟は？

　そう思っていたら、〝僕〟は妙な事を口にしだした。

「それってさ、人に向けるとどうなると思う？」

「……何が言いたいのか分からん。焼き殺すといいたいのか？」

「だよね？　それか、茹でられるみたいになって死ぬと思うよね。違うんだよ、イメージを魔術っぽく無理やり再現しているせいもあるのかもしれないけど、死体の処理がいらないんだよね」

　魔術っぽく。

　界の事をそう表現したわけか。

　おいおい、それにしてもだ。人をレンジに入れるとどうなるか？

　なんて趣味の悪い殺し方を……。

　想像した事もなかった。どうなるのかもよく分からないけど……死体の処理がいらない？

「……覚えておけ。お前は絶対に罰を受ける。響様が、女神様が。お前を必ず罰する。世界はお前を認めない、絶対に」

　のっぺら坊のイルムガンドが怒りに顔を歪める。

「それは嬉しいな。向こうから来てくれるなら手間も省はぶける。じゃ、ばいばい」

「イルム君っ!!」

　イルムガンドを呼ぶ女性の声。

　それを引き金にしたようなタイミングで、信じられない事が起こった。

「ああ、響先輩」

　声の主は、先輩だった。

　何事もなかったように先輩を呼ぶ〝僕〟。

　その視線の先で。

　人が膨ふくれて、弾けた。

　着ていた鎧ごと、一瞬で膨れ上がって風船が割れるみたいに、弾け飛んだ。

　イルムガンドを覆っていた界、不可視の半球が、血で赤黒く染まった。

　……うっ！

　レンジって。

　絶対に違うと思った。

〝僕〟は、何をしたんだ？

　あんな風に人が死ぬやり方があるなんて。

　赤い半球はすぐに消え去り、跡には地面に染みみたいなものが多少残るだけ。そこで人が死んだ直後とは、にわかには信じられない。死体も、肉片すら残っていないんだから。

「深澄君、貴方っ……！」

「よくも、イルムさんを!!」

　ここに駆けつけた時にちょうど〝その光景〟を見てしまった先輩と巫女の少女が、〝僕〟を睨にらむ。

　清々しいほどの憎悪と怒りの目で。

　目の前で知り合いが殺されたなら、無理もない事だと思う。

　でもイルムガンドが黒騎士って名前で、先輩の仲間？

　それに、二人から〝僕〟に向けられる憎しみは、明らかに今生まれたばかりのものじゃないと思う。

　驚きや、混乱する様子などまるでなく、すぐに怒りや憎しみに直結するという事は、つまり前々から……。

　ちょ、まさか！

　少し俯うつむいていた〝僕〟の口元に笑みが浮かぶのを見て、僕は焦る。

　冗談だろう？　なんで〝僕〟がそんな事を!?

　巴は、澪は、識は何をしてる!?

　目には特に感情を湛たたえず。

　口の端を持ち上げるだけの笑みを浮かべて。

　顔を上げた〝僕〟は、左手を先輩と巫女に向けた。

　おい、やめろ。

　やめろよ？

「遅かったですね。先輩の後は女神なんで、すぐに終わらせますね。痛くはないと思います」

　やめろ！

「私は完全に貴方を見誤っていた。取り返しのつかない事に今更気付くんだから、どうしようもないわね、本当に」

「いや、人生なんてそんなものですよ。あ、先輩」

　殺気など欠片もないまま、世間話でもするかのように。

　それでも僕には、この後の〝僕〟の行動が分かった。

　ふざけるな！

　なんで先輩を〝僕〟が!?

「電子レンジの仕組みって──」

　だから。




「──やめろっ!!」

　はぁ、はぁ、という荒い息が自分のものだって事に気付くのに、少し時間がかかった。
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　額ひたいに触れると大量の汗で濡れていた。

　ぬるりとした独特の触感。冷や汗だって分かる。

　繰り返す荒い呼吸を一旦止めて、深く息を吸い込み。

　長く、息を吐き出した。

「夢、か」

　ここは亜空、僕の寝室だ。

　戦場でもないし、先輩もいない。

「……夢、だよな？」

　突とっ拍ぴょう子しもない内容のくせに異様なほど鮮明で、思わず自分に問いかける。

　イルムガンドは死んでいるはずだ。

　それにリミアの勇者の周りにも、ホープレイズ家の周囲にも黒騎士なんて人物は出現してない。

　先輩を守る騎士っていうなら、確かパーティに別の人がいたと思う。

　王国の騎士の人が。

　寝直す、という気分でもない。

　すっかり目が覚めてしまった。

　ちぇ、せっかくタコ焼きもタコしゃぶも大人気で楽しい夕食だったのに。

　識なんて「鍋の深奥は一体どれほどのものなのだ」とか言って、心服して拝おがんじゃってさ。あれは笑ったな。酒が入っているとはいえ、なかなかのコントだった。

「ははっ」

　少しだけ楽しい気分になって、小さな笑いが漏れる。

　所詮、夢だ。気にしても仕方ない。

　……そうだ。

「こんな時間だけど、弓でもやるか。気持ちを落ち着けたいし」

　寝床を出て着替える。

　弓を用意したら部屋の外へ。

　敷地内に作ってもらった弓道場に向かう。

　それから朝日が出るまで、僕は無心で弓を射続けた。
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　ずっしりと手に伝わる、確かな重みに一言。

「重いな」

「感想は重さだけ？」

　テーブルを挟んで対面している銀髪の青年が、少し不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

　僕は今、ロッツガルドの冒険者ギルドの一室にいる。

「だけって言われてもなあ。あとは、思ったよりも小さいな、とか？」

「ソレを見た事があるヒューマンは、片手で数えられるほどなんだけどね。世にも珍しい上位竜の卵だよ？　竜に関わる研究者なら親を殺してでも欲しがるんだけどなあ」

　ラグビーボールくらいの卵を見る。

「ああ、そう言われてみると……」

「神秘を感じるかい？」

「澪に教えたら味見したがりそうだから、気をつけないと」

「……」

　目の前にいる中性的な容姿と得体の知れない雰囲気を持つ美男子は、冒険者ギルドの全てを束たばねる長おさ、ファルス。

　──というのは世を忍ぶ仮の姿で、その正体は上位竜の頂点と言われる幻の竜、万ばん色しょくのルトだ。

　趣味で冒険者ギルドを作って運営する正真正銘の変態にして、自分の性別も変えちゃう両性類。何百年か何千年かの年季が入った、筋金入りの猫かぶりスキルも有している。

　率直に言って、あまりお近づきになりたくない人だ。

　今は自由自在のポーカーフェイスも機能しておらず、僕の前で顔をひくつかせながら、呆あきれと困惑が入り混じった笑みを浮かべている。

「ま、そんな事よりも。これを帝国領内にあるバニラ砂漠のグロントさんに届ければいいんだな？」

「うん。できれば君には、竜の社会も見てほしいからね。まずはその子、ランサーから。無理を言ってすまないと思っているよ。勿論、ケリュネオンの事も含めて、十分な見返りを約束するからね」

　ルトの表情がいつもの柔にゅう和わな微笑みに変わる。

　今回の彼からの依頼は、竜殺しと呼ばれていた冒険者、ソフィア＝ブルガが上位竜に対して行なった凶行に関係している。

　この両性類は、ソフィアについて「自分の血を引く者だ」と簡単に紹介したが、それ以上深くは語ろうとしない。

　いずれ時が来たら話すらしいけど、どうなる事かね。

　依頼に際して教えてもらった事は、さほど多くない。

　今健在な上位竜は三体で、他の竜は卵になっているという事。卵は各地の竜の眷けん属ぞくや信奉者なんかに預けられて、いずれ孵かえる時を待つという事。

　あとはその連中の情報と所在地。

　で、僕はそこにこの卵を配達するというわけだ。

　ルトから示された報酬は、形あるものではなく、彼の知る情報の提供や、魔族の領内に存在する国──ケリュネオンへの援助など。

　上位竜の卵が貴重品とはいっても、物品配達の報酬としては破格だった。

「報酬、期待してるよ。どの道グリトニアには行くつもりだったから、ついでだし」

「ふふふ、グリトニアのリリ皇女か。君への招待は彼女だけじゃなく、勇者の意思もあるだろうね。真君が心を許せるような相手ではないけど、いきなりとって食われるような展開もないさ。ほどほどに警戒しながら、帝国観光でもしてくるといい。……はぁ、僕も一緒に行きたかったなあ」

「帝国観光ね。後々リミア王国にも行く事になっているから、観光って気分にもなれないんだけど、まあ楽しんでくるよ」

　ヨシュア王子に連絡をするように先輩に頼まれた後、僕はすぐにそれを実行した。

　だけど、彼、いや彼女……？

　ああもう、こっちも面倒臭い！

　もうヨシュアさんでいいや。

　ヨシュアさんからやり取りの際は一応お役所を通してほしいと言われたので、リミアの役人と話をしていたら、近いうちに王国に行く事が決まった。

　一方で、グリトニア帝国のリリ皇女からもあれやこれやと問い合わせを受けていて、こちらも帝国に行かなくてはならない雰囲気になった。

　別に脅されたり何か強要されたりはしていないけれど……なんかこう、断れないというか、うまくない感じだ。

「リミア王国……ああ、あっちはヨシュア王子に勇者響か。いやいや、すっかり君も人気者だ」

　ルトが他人ひと事ごとのように笑う。

「楽しそうに話してくれるよ、まったく」

「実際楽しいんだから、仕方ないじゃない。僕の助けが必要ならいつでもどうぞ。君に頼られるだけで、僕は嬉しいからね」

「助けが欲しくなったら、その時は頼むよ」

「……待ってるよ。それから、王国と帝国はともかく、もし〝もっと北〟に赴おもむく気なら──」

　もっと北って……魔族領の事か。

「……何？」

「卵があるから、ギルドに寄ってってね」

「あー……はいはい」

　そういえば魔族の領地にも卵の配達先があった。

　上位竜の卵を持って戦争やってる各勢力に挨拶回りか。傍はたから見たら凄く怪しい一行に見えそうだな。

　せめて行動は少し大人しくしておこう。

　……できる範囲で。

「同行者は巴と識だったね。帝国の勇者、智樹は巴にご執しゅう心しんだ。気をつけて」

「ご忠告どうも」

「行くのが君でなければ、智樹のワルキューレについて注意をするところだけど。そっちは心配なさそうだ」

　ワルキューレ……初めて聞くな。

　銃じゅうについて以外は、今まであんまり帝国の情報を集めてないんだよな。

　ルトの言葉じゃないけど、この機会に色々見て回るのは必要かもしれない。

「ワルキューレ？　心配ってどういう事？」

「智樹に夢中な子達、とでも思っておけばいいよ。心配というのはね……僕にだって靡なびかない君が、生半可な色仕掛けで落ちるとも思えないから必要ないって事」

「……お前に靡くって」

　両性類だぞ？　ていうか上位竜だろ、お前。

　全部知ってて受け入れられるのは、相当経験豊富な猛も者さに限られるだろうが。

「今外で待ってる秘書なんて、僕にすっかり夢中……」

「卵、確かに預かったよ。じゃあ、またな、変態ルト」

　ルトが言い終わる前に、僕はさっさと席を立つ。

「……何か凄く失礼な呼ばれ方をした気がしたんだけど。ま、いいや。じゃあまたね、真君」

　帝国へ発たつ朝。

　上位竜から依頼を受けるというシリアスな場面のはずなのに、何やら妙に疲れた。

　グリトニアか。初めて行く国だけど、どんな所だろう。

　実は、リリ皇女はなんとなく苦手だったりする。

　せめて居心地の好い場所なら、良いんだけどな。
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「す、凄い雪だな。緯度は王国とあんまり変わらないはずなのに、なんだこの差は」

　思わず、そんな感想が口をついて出た。

　リミア王国は緑に溢あふれる豊かな国だと聞いている。

　そりゃ、グリトニア帝国は厳げん寒かんの地だってのも、本や伝聞で知ってはいたけどさ。実際に見ると呆れるレベルだ。

　これで地図上は左と右で並んでいるんだから、不思議なものだよなあ。

「グリトニアは高い山も多い地ですからな。場所によっては冬の積雪が数メートルに達するようですぞ」

　巴は白い息を吐きながら、遠方にそびえる峻しゅん険けんな山を眺める。

　先頭を行く識が、足を止めて振り返った。

「ですが、こうして他国の気候に触れるのも、旅行の楽しみではありますね」

　黄金街道を歩いていても、こんなに違って見えるものなんだな。

　ツィーゲから見た黄金街道は、ずっと同じ景色でただひたすら延びる道って感じだったんだけど。

「ここよりも更に北にあって、もっと山がちだっていう魔族の国はどうなってんだろうね。想像もできないよ」

「魔族どもが暮らすのは、もはや氷原とでもいいましょうか。もちろん雪もここより多いですし、風も寒さも段違いですな」

「ヒューマンには──いや、生物にとって極めて厳しい気候です」

　二人はそこを知ってるんだな。

　しかし、生物にって……行ってみたいような、部屋でぬくぬくしていたいような……。

　帝国領に入ってしばらくすると、雪が降り出した。

　足元に積もる雪も厚みを増している。

　ロッツガルドを出た時に用意した防寒具は、決して大げさなものじゃなかったんだと思い直した。

　雪国の特集なんかで目にするごっつい耳当ても、大いに役立っている。

　僕らはまず、ロビンという街を目指す。そこから帝都に通じる転移陣を使わせてもらえるという話だ。

　この雪の中を延々と歩くのは相当辛いし、転移できるのは助かる。

「黄金街道を歩くんじゃなければ、遭そう難なんしている自信があるな、僕は」

「……何故でしょうな、若の口から遭難と聞いても、全く危機感を覚えません」

「申し訳ありませんが、私も同感です」

　従者が僕にひどい。

　確かに、何日か食べなくても我慢できるし、雪はともかく気温自体はそこまで寒く感じない。もしどこかで方向が分からなくなっても、亜空に帰れば……。

　あれ、遭難って言葉の悲壮感がどんどん薄れていく。

「そ、そう言えば、巴はさ！　帝国の勇者とは面識があるんだよね？　なんか、あんまり好きじゃないとか言ってなかった？　なんだったら、識だけに任せるなり、ライムとか代わりにしてもよかったのに」

「最初はそのつもりだったのですが、ライムにはローレルに行ってもらっておりますしな。それに、響の記憶は若ほどではありませんでしたが、非常に面白かったので。万が一、帝国のアレが面白い事を知っておればと思いましてな。以前読み取った記憶を破棄してしまったのは、少々迂闊でした」

「ふーん。まあ、智樹君？　も日本人だから、何か僕が知らないような事を知っているとは思うよ。直接会うのが嫌なら識に色々頼むからさ、気軽に言ってね」

　そう答えて、僕は気づいた。

　あれ？　なんか引っかかるな。

「……あの、若。些さ細さいな事ですが、そこは私が巴殿に〝気軽にどうぞ〟とお伝えするところでは……」

　識が苦笑して突っ込みを入れているが、そこではなく……。

　あ!!

「ちょっと待て、巴」

「何か？」

「ライムがローレルって、何!?」

　さらっと何か言ったのを聞き流さなくてよかった！

「なに、響が儂らに興味があるようなので。型通りの警告はしておきましたが、一応ライムに監視を頼んだのですよ。それだけです、ご安心を」

　ご安心を、じゃない！

　警告ってなんだ、警告って！　物騒な事してないだろうな？

「型通りの警告って、何を言った？」

「好奇心は猫を殺す、と。どこを覗くのも自由だが、覗いた結果何をされても自己責任じゃと言ったのです。まあ、警告というよりは、ごく普通の注意ですな。帝国だ王国だ、ケリュネオンだ魔族だと、こちらが忙しく動くのに、いちいち嗅かぎ回られては面倒ですからな」

　……今度会ったら、脅かしてすみませんでした、くらいは言っておこうか。

　しかし、巴は先輩をそれなりに警戒しているんだな。

　商会──いや、僕を思っての事だとは思う。

　むしろ僕が先輩に対して無警戒すぎるんだろうか。

　でも……日本人で、同じ高校の先輩で、もちろん悪い人なんかじゃなかった。

　そんな人にも警戒しないといけないのかなあ……。

　確かに、久々に会った先輩に対して、少しばかり違和感を覚えた。

　詳しくどこにとは言えないけど、まるっきり僕が知っている通りの先輩というわけではないのかもしれない。

　疑うのも必要か……なんか、嫌なもんだ。

　違和感。

　うん。考えるのは、その正体、理由に気付いてからでいい。

　勇者との関わりなんて、できたばっかりなんだし、急を要するような事でもないんだから。
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　──帝国に裏切られました。

　実は僕、帝都ルイナスの外観に相当期待していた。

　ファンタジー世界における雪国の大都市って、どんな幻想的な風景なんだろうな、ってね。

　例えば、スチームパンクな感じで、蒸じょう気きがそこかしこから吹き出る無ぶ骨こつな機械都市とか。

　例えば、解けない氷を削りだした建築物が陽光に煌きらめく、幻想的な氷の都とか。

　全くそんな事はなかった。

　立派だけど、まあ城じょう塞さい都市というか、そんな感じ。

　これなら最初に訪れた大きめの街──ロビンの方が、雪国情じょう緒ちょがあったなあ。

　今僕がいるのは、高い山の中腹にある転移陣の施設。

　ここから帝都ルイナスを一望できる。

　ルイナスまでは後一回の転移を残しているけど、ロビンからついてきてくれた案内役の人が是非帝都をご覧くださいと、時間をとってくれた。

　見下ろすと、周りは白一色だというのに、その街の中に雪は積もっていない。ロッツガルドと同じように普通の様子。

　そういうところに魔術を使っているのかもしれないな。雪を溶かしてしまってるわけか。

　期待していたのとは大いに違ったよ……。

　歪いびつな円形に広がる帝都は、三つの外壁によって外周から中ちゅう枢すうにかけて区切られている。

　中央には、ここからでもそれと分かる城がある。あそこが皇帝のいる場所なんだろう。

　帝国では住まう人に等級をつけるらしいから、あの外壁は住まう人の身分の違いを表しているのかもしれない。

　階級社会ってやつか。

　ヒューマンと亜人の間には当然のように身分差があるわけだし、これがヒューマン同士にも存在していても不思議はない。

　そういうのを一回肌で感じておけるのは、貴重な機会かもしれない。

「帝都はいかがですかな、若？」

「もっとこう、雪とか氷っぽいイメージだった」

「儂もです。なんというか、風ふ情ぜいのない街ですなあ」

「期待してたのとは違うね。今回は二日程度の滞在だし、色々見て回るほどの時間はなさそうだから、こうして全体を見せてもらえるのは嬉しいけど。街の雰囲気なんかは識に調査してもらおうかな」

「承りました。空いた時間に街の様子を見回っておきます。この地理条件でこの時期、街が雪に覆われていないだけでも相当な国力だと予測できますが、確かに風情がないとも言えますな。いや、お二方の見方は面白いです」

「よろしく。僕はこれのお届けをしないといけないからさ」

　自分で背負っている大きな布袋を見る。

　ランサーの卵らしい。

　これをグロントという上位竜の所に預けてこないといけない。

　案内については、ルトの方からリリ皇女に話を通しておいてくれている。

　ルト、あいつ本当に謎な人脈を持ってるよな。紛まごう事なき変態だけど、こういう細やかな配慮は素直にありがたい。

「っと。案内の人を待たせすぎても悪いね。それじゃあ、行こうか」

「はい」

「そうですね」

　巴と識に声をかけ、遠くからこちらを見ている案内役の人に手を振って合図する。

　残る転移は一回、それから帝都の中で何度かセキュリティチェックを受けて皇女の所へ。

　そこで帝国の勇者が待っている。

　岩橋智樹か。

　歳は僕の二つ下だけど、勇者として戦場では大活躍してるらしい。

　なら、帝都から少し離れた場所に見えるクレーターのような跡は、彼の仕し業わざだろうか。

　楽しみ半分、不安半分。

　泰たい然ぜんとする従者二人を頼もしく思いながら、僕は転移陣に乗った。




◇◆◇◆◇




「では、ライドウ様はこちらのお部屋でお待ちくださいませ。そちらのお二人は、我々とご一緒に」

「……分かりました。巴、識。また後で」

　皇女への挨拶は代表の僕だけでするのが普通らしく、二人は案内役に連れられて城の奥へ消えていった。

　別に交渉事があるわけではないそうなので、素す直なおに従ってその部屋に入る。

　交渉関係で僕だけ孤立させられたのだとしても、持ち帰らせてくださいとしか言わないように決めているので、あまり意味はないしね。

　じゃなきゃ、なんのために巴と識を連れてきたんだって話になる。

　しかし、隔離されるとしたら僕じゃなくて巴かと思ってたんだけど、少し意外だったな。

　リリ皇女を待つ間に、通された部屋を見回す。

　流石は大国の都、それも皇帝がいらっしゃるお城だけあって、ザラさんやレンブラントさんの所の応接室よりも更に豪華だ。

　やたらとキラキラしているわけじゃなく、しっとりと落ち着いた雰囲気の内装で、一つ一つの調度品が気品や贅沢さを生み出している。

　何が言いたいかというと、僕は落ち着かない。

　深く沈むソファに掛けて、出されたお茶を飲む。どうも腰の辺りがふわふわして姿勢が定まらない。

　ん、人の気配だ。

　二人。少し後ろに更に三人。

　全部で五人？　多いな。

　既に部屋の外には警備のために二名が待機しているし、室内にもメイドさんがいるのに。

　まあ、立って待つのがいいだろうね。

　席を立った僕に反応してメイドさんが顔を上げるも、その直後に扉が開いたので、彼女は一歩下がって元の場所に戻った。

　僕が感じた通り、入ってきたのは五人。

「よく来てくれました、ライドウ殿。ロッツガルドでは大変世話になりました。改めてお礼を言わせてくださいませ」

　最初に口を開いたのはリリ皇女だった。

　この中では唯一、僕が顔を知っている人だ。

「この度はお招き頂きありがとうございます、リリ皇女。この深い雪の中でもこれだけ大きな街を繁栄させる帝国の力を肌で感じて、恥ずかしながら、私など場違いではないかと恐縮しておりました。ですが、ロッツガルドでお会いした方とこうして再会できて、少し安心しております」

　たどたどしくはあるが、なんとかそれなりの挨拶ができた。考えていたのとそれほど変わらない事が言えた、と思う。

「帝都をお褒め頂いて嬉しいわ。残念ながら短い滞在となってしまったけれど、楽しんで頂けるようにエスコートしますね──と、思っていたのだけど……。貴方の顔を見たら、ついつい欲が出てきてしまいました。お帰りの時までに色々ご覧になって、是非我が国に店舗を出したいと感じて頂ければ、もっと嬉しいですわ。よろしくご検討くださいね」

　あれ、ロッツガルドで会った時よりも全体的に物もの腰ごしや雰囲気が柔らかいな。

　自分の国だから？

　でも、交渉なんてないと言いながら、言葉の端々に含みがあって、もう社しゃ交こう辞じ令れいじゃなくなってる気がする。

　何より、口元は穏やかなのに目の奥は笑ってないし。

　やっぱり苦手だな、この人。

　で、その横にいるのが勇者か。皇女の横に並ぶんだから、間違いないよな。

　日本人って事だけど、オッドアイとでもいうのか、左右の瞳の色が違うし、髪の色もナチュラルな銀。容姿を弄いじってるのかな。それとも、元々ハーフかクォーター？

　二歳下だっていう割に身長も高い。確実に百八十センチ超えてるよな。

　この世界のヒューマンに交ざっていても、あまり違和感がない美男子だ。その点は響先輩と同じだ。

　なるほどねー、こういうのがあの女神の好みなのか。

　僕の視線に気付いたリリ皇女が、隣の男を紹介した。

「ああ、そうね。再会を喜んでばかりではいけないわね。ライドウ殿、紹介するわ。こちらが帝国に尽力してくださっている勇者、智樹様です」

　やっぱり。

「貴方が勇者様ですか。はじめまして、クズノハ商会の代表でライドウと申します。お会いできて光栄です」

「岩いわ橋はし、智とも樹きだ」

　ぶっきらぼうに応えて、智樹君はまじまじと僕を見てきた。

「何か？」

「何か、じゃねえよ。あんた、日本人だろ？　ヒューマンの顔じゃないし、亜人でもなさそうだ。それにライドウなんて、偽名まる分かりの名前を名乗ってりゃな」

　……。

　一撃でバレました。

　はぁ……。そりゃね、僕はパッとしない顔だ。

　ライドウなんてのも、日本っぽいけど今時の名前じゃないし、分かる人なら分かるとは思うよ？

　んー、でも即座に特定されるか。

「あ、ははは。まあ色々ありまして、今はここで商売などしております」

「本名は？」

　僕が笑って誤ご魔ま化かすのもお構いなしに、智樹は遠慮なく聞いてくる。

　率直というか、遠慮がないというか。

「と、智樹様？　どういう事でしょう？」

　リリ皇女が僕をチラリと見た後で、智樹に尋ねる。

　僕と智樹の間に何かしらの関係がありそうだと分かって、少なからず動どう揺ようしているようだ。

「こいつ、ライドウなんて名乗ってるけど。俺と同じ異世界人だ。顔立ちでほぼ日本人確定。つまり、俺と同じ国の人間ってわけ」

「智樹様と同じ……勇者!?」

「──かどうかはまだ分からねえ。女神から三人目がいるなんて聞いた事もない。それに、こいつ自身偽名を使って商売なんてしてるみたいだし。なぁ、あんた。名前教えてくれよ」

「……深澄真。僕は高校二年の時にこっちに来たんだ。君の二個上になるね」

「なんで俺の歳を知ってる？」

「響先輩に聞いた。ここに来る前に、ロッツガルドに先輩が来たんだ」

　なんだこいつ。僕は年上だって話しているのに、いつまでタメ口きく気でいるんだろ？

「先輩？　じゃあお前、響と同じ中津原高校ってところの生徒だったのか」

　響!?

　先輩まで呼び捨てか!?

　凄い。まるで理解できない存在がいるぞ。

　言葉遣いに物申したいけど、ここで言うのは少しまずそうな気がする。皇女もいるし、多分勇者の仲間か知り合いっぽい人も後ろに三人いるしなあ。

「ああ、そうなるね」

「……ふぅん。あんま面白くないな、それ」

　はあ!?　面白くないってなんだよ！

　どういう意味かはともかく、それを口に出すか!?

「あの、智樹様。この場は挨拶のみですので、この者達の紹介をして、続きは後ほど……」

　僕と智樹君の話が長くなるかもしれないと思ったのか、皇女が気を利きかせて話を切ってくれる。

　それにしても……この智樹君は、自分は誰とでも対等って思っているタイプの中学生だったんだろうか。

　うーん、年齢が上だからって事にこだわる僕の方が古いのかなあ。

　僕にとっては、一個上ってだけで敬語が当たり前だったんだけど。

　弓道部でもそうだったから、部活の人間関係が無意識に染みついてたのかな。

「いや、リリ。こいつが日本人なら、少し俺に話をさせてくれ。その方が早いと思う」

「ですがそれは……。この方は私がお招きした客人でもありますし、別件で頼まれている事もございますから」

「悪い。それは後にしてくれ。こいつには部下が二人ついて来ているんだから、そっちに伝言しておけばいいだろ」

　おいおい、お前が決めるなって！

　なんだこの、俺様至上主義な子。

　リリ皇女が言ってる〝別件〟は、グロントの所への道案内と転移陣の使用許可だろうから、僕に直接関係するんですけどね!?

　ああ、もう。この際説教してやろうか？

「……ライドウ殿」

「はっ」

　皇女は僕をライドウと呼んだ。

　真とも深澄とも呼ばなかった。

「ファルス殿から預かった件についてなのですが……実際に行かれるのは、あのお二人のどちらの方でしょうか？　でしたら私から詳細をお伝えする事もできますが」

　……えー、ここで皇女が折れるの？

　周囲のメイドさんとか、皇女の後ろの三人組とかは、智樹君の魅了の力にやられているのか、ピンクな雰囲気で話にならない感じだし、頼れるのは支配下に入ってなさそうな皇女だけだったのに……。

　それにしても、思ったよりも魅了の力って気分が悪い。

　きっつい香水をつけた人達が満載のエレベーターの中にいるような感じ。

「あ……それなんですが。私が向かおうと思っておりますので、お話は私が」

「……ライドウ殿が？　失礼ですが、グロントの領域は一筋縄では……と、そうでしたね。智樹様と同じ異世界の方ならば、確かに考えられない事ではありませんね。分かりました、しばらく我々は席を外しましょう」

　リリ皇女は立ち上がって、後ろに控える女性達に目配せする。

「リリ。席を外すのはリリだけにしてくれ。他の女にはここにいてもらいたいんだ」

「では、私は少し失礼します。お連れの方ともお話がありますので、そちらに行って参ります」

「ああ」

「あ、はい」

　うっわ、本当に皇女が出ていったよ。

　智樹君、この国でどんだけ権力があるんだ？

　帝国の勇者ってそんなに絶対的な存在なわけ？

「さて、と」

　智樹君は僕の向かいのソファに豪快に身を投げて、寛くつろいだ姿勢で座った。

　彼の言葉通り、メイドさんと、意匠を凝らしたドレスを身に纏った三人の娘さんは室内にいる。

　特に三人の娘さんはどこかトロンとした表情で、智樹君の後ろに控えている。皆色っぽいけど、さっきも感じたように、魅了の力が鼻についてなんか気持ち悪い。

「まさか日本人の男に会うとは思わんかったわ。あ、座れよ」

「……」

　促されて僕も座る。

　なんていうか、誰に対してもこういう態度なのか。

「さ、腹割って話そうぜ？　とりあえず俺は今回、お前らに対して絶対に要求したい事が一つだけあるんだ。先に言ってもいいか？」

「その前に、僕は智樹君より二つ上なんだけどさ、先輩に敬語使ったりしないの？」

「は？　先に生まれただけの初対面の奴に、なんでそんな事を？　俺、人によって態度変える方が失礼だと思うよ？　俺とあんたは今会ったばかりだし、社会に出ればモノを言うのは歳じゃなくて実力、はっきり言えば肩書だろ？」

　先に生まれた事も、初対面である事も、僕にとっては十分敬語で接する条件に入るんだけど。

　響先輩、こんな奴なら予あらかじめ言っておいてくださいよ。

　そうすれば僕も最初から諦めをつけてこられたのに。

　……多分。

「……あ、そう」

「大体敬語がどうとか言うならまず、勇者の俺に対して、商人でしかないあんたが敬語使わないとダメでしょ。同じ日本人で年下だからって態度を変えたあんたに、他人の事なんて言えないだろ？　先輩後輩以前に、立場って重要なんだからさ」

「……」

　……こいつ、マジか。

　なるほどなあ、巴が嫌うのも先輩が言葉を濁にごすのも、なんとなく分かるわ。

　言ってる事の一つ一つはともかく、全部自分に都合よく解釈しようとしているのが分かる。

　ダブルスタンダードどころか、トリプルだろうがフォースだろうが平気でやりそうだ。

　そりゃ商人と勇者なら立場は勇者様の方が偉いと思うけどさ。響先輩はそんなのを盾にした態度なんて取らなかったのに。

「まあ、それはもう追及しないさ。お互い気楽に話そうぜ。で……あ、そうだ。俺のあんたらへの要求なんだけどさ」

　あれ、何この流れ。いつの間にか僕が失礼な事を言った感じになってる。

　僕らの他に四人も人がいるっていうのに、誰も彼に突っ込まないのだって異様だし。

「……聞くよ」

　なんとか気を取り直して、それだけを言う。

「巴、俺にくれよ」

　あ？

　このバカ、何を？

　たったこれだけを考えるのに、しばらくの沈黙を必要とした。

　だって頭が真っ白になったから。

　その前の事を本気で忘れかけた。

　思考が吹き飛ぶって本当にあるんだなあ、って思ったね。

「は？」

　僕が聞き返す声が部屋に響いたのは、それからさらに少し後の事だった。
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「もちろん、タダじゃないぜ？」

「……」

　巴を、よこせだ？

　こいつは確かにそう言った。

　魅了の力で円えん滑かつにやってきてるみたいだけど、その魔ま眼がんで手に入らなかった巴がどうしても欲しくて、僕に巴を差し出せと。そういう事か？

　おもちゃを欲しがる子供じゃあるまいし。

「そいつら、元は帝国貴族の娘。だけど戦闘技能にそれなりの適性があってさ、俺が鍛えた」

　智樹の合図で頷いた三人の女性が、あいつの方から僕の両脇と背後に移動してきた。

　ふざけた発言で少し唖あ然ぜんとしたものの、今は多分冷静。

　僕は黙って続きを促す。

「レベルは三人とも４００オーバー。顔やスタイルはまあ、見ての通り。こっちでもそれなりに通用するナリだろ？　ま、日本に比べたらこの世界の連中は誰でも美形だけどな、はは！」

　智樹は商品説明でもするように、つらつらと彼女達の事を僕に語りはじめる。

「……」

　両脇の二人は僕と同年代くらい、か。

　綺麗な雰囲気の子と可愛い雰囲気の子だ。

　もう一人、背後から身を少しかがめて僕の顎あごに手を当ててくる女性は、少し年上に見える。

　リリ皇女が僕の好みでも伝えたのか、それとも単にこいつの趣味なのかは分からない。

　可愛い方の子が、膝の上に置いていた僕の手を自分の胸に持っていく。

　直球な誘惑だなあ。

　まあ、そんな事はどうでもいいんだ。

「巴のレベルについてはリリから聞いてる。単純に三人のレベルを足しても少し足りねえし、なんならもっとつけてやる。後で俺のハーレムに案内するから、適当に何人か選んでくれていい」

「……」

　どこまでもふざけた奴だ。

　どんな経緯であれ、自分を慕う女性達なんだろうに。

　それにだ。

　巴は僕の家族同然。大事な存在だ。

　物をトレードするように人をやり取りしようとする奴に、渡す気なんてさらさらない。

「だんまりかよ。ああ、緊張してるのか？　……分かるぜ、あんた経験ないだろ？　心配するなよ、こいつらは俺がきっちり調教してある。初めはこいつらに任せておけば大丈夫だって。俺が命じれば誰の所にでもいくし、誰にでも従う。さっきも言ったが、人並み以上に戦闘だってこなせる。お前に尽くすように、ちゃんと言い聞かせて引き渡すと約束する」

「……」

　魅了で支配して、訓練を積ませて戦闘でも使う。

　ルトが言ってたワルキューレって、この娘達の事か。それとも、智樹のハーレムの女を全員ワルキューレと呼ぶのか？

　どちらにしても、随分と慣れた態度だ。

　人を物扱いする。日本人で、ここに来た時には中学生だった奴が、よくもここまで平然と。

　日本の事なんてもう忘れたとでも言うつもりなのか。

　いつまでもしがみつく僕は、そんなにおかしいかよ。

「おい、なんか言えよ。お前の希望！　女は何人欲しい？　金か土地、商売の権利が欲しいならそれでもいいからよ。何黙だまってんだ」

　息を深く吸う。

　さてと。

「……断る」

「あ？」

　小さい声で言ったつもりはないが、聞き返される。

　聞こえているのにわざとそうしているんだろう。

　こいつは僕を威圧しようとしている。

　けれど、それはザラさんに比べたらそよ風みたいに薄っぺらい。不思議なものだ。商人ギルドの代表とはいえ、勇者よりは立場も低いってのに、あの人の言葉の方がずっと僕には応えた。

「断ると言った。巴は僕にとっても商会にとっても替えがきくような人じゃない。諦めろ」

「……それ、本気マジで言ってんの？」

「諦めろ。巴はやらん。それが僕の答えだ」

　あからさまにこちらを威圧し、黙らせようとする気配を放つ智樹に、はっきりと答えてやる。

「……お前さ。女神から大した力もらってないだろ？　さして強くもない。巴と、あのもう一人の男は相当強いけどよ。でも、ここにあいつらはいない。リリが応対に行ってるからな」

「それで？」

「俺はお前の能力について、もうある程度の察しがついてるんだよ。お前は俺には勝てない。力で分からせないと頷けないのか、お前。ここは防音も完璧だぞ？」

「……ロクに呼ばないなら、名前を教えた意味もあまりないな。初対面でどうやって能力の推測なんてできるんだ？　勇者っていうのはハッタリが特技なのか？　威い張ばるだけで実は喧けん嘩かもできないタイプか、お前は」

　察しがつく、ねえ。

　智樹が何かしらの道具を使って、僕の力を測ったのは分かっている。奴にとっては一応、根拠があっての強気なんだ。でも、先輩でさえ僕の力にはあまり気付いた様子もなかったのに、こんな奴に分かるとは思えない。

　たとえあのクレーターを作ったのがこいつだったとしても、あの程度は脅威でもなんでもない。

「馬鹿なのか、てめえ？　どうやら、自分が置かれた状況もまともに分かってないみたいだな」

　その智樹の言葉を受けて、瞬時に僕の首と心臓、それに手首付近に冷たい刃物が当てられた。
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　言うまでもなく、さっき寄り添ってきた女性達の仕業だ。

　ただ、刃は魔力体に阻まれて直接肌に触れてはいない。

　薄いとはいえ、魔力体を切り裂くほどの力は彼女達にはないから、警戒する必要はまるでない。

　でも、智樹の顔は勝ち誇ったような笑みで歪む。

「これでもまだ舐なめた口をきくか？　ライドウ殿？」

「……」

　とことん神経を逆さか撫なでしてくれる男だ。

　大概のヒューマンよりも鬱うっ陶とうしいな。

「俺は相手の力がある程度分かるんだよ。方法は企業秘密だけどな。お前はその三人の誰にも勝てねえ。それなのに巴を従えられる理由は──」

「……」

「お前が持っているのが、強力なテイム能力だからだろうよ。お前は魔物や竜をかなり強力な力で支配できるはずだ」

　……全然違う。

　どうしてその結論になったかは分からないけど、反論する気もおきない。そもそも本当に力を測れる能力があるのなら、いくらこいつの性格でもここまで強気に出ていなかっただろう。

　ただ一点だけ、刃物を出して脅してくれた事はありがたい。

　手を出したのはそっちが先って事で、少しばかり気も楽になる。

　もうグロントの居場所だけ巴に探らせて、速攻で用事を済ませよう。

　こんな国に長居したくない。

　むしろ、できれば二度と来たくない。

「それはそれは。まさか見破られるとは思わなかった。勇者とは侮あなどれない存在みたいだ」

　心にもない事を言いつつ、僕は元々部屋に施ほどこされた防音結界を更に強化する。

　壁を硬化して、扉にもロックを施す。

　おしまい。密室の完成である。

「だからお前に巴を譲らせれば、あいつは俺に従わざるを得ない。そうだろ？」

「なるほど、なるほど」

　三人娘が手にした刃物を無視して、ソファから立ち上がろうと足に力を入れる。

「おい、おま──！」

「きゃ！」

　短い女の悲鳴が、智樹の言葉を遮る。

　女の手を離れた刃物の一つが、僕と智樹の間にあるテーブルに落ちて、甲高い音を立てた。

　立ち上がった僕は、未だ座った状態の智樹を見下ろす。

「この程度の女を積み上げたくらいで巴を手に入れようなんて、随分と僕の従者を安く見てくれたもんだ」

「ここは帝国の中枢だぞ。ここで俺と揉めるのがどれだけお前に不利か、分かってんのか？」

　智樹は僕の視線に構わず背もたれにふんぞり返って、むしろ自信たっぷりに見返してくる。

「ああ、分かってる」

「なんだと？」

「頑張って揉み消さないといけないな」

「ふっ、ブラフはやめろよ。たった一人の従業員を差し出せば、大国であるグリトニアの庇ひ護ごが約束される。しかも人材は増えるんだぜ？　よく考えろよ、商人。お前はそこそこの商会の主なんだろうが。交渉でいちいち熱くなってんじゃねえよ。大体俺の頼みを呑めば、お前はもう商人なんてやらなくても一生楽に暮らせるんだぜ？　そいつらに冒険者か傭兵として働いてもらえばいい」

「生あい憎にく、代表といっても僕はお飾りみたいなものでね。肩書きを持て余しているくらいなんだ。もしお前が僕にそんな冷静さを求めているなら、計算違いだったよ。ウチはちょっと特殊でね。今お前を殴っとかないと、多分後で僕が巴に怒られる。まあ、今回はそれがなくてもやるけどさ」

　智樹も僕の気配の変化に気付いたらしく、僕から少し距離を取っていた三人娘に指示を出そうとする。

「お前らっ！　その男を──」

　でも、遅い。

「寝てろ」

　魔力体の手を伸ばして女どもの動きを封じ、そこから直接眠りの術を叩き込む。傍はた目めには僕の言葉に反応して、娘達が絨じゅう毯たんに沈んだように見えるだろう。

　三人から離れた所にいたメイドも、ついでに眠らせておく。

　テーブルを蹴り飛ばして路みちを作る。

「っ！　がっ」

　そのまま智樹の方に突進して、奴のこめかみを掴んだ。

　座ったままの智樹の抵抗は弱く、勇者としての実力を疑いたくなるほどだった。

　条件付きで強くなるタイプなんだろうか。

　だからといって、やる事は変えない。いざという時に実力を発揮できないのは、そいつが悪い。

　掴んだ智樹の顔を床の絨毯に叩きつけてやる。

　大きな動きで足を後ろに持ち上げ、そのまま頭を蹴り飛ばす。結構な勢いで勇者が吹っ飛び、壁にぶち当たった。

　室内に大きな音が響くが、外の様子に特に変わったところはない。

　防音と硬化は十分に効力を発揮しているようだ。

　急がず、距離を詰めていく。

「ん」

　足を止める。

　智樹の手元から何かが飛んできた。

　術じゃない、道具、武器か。

　投擲用のナイフが三つ。普通のナイフではなさそうだけど、気にしない。

　再び歩き出し、飛来する刃物を魔力体で受け止める。

　ナイフは衝突の瞬間に強い輝きを放ち、爆発した。

　だからどうした。

　構わず距離を詰めていくと、智樹はギラギラした眼で僕を睨み、術を放ってきた。

　チカッと光ったかと思えば、何かが魔力体を打つ。

　速い、けど非力だ。

　僕を怯ひるませたいなら、せめてソフィアくらいの火力は見せてみろよ。

　避けるまでもない攻撃を全部受け止め、魔力体の手で智樹の体を持ち上げる。

　未だ憎々しげに見てくる目は変わらず。

　ふぅん。

　巴を物扱いしたんだ、それなりの覚悟はあるよな？

　持ち上げて壁に押し付けた智樹を、ひたすら殴った。

　死なないように加減をして。

　同時に、女神以外には初めてかもしれない、奇妙な熱い感情の存在を内に感じながら。

　何を言われても無視して、何をされても防いだ。

　その方が効果的だと思ったから。そう、内から囁ささやかれた気がした。

　口を開いた時は顔を狙うようにしてみたら、じきに黙った。

　殴り続ければスッキリするかと思ったんだけど、そんな事もなく。最初の一発以外はあまりそういった発散は感じられなかった。

　巴に二度と手を出そうと思わないように──ただそれだけ考えて、暴力を繰り返していた。

　やがて、意味ある言葉を話さなくなった智樹を下ろす。

「よかったな、僕が弱くて。この程度で済むんだから」

　何も応えず、体を丸めて両腕で頭を抱える智樹の姿は……僕にある事を想像させた。

「……今度はお前がだんまりか、智樹。なあ、勇者なんだろ？　やられる時ももう少し堂々としたらどうだ？　これじゃあまるで、僕が強者でお前が弱者みたいじゃないか？　違うんだろう？」

　弱者という言葉にビクリと智樹が震えたように見えた、けど。

　そんな事掘り下げる意味はない。

　智樹の胸倉を自分の手で掴み、引き寄せる。

　魔力体をごく小さく絞って、代わりに界を回復に変換して智樹の傷を癒す。

　魔力体の隠いん蔽ぺいが解けた事で、僕の周囲に魔力の光が漏れだす。

　案外、この状態で僕を測っていれば、智樹も実力行使しようとは思わなかったかもしれないな。あまり強者に挑むタイプには見えないし。

　先輩にしろ、智樹にしろ、こと戦う力にかけては大した事がない。

　いや……はっきり言ってしまうなら、戦争自体が僕やクズノハ商会、亜空にとっては脅威ですらない。

　だから巴も識も、あまり僕にうるさく言わないんだろう。

　どう転ぼうが、小石を左足で蹴るか、右足で蹴るか程度の違いでしかないんだし。

　戦争なんて〝煩わずらわしい〟から、あまり関わりたいとも思わないけどね。

　そうこうしてる間にも治癒が進み、智樹の体から外傷の跡が消えた。

　僕よりも背の高い智樹を引き摺るようにして、ソファまで連れて行き、無理やり座らせた。

　界を隠蔽に戻して、蹴り飛ばしたテーブルも元に戻す。

　どこか惚ほうけた顔の智樹の頬ほおを張って、正気に戻してやる。

「っ」

　ようやく意思のある目で僕を見る智樹。

　ただその目には、これまでの強気と驕おごりに加えて、弱気と怯えが混じっているのがはっきりと見てとれた。

「ちゃんと回復しておいたから、魔族との戦争には支障ないと思うよ」

　智樹の目を見つめ、笑顔で回復した事を伝える。

「それじゃあ、僕はこれで。帝国には別の用事もあってね。なかなか忙しいんだ。もちろん、勇者様ほどじゃないだろうけど」

　話しながら、三人娘とメイドさんも僕が座っていたソファに並べて、座らせる。

　僕は部屋を後にするべく、彼らの脇を通って扉に向かった。

　扉のロックと壁の硬化を解除する。

「ああ、それから」

　取っ手に手を掛けたところで、肝心な事を彼に伝える。

「二度と巴を……いや、クズノハの全てを欲するな。事故だろうと故意だろうと、次は許さない。お前が魅了を好きに使うのは構わないし、どうでもいいけど、それは僕らに関わらない範囲での話だ。忘れるなよ」

　そう。

　手を出すなら容よう赦しゃはしない。

　皇女にも、他の国の人にも。

　ちゃんと言っておかないから、こんな馬鹿らしい事になるんだ。やっぱり、主おもに僕が隙だらけに見えるのが問題なんだよな。それがクズノハ商会を美味しそうに見せている。

　だから、どこもちょっかいを出したがる。

　僕らが譲る気がない最低限の事を、しっかりと相手に伝えておこう。

　それで生じる摩ま擦さつは、必要な代だい償しょうだと思って諦めるべき。

　うん。

　今後も妙な駆け引きをされたら、たまったもんじゃないよ。

　亜空だって、スサノオ様達のお土産がなんなのかはっきりしないままだし、ルトのお使いもまだある。

　リミアと魔族も控えているんだ。

　そう考えると、ここで智樹に教えてもらった事は、結果的にはプラスかも。

　帝国に来た意味も少しはあったな。

　廊ろう下かに出て、部屋の警備をしている騎士らしき人に、話が終わったから巴達と合流したい旨を伝える。

　誰か案内の人をよこしてくれるかと思ったら、騎士さん自らが僕を案内してくれた。

　巴と識も暴れてなけりゃいいけど。

　……あの二人なら心配いらないか。

　はぁ。

　両手を握ったり開いたりしながら、決して後悔からじゃない溜息を一つ。

　柄がらにもなくバイオレンスな事をしたもんだ。
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　一面に広がる砂の大地は、白一色。

　これは……凄い。

　ただ見事としか言いようがない。

　地の白と空の青。

　僕の視界は、二色の絵の具だけで描かれた絵画のよう。

「はぁ～……」

　間の抜けた声が出る。

「ライドウ殿。ご堪能されましたか？　我が帝国の秘境、白の砂すな海うみを」

　女性騎士に後ろから声を掛けられて、僕はようやくここに一人でいるわけじゃないって事を思い出した。そのくらい、感動と驚きに支配されていた。

「……素晴らしい景観です。本当に、ただただ感動するばかりです」

「素晴らしい景観、ですか。……なるほど、商人らしい感想かもしれません」

「商人らしいとは？」

「失礼。商人らしいというのは、少し違いました。戦う者の感想ではないな、と感じたまでです。砂漠には魔物も多く潜んでおりますので。ただ美しいだけの場所ではありません」

　グリトニア帝国の首都ルイナスから転移陣でたった一つ。

　この女騎士さんは秘境と言うけど、それほど人里から離れてはいない。ルイナスから東に山を隔へだてただけの場所だ。

　しかし、帝国が完全に管理し、立ち入る人が限られるという意味では、人の手が殆ど加わっていない秘境と言っても差さし支つかえない。

「白の砂海。いやあ、良いものを見ました。……あの変態にも感謝しないとな」

「ご満足頂けたなら何よりです。ここは帝国の関係者でもおいそれとは近づけない場所。厳重に出入りを管理された地、まさに秘境です。当然、ライドウ殿がこうしてご覧になる事は本来叶わなかったはずなのです。……どうか、リリ様と智樹様の心遣いをご理解頂きたく存じます」

　変態云うん々ぬんについては聞き流してもらえたみたいで良かった。

　智樹様ね。

　昨日、勇者智樹を少し痛い目に遭わせた後。

　僕は巴達と合流して、リリ皇女との話し合いを済ませた。

　ルトから頼まれた物の届け先は、グリトニア帝国の白の砂海という場所。そこが上位竜グロントの住すみ処からしい。

　帝国に行く僕らにとっては、ついでにこなすのにうってつけの用事ではある。

　グロントは帝国とそれなりに繋がりがある竜なので、砂海に入るには帝国の許可が必要だった。

　この辺はルトが帝国に働きかけておいてくれると聞いていたけど、それもリリ皇女絡みだったとはね。幸い智樹と僕の間にあった事は何故か皇女には正確に伝わってなかったようで、許可は容易に下りた。あいつ、プライド高そうだったから言ってないのかもな。

　とはいえ、何から何まで要望が通るほど楽な事でもない。帝国にとって大事な場所らしいこの砂漠には、僕と帝国が用意した案内人だけで行く、という事になった。

　一瞬、案内人が智樹なんじゃないかと思って顔が引きつったけど、違ったので一安心でした。

　案内人はリリ皇女直属の部下で、ギネビアさんという女性。若いのに騎士系でも最さい高こう峰ほうのロイヤルガードというジョブを得て、皇女の護衛──二重の意味でロイヤルガードを務めているんだから、相当優秀なんだろう。この世界において騎士になる関門の一つは、冒険者ギルドの騎士系のジョブを得る事で、学園の生徒でもそこで苦労している子は結構多いようだからなあ。

　ただ、ギネビアさんは智樹のパーティの一員でもあり、魅了の力にどっぷりだった。

　自分の護衛で、勇者パーティの一員という人材を僕につける。今ギネビアさんも言ってたけど、それだけ僕達を気にかけているという、リリ皇女からの無言のメッセージなんだろう。

　そして僕への監視役でもあると、巴と識から教えてもらった。

　ロイヤルガードは騎士の最高峰の一つだけど、この人はそこにもう一つ言葉が付く。

　ロイヤルガード・グロント。

　上位竜グロントの祝福を得た最上級の騎士という事だ。こちらは正確には冒険者ギルドのジョブにつく肩書きだけど、その名が世界に轟とどろいている以上、ジョブだろうと騎士としての叙じょ勲くんの類であろうと、あまり違いはない気がする。

　巴曰く、守りだけなら世界でも有数。守勢に徹し、地の利も得られるなら、千の軍でも止められるとか。

　凄いね、巴にそこまで言わせるんだから。

　その後に「ま、儂でも力押しなら三分は必要ですな。腹ごなしの運動には手頃です」と言われて台無しだったのは忘れて、二十代でそこまで上り詰めた彼女を、素直に賞賛したいと思う。僕はどうも冒険者ギルド関連の事については捻くれた見方をする傾向があるから、そこは治していかないとな。だって何してもレベル１のままですしねー。

　今大事なのは、ギネビアさんは皇女直属の騎士になった後にグロントの試練を受け、祝福に至ったという点だ。

　彼女はこの白の砂海を単独で踏とう破はして、グロントに会うだけの力を持っている。

　僕がどこに行っても彼女なら追えると、皇女は踏んでいるんだろう。

「上位竜グロント。砂さ々ざ波なみの異い名みょうはこの場所に由来してるのかもね」

「ライドウ殿、失礼ですが私の話は──」

「ギネビア殿。もちろん、皇女殿下にも智樹様にも心から感謝しております」

「それならば、良いのです。先ほどの発言は私の勝手なものゆえ、お二人には内密に願います」

「はい、心得ております。ところで……ギネビア殿は試練を乗り越えてグロントに会われたそうですが、かの竜の住まいはどちらの方向でしょう？」

　ギネビアさんの方を向きながら、左手で砂を一掴み。

　真っ白できめ細かい砂が、さらさら掌からこぼれる。

　手触りも凄いな。何これ、カメラとか持ってきたら一瞬でダメになりそう。粒が超細かいんですけど。

「……私も、必死に何日か彷徨さまよった先に奇跡を得たに過ぎません。ですが、グロントの祝福を望む者に伝えられる言葉はございます。門にも刻まれておりますが〝ただ迷わず直進する事〟です。無論、私もその言葉に従いました」

　歩き出せばすぐに一面が白い砂だけになるから、方向を見失いそうだ。まっすぐってのも、決して簡単な事じゃない。

　明日には帰る予定だし、何日も、なんて悠ゆう長ちょうな事も言ってられない。

　とりあえずまっすぐ行ってみて、ギネビアさんを撒まいたら、界で竜がいないか探るか。

「迷わず直進ですか。ありがとうございます」

「ライドウ殿？　言っておきますが、この先は命の保証などない危険な砂漠です。魔物も出ますし、その……何か荷物をお持ちのようですが、それだけの装備で砂漠に入るなど、自殺行為です。もしこの先に行かれるつもりなら、日を改めて入念に準備を……」

　ギネビアさんは遠慮がちに引き返すように勧めてくる。

「ああ、今日中には戻りますので、ご心配なく。ギネビア殿は転移陣の小屋でお待ちください。ご案内、ありがとうございました」

　卵入りの布袋を背負う。

　朝、巴と識が卵に落書きを入れて悪ふざけしていた。

　入院患者のギブスかと。

　……まあ、大事なのは中身だし、殻からに何か書いても多分問題ないだろう。あの因縁深いランサーの卵だからね、仕方ないか。

　僕としてはもう彼は死んじゃったわけで、これは新しい命なんだと割り切れるんだけど。

　直接やれなかった巴は、特にこいつに何かしてやりたい気分だったようだ。

　これも僕を大切に思っている気持ちの表れなんだろうなあと考えると……まあ、落書きくらいならいいや、となってしまった。

　さて、それじゃ行きますか。

「ちょ!?　ライドウ殿!!　白の砂海はグロントの干渉で砂や炎のトラップが至る所に！　お戻りを！　ええい！」

　そんなギネビアさんの言葉は無視して、久々にコートの色を変える。スピード重視の赤だ。

　加速装置～。

　お使い、いっきまーす。

　みたいな。

「さて、どこにいるかな？」

　地を蹴って、高く跳ぶ。

　一気に体が前に出る感覚が心地好い。

　ふと見ると、僕が踏み切った地点でもうもうと白い砂が舞い上がっていた。

　よって、ギネビアさんの姿は見えない。

「なあっ!?　どういう脚力をしている!?」

　着地。

　遠くでギネビアさんの声がしたが、この分ならすぐに撒けそうだな。

　呑のん気きに考え事をしながら、界を探索に切り替えて範囲を広げる。

　本当にひっろいなあ、ここ。

「うお」

　突然、足が砂の中に呑まれた。

　周囲の砂も凄い勢いで流れ落ちはじめ、僕はすり鉢ばち状になった砂の空間の中央に運ばれる。

　これって、お約束な感じか？

　謎の巨大アリ地じ獄ごくか、砂の下に地下空くう洞どうってパターンかと思っていると、両脇からクワガタに似た角だか鋏はさみだかが突き出してきた。

「アリ地獄の方か」

　鋭するどい先端が僕に迫る。

「ライドウ殿ー!!　そちらは砂に獲物を引きずり込む魔物の巣窟……遅かったか！　今っ……えええええ!?」

　必死にこちらに駆けてくるギネビアさんの声がする。

　ご心配頂いているところ悪いんだけど……。

「せえのっと！」

　鋏を両手で掴んで、そのまま力任せに横から持ち上げてみる。

　おお、まさにアリ地獄。お尻の方は結構グロい。

　悪いけど、別の獲物を探してねって事で……ギネビアさんのいない方で、僕の進路とは別方向にっと。

　ブン投げておいた。

　次からは出てくるのを待たずに跳んで逃げちゃえば良いか。

　再び跳躍。

　跳躍しては着地を繰り返して、界の探索にグロントらしい気配がかかるのを待つ。

　そうして気配を捉えるのに、さほど長くはかからなかった。

　多分これだろうってのが見つかった。

「本当にまっすぐだったな。嘘を吐かない竜なのか」

　割れる砂漠、砂の竜巻、燃え盛る砂の河──ちなみに、火も白かった……それらのトラップを、魔力体とコートによって増加した速度で、真正面から蹴散らしながら進む。

　いつしかギネビアさんの気配も感じなくなっていた。

　そしてついに、界で掴んだポイントが視認できる距離に至り……僕はソレを目にした。

「最後は白い円えん錐すい？　あれ、砂が高速で渦うず巻まいてんのか。ギネビアさん、放ほう浪ろうの末によくあんなのを越えられたな」

　腹も減ってきたし、さっさと卵を渡すか。

　円錐の目前まで進む。

「結構な速さだよ、これ。竜巻の逆バージョンかと思ったら、もっと凶悪っぽいな。真っ白で奥なんて見えないしさ。まともに入ったらミンチになるんじゃないの」

　と言いつつ、一歩前に。

「お邪魔します」

　強引に魔力体の両腕を突き入れて、円錐状の砂と、それを構成している術を引き裂きながら、僕は中に入っていった。




◇◆◇グロント◆◇◆




「何、これは……」

　私はかつてない体験をしていた。

　いくつ千年期を数えたかも分からない長い生の時間においても、一度もない体験だ。

　この白の砂海に在り、〝砂々波〟とか〝試みの竜〟などと呼ばれている。それが私、上位竜グロントだ。

　土と炎を身に宿すが、ここしばらくその力で敵と戦った事はない。

　私は、この砂海を越えてきた強者に祝福を与えながら、長い時間精霊と協力して世界の自然を見守っている。

　本当なら後者はルトの仕事なのだけど、あれは我らの長でありながら冒険者ギルドなどを作って、ヒューマンの社会で生きている。ただ一時的に代わっただけの仕事のはずなのに、気付けばもう私の生業なりわいのようになってしまっていた。

　ああ、けれど今はそれどころじゃない。

　恐ろしい速度でこの砂海を踏破してきた者がいる。

　門をくぐったのは、前に祝福を与えた騎士とその者の二人。

　だが……事前にあの騎士の助言を得ていたとしても、一時間足らずでここまで来るなど、わけが分からない。

　砂海の魔物の妨害もさらりとかわして、しかも一匹も殺あやめていない。

　私が仕掛けたトラップに至っては、全部に嵌はまりながらも強引に突破してきている。あれだけ罠にかかるというのも珍しいが、ダメージらしいダメージを負っていないようなのがまた出で鱈たら目めだ。

　速度が落ちていなかったから、恐らく無傷なのだろう。

　私の祝福を、同世代で二人が得るなんて快挙が起こるとは思わなかったけど、それが霞かすんでしまうくらい。

　これまでの最短記録はちょうど三日。

　時間にするなら七十二時間ほど。

　記録というものは、破られる時はあっさりしたものだとも言う。

　けれど……一時間弱はないでしょう？

　門からここまでは、直線距離にして大体七十キロ。

　時速七十キロで、道中の魔物と罠をほとんど全部くぐり抜けて、目印もない砂漠を一直線？

　あ、頭が変になりそう。

　冗談じゃない。

　そんな輩やからにすぐに会ってやるのは、これまでの挑戦者に申し訳ないというもの。

　よし、ならば。

　私は全力の術式で大量の砂を巻き上げる。それに狂暴な意思を持つ白炎を纏わせ、円錐を形作るように螺ら旋せん軌道で回転させた。

　どんな防御力を誇る者だろうと一瞬で刻み、溶かし、塵ちりにする障壁だ。

　このくらいの意地悪はさせてもらうわ。

　……まあ、あまり厳しくするのは試練として不公平だし？　術の逆算をすればきちんと解除できるようにはしておいてあげたけれど。

　これで少しは試練の大変さを思い知る事でしょう。

　ヒューマンにしても亜人にしても、容易く得た力は容易く扱う。それでいて、得た力は自分に相応ふさわしいものだと心のどこかで決め付けている。

　ルトが、レベルがどうのという冒険者ギルドのシステムを作った時も危ういと思ったものだけど。

　やはり力とは、それに見合う修練や試練を伴って身につけるべきものだと思う。

　今回の者にもその価値を知ってもらわねば私の名前が泣く。

「まあ、この者の顔を見るのが楽しみなのは否定しないけれど……ね」

　その呟きが、私にとって最後の余裕だった。

「っ……!!」

　ナニカが、私の作った特製の障壁に突き入れられた。

「馬鹿な……腕？　魔力の、塊かたまりですって？　この障壁まで力任せで破るつもり!?」

　桁けた違ちがいの魔力。

　障壁に触れた事で、その正体が私にも伝わってきた。

　ヒューマンだ。

　だけど、その体の外に、世界中の魔力を一箇所に集めたような──計測するのも馬鹿らしくなる量の魔力でできたナニカを纏っていた。

　その魔力の塊から出た二本の腕が、障壁に突っ込まれている。

　私の常識が、今まさに崩れていっている。

　人の身で竜を凌しのぐ魔力を持つ者など、ローレルの巫女でも滅多にいない。

　いや、これは既にそんなレベルですらない。神以外の一個の存在がこれほどの魔力を操るだなんて、世界に対する叛はん逆ぎゃく、あまねく生物の天敵と呼んでも構わないかもしれない。

　流石に、こんな破られ方をさせては上位竜の沽こ券けんにかかわる。

　障壁の維持に更に力を注ぐ。

　ゆっくりとこちらに進んでくる人影が足を止めた。炎の精霊でさえ怯む白炎の荒れ狂う中で、大地の精霊ですら砂との対話を諦める嵐の中で！

「あれ」

　若い男の声だ。

　私からは彼の声は分かるけど、彼から私の存在はまだ掴めていないようだ。

　障壁の密度が増した事に気付いたのか。

　あんな魔力の塊を体外に出して安定させているんだから、その程度はできるだろう。

　でも……。

　……障壁を強化しているのに、裂かれた場所が戻っていかない。

　力が、更に上がる!?　コレは、私はナニを見てっ!?

「流石は最後のトラップ、帰る時も邪魔になるだろうし、引き千ち切ぎっちゃおうか」

　至極簡単に呟くと、燃えるような色のコートを着た男は、魔力の腕を突き入れた形から一気に両側に開いた。

　術者である私にだけ届く感覚で、術の構成がブチブチと千切られていく。
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　高速で回転する砂も白炎も、なんの障害にもなっていない。それどころか、近づくものは同族でさえ焼き尽くそうとする白炎達が……怯えている。

　これは……違う。

　試練を受けに来た者の実力じゃない。

　こんな挑戦者はいない。

　まさか、いつ以来かの私を討伐しようとする者の来襲？

　グリトニア帝国ができてからは一度もなかった事だけど。太古から数えればそういった者がいなかった訳じゃない。

　祝福を授けたギネビアは、脅しでも受けてここまでの道案内をさせられた？

　可能性はある。彼女でも、こんなモノは止められまい。

　いや、たとえ帝国が全力でこの個を止めようと試みても、できるかどうか。

「……」

　遂に霧む散さんした障壁を険しい目で見つめて、私は待った。

　広く作った、私が休む祠ほこらの中で。

　こうなれば、正面から出迎えるしかない。それが上位竜の誇りでもある。

　彼はすぐに現れた。

　驚くほどの軽装。荷物らしいものは背負っている布袋だけ。

　自由になるのは右手だけで、武器らしい武器は何も持っていない。

　赤いコートは防具なのだろうけど、砂漠を渡るための準備は何もしていない。

　最初に感じた通り、ヒューマンの気配だ。

　確かにヒューマンの気配なのに、私の知るソレとは大きく違う。

　何もかもが。

「あ、貴方が上位竜のグロント？」

　彼が口を開いた。なんとも緊張感のない、呑気な声だ。

「……その通り。貴方は私の祝福を望むの？」

「祝福？　いえ、僕はただのお使いで来ただけでして。グロントさん、ルトの〝叔母おばさん〟なんですよね？」

「ルト!?　おば!?」

　ルトの知り合い!?

　いえ、そんな事よりも！

　オバサンですって!?

　思いがけない名を聞いた事よりも、私にとって最も許せない単語を口にされた事が頭を占める。

「ええっと、ルトから預かり物がありまして。なんでも〝叔母さん〟に預けるのが一番だから、是非よろしくと言こと伝づてを頼まれ……」

「……二度言ったわね？」

「は？」

　ええ、確認するまでもないわ。

　この子、確かに二度言った。

「ルトの知り合いなら、私と彼女が身内じゃない事くらい、分かっているでしょう？　そもそも、上位竜がどうしてそれぞれの間で身内などになると思うの？　普通に考えておかしいでしょう？　私達の成り立ちから考えれば！　それだけの力、驚異的な魔力を自在に操るほどに理ことわりに精通していながら考えが及ばなかったわけはない！　……なのに、二度言ったわね？」

　ルトだって、一回しか言わないのに。

　それで冗談だと謝罪してくれるのに。

「え？　え？」

　悪びれもせず、すっとぼけた顔で聞き返してくる。

「そう、謝罪する気はないのね？」

「あ、すみません！　実は僕、あまり竜の間の礼儀とか知らなくて。ルトからはただこれを渡してくるようにと言われただけなんです！　何か失礼があれば──」

　何か失礼があれば？

　そう……つまり、何が失礼かさえ分かっていない、と。

　有罪。

　敵かなうかどうかなんて次元の問題じゃないわ。

　教えてあげましょう？　年上の女性への作法ってものを！

　ルトも有罪。こんなわけの分からないヒューマンを送り込んでくるなんて。もし私がこいつに討たれたら、増える仕事に悶もん絶ぜつすればいいわ！

　私もそろそろ若返ろうかなって思っていたし、都合がいいわね。これまでは誰か祝福を与えた者に介かい錯しゃくを頼んでたんだけど、いっそ手間が省けるってものよ。

　もう知らない。

　とにかく頭にきた。

　頭にきたの！

「なら、竜の作法を教えてあげる。表に出なさい」

「表？　え？　う、うわっ！」

　事情が分かっていない様子の男の子に、問答無用で咆ほう哮こうを浴びせる。

　大概のヒューマンならこれで動けなくなるけど、やっぱり、通用していない。

　構うものか。砂と炎も荒れ狂わせて容赦なく彼に浴びせながら、私はゆっくりと前に進む。

　祠の出口に向かう私に押されるように、敵は先を走って外に向かっている。

　水を奪い去る渇かわきの息。

　骨まで届く灼やけつく息。

　そして竜族最硬を誇る鱗うろこ。この身で食らわせる、あらゆる攻撃。

　白の砂海で砂と炎を極めた私と戦うって事を、その身に刻み込んでやるわ。

　私の全力の試練で歓迎してあげる。

　容赦なく照りつく陽光の下で、私と彼は対峙した。




◇◆◇◆◇




「ところで巴殿、本当に若様をお一人で行かせてしまって良かったのですか？」

「グロントの事か？　それなら問題なかろう。奴、砂々波は竜の中でも温おん厚こうな性格で戦いも好まんしな。若もあれで初対面の相手にはそこそこ丁寧じゃ。間違っても、あの〝禁句〟を口にする事もあるまい」

　一組の男女が帝都ルイナスを連れ立って歩いていた。

　男はやや心配そうに眉をひそめ、女は全く気にしていない風に、カラカラと笑う。

　巴と識。

　ライドウに同行してグリトニア帝国を訪れた、彼の従者達だった。

「それならば、良いのですが」

「そんな事はどうでもよい。夕刻には若も戻ってくるじゃろうから、儂らはさっさと調査を済ませるぞ、識」

「巴殿は何やら昨日から機嫌が良いですな」

　識は、見るからに上機嫌な巴にその理由を問う。

「ふふん。分かるか。なに、若が少しばかり嬉しい事をしてくれただけじゃよ」

「ほう、若様が。昨日勇者と何か話をした……あの時ですか？」

「おう。その時じゃ」

「グリトニアの勇者、岩橋智樹。魅了が蔓まん延えんしたこの帝都を見る限り、実力はともかく、性格には問題アリのようですが」

「そこを若が一いっ喝かつしたわけじゃな」

「しかし、内容は口にされませんでしたね」

「儂には察する事ができたのさ。まこと、良い気分よ」

「左さ様ようで。では巴殿、ここからは……」

「うむ、帝都の雰囲気と若は仰ったが、分かっておるな？」

　巴はすぅっと目を細めた。

「無論です。銃の開発状況、勇者の戦果の詳細。残された時間で、できる限りの情報集めと参りましょう」

　識は口元を歪めてニヤリと微笑む。

「では二手に分かれて、まずは尾行を撒いてしまうか。待ち合わせの時刻と場所、違たがえるでないぞ」

「実は帝国の街で出される料理にも少し興味はありまして。遅刻はしませんとも」

「亜空の料理に敵うとも思えんがな」

「とはいえ、発想の助けにはなるかもしれないと思っております」

「好きにせい。ではな」

「後ほど」

　瞬きを一つ。

　たったそれだけの時間で、二人の姿は密かな監視者の視界から消えた。




◇◆◇◆◇




（飾りじゃな）

　巴は夕食の席で会った帝国の主、即すなわち皇帝を見て即座にそう判断した。

　既に帝国は実質的に勇者智樹と皇女リリが動かす国になっているという事実も、さほど巴を驚かせる事はなかった。

　ここは帝国の有力貴族達、皇帝とその親族、勇者の仲間、そんな面々が揃う宴えん席せき。

　だが、そこに智樹の姿はない。緊急の任務で城を不在にしているという理由がクズノハ商会側には告げられていた。

　帝国と商会の間になんの実りもなく、食事が終わる。

　クズノハ商会は帝国への出店や流通への参加に積極的ではなく、あくまで学園祭を訪れた皇女からの招待に応じただけというスタンスを崩さなかった。

　かといって礼を失するでもなく、主に識が矢や面おもてに立ちながら、真とともに上手に帝国諸しょ侯こうに顔見せをしていった。

　そんな中、巴は皇帝をはじめとした参加者から、帝国や勇者個人について様々な情報を収集していく。

　宴の終わり際ぎわにリリ皇女が微かに覗かせた悔しげな表情が、この席での勝者が誰かを物語っていた。




「巴殿」

「識か。若は？」

「休まれました。夜の帝都に繰り出すつもりは毛頭ないご様子で」

「夜の帝都か。それなりに〝そちらの楽しみ〟は多い都のようじゃが、残念な事よな」

「しかし、仮にも上位竜と一戦交えたその日に、夕食をきちんと食べ、いつもと同じように床とこにつかれるのですから、流石と言う他ありませんね。傷一つないお姿で戻られたとなれば、帝国とて予定通り夕食会をするしかないのですし」

　識が苦笑しながら今日の事を振り返る。

「試練を乗り越えた騎士を監視につけたのに、まんまと振り切られたとは言い出し難いじゃろ、あちらも。仮に若から〝グロントと会って話してきた〟などと告げられたとて、それを公おおやけにしてはあの女騎士の面めん目もくが立つまい」

「ですね。今の帝国では唯一のグロントの試練を乗り越えた騎士ですから。ふふふ」

「それで、帝国での銃の開発状況はどうじゃった？　多少は掴めたか？」

　巴が話題を変える。

　彼女らの主が秘境に赴いていた間に行なった調査についてだ。

「そちらは安あん泰たいでした。肝心のライフリング技術はもちろん、多くの部分でこちらの想定よりも遥かに遅れておりました。この分でしたら、皇女が更に投資を増やしたとしても、十年単位の開発期間が必要でしょう」

「銃身内のライフリング以前の問題じゃったか。なれば、若にも良き報告ができそうじゃな」

「ただ……」

「ん？」

「皇女も開発状況は理解できている様子で、少し気になる方向に舵かじを切りはじめている感も」

「つまり、銃ではない方向へ研究をシフトさせておると？」

「はい。具体的には、火薬そのものの扱いと可能性を追求しはじめています」

「火薬……？　あんな、一見不安定で迷惑なだけの物にか？」

　巴の問いに、識が神しん妙みょうに頷いた。

　帝国について真が常々気にしていた、あまり良くない可能性に、巴が気付く。

「……爆弾、か」

「核心までは調査できませんでしたが、おそらく。ただの火薬で作る物ではなく、僅かに魔力を干かん渉しょうさせる事で、威力と有効範囲を高めようとしている模様です」

「ただの火薬袋なら初歩の魔力障壁でなんとでもなるからのう。ある程度の実力者か、然しかるべき警護下にある者には無力じゃ。それにしても、魔力を併せるか」

「威力を高める事に成功すれば、結構な要人でも帝国の〝作戦〟の対象になり得ます。もちろん、安定化や起爆方法についての開発も必要ですので、こちらも一いっ朝ちょう一いっ夕せきにモノになるとは思えませんが」

「ふん。識よ、お前はやはり学園で講師の真似事なぞをしとる分、甘くなっとるようじゃな」

　巴が識に厳しい目を向ける。

「？　巴殿、それはどういう？」

「帝国の勇者の十八番おはこはなんじゃ？」

「言うまでもなく、この都を包まんばかりの魅了でしょう。規格外の魔眼ですよ、あれは」

「……それが起爆装置じゃよ、最悪の、な」

「？　……っ、そういう事ですか。確かに、私の考えが甘くなっていたようで。気を引き締めます」

　たとえ直接手元で火をつける方法でしか起爆できなかったとしても、智樹には、彼のために喜んでそれをする人員をいくらでも確保する術すべがある。

　巴は暗にそう伝えたのだった。

　そして、最近人としての甘さを端々に見せる識に対しての警告を交えて言葉にした。

「そうせい。お前はこれから若と魔族の都に行くんじゃからな。澪はまた微妙に立ち位置が違うから、気付いていても色々スルーする可能性がある。常識担当はお前じゃぞ」

「はっ」

　巴の言葉に識が素直に応じる。

「さて。リリ、ギネビア、ユキナツ、それにモーラといったか。智樹本人からだけでなく、奴らからも帝国の勇者についての情報を集められた。響とは違った意味でじゃが、実に人らしい勇者じゃよ、智樹という男は」

　そう語る巴の口調は、決して彼を高く評価しているというものではなかった。

「人らしい、ですか」

「うむ。人間とヒューマンの間に、女神が外見以外の何を変えたのかは知らぬが。どちらも基本的には欲深い。欲望こそが人の源泉かもしれんと思うほどに」

「……普段若様を見ていると忘れそうになる事がありますが、確かに、それは事実だと思います」

　耳が痛いところがあるのか、識は僅かに苦笑する。

「若にも欲はあるさ。物欲だの色しき欲よくだのという、分かりやすい方向に突き抜けていないだけじゃな」

「しかし、それだけで随分と印象も変わるというものですよ」

「……岩橋智樹という男は、力を欲しておった。だがそのための努力は望まなかった。所属する小さな社会で立ち回るための努力すらも怠おこたり、結果、運の悪さもあって捻くれた」

「……」

「正直、生の大部分が人でなかった儂の価値観からすれば、あの男に同情の余地はない。適者生存、弱肉強食。それこそが世の根底の理だと考えておるからのう。なるべくしてなった敗者、落らく伍ご者しゃの類よ」

「……では嬉しかったでしょうね。この世界に来て、特別になって、力を得て」

　識が感情のない声色で相あい槌づちを打つ。

「うむ。そして必要とされて、じゃな」

　答えた巴の顔には蔑さげすむような色が浮かんでいた。

「その結果が、他者との関係をこうも一方的に支配する魅了と、虐ぎゃく殺さつに近い戦闘スタイルですか。響とは随分と違うようです」

「あちらの世界にいた頃の過ごし方というのは、やはり影響が大きいんじゃろうな。どちらにいても、日課である弓道をやっとる時が一番満たされておるような若は別として」

「そこは変わりませんか、やはり」

　不意に巴と識の間に温かな空気が生まれる。

　随分と場違いなその空気は、確かに存在しながら、ほどなく霧散した。

「全く変わらんのう、不思議なほど。で、響はあちらでの成功体験から、こちらでもこつこつ積み上げて、現実を己の望む姿に変えようともがいておる。挫ざ折せつしたり、失ったりしながらな。一方智樹は……」

　一度言葉を止めた巴が、重い溜息をついた。

　そこには、心の底から愚かしいと感じている彼女の感想の全てがこもっていたのかもしれない。

「巴殿？」

「一度挫折して以来、そこからまともに立ち直れなかったあ奴は、この世界に来られた事を心から感謝し──」

「……」

「今度こそ、何も失敗しない、間違えない人生を送ろうとしておる。その上で己が望む全てを実現し、叶える完璧な人生をな」

　それは吐き捨てるような言葉だった。

「……それはまた、随分と馬鹿げた」

　識も〝愚か〟という、ただ一言だけを智樹に向けるかの如き、苦々しい表情を浮かべていた。

「まったくじゃ。できるはずもない。あれもこれも、望むモノ全てを手に入れ、世界を救い、世界を手にする。抗あらがう者は力と魅了でねじ伏せて、そのためならば何を犠牲にしてでも構わない、ときたもんじゃ」

「なるほど、それゆえの無茶な肉体改造。それゆえの遠慮のなさですか。色々と腑ふに落ちました」

「リリもまた母を失って狂気に堕おち、魔族はもちろん女神への反意まで胸に秘めておる。智樹とはお互いに最悪──いや、ある意味では最高の相性じゃな。まさに奇跡の出会いといえよう」

「……狂気の加速ですか。それはもう盛大に身を滅ぼしそうな事で」

「くく、お主が言うと、説得力も増すのう」

「それはもう。私はそれで一度、文字通り骨だけになっておりますゆえ」

　識は、道化がお辞儀をする仕草を真似て一礼してみせる。

「っくく！」

「ふふ」

　少しして、二人の口からほぼ同時に笑みが漏れ出た。

　それが、深夜の報告会の終わりを告げる合図にもなった。

「……残念じゃが、これでこの世界に召喚された二人の勇者と、うちの若との致命的なレベルでの相性の悪さが浮き彫りになった」

「……智樹はともかく、響もですか」

「智樹と若は住み分ける以外で折り合いなぞつかん。こちらが譲る道理もない。儂は若以外に仕つかえる気なぞ毛頭ないし、この身しん命めいは既に若に差し出しておる。そして響は、若をいいように利用して戦争に協力させ、やがて若を自滅させんとするか、世界から隔離しようとするじゃろう」

「せめてどちらかでも、若様の良き友になってくれたなら、などと考えた事もありましたが……」

「そこは儂も同意見じゃよ。いつかは、あの方にも腹を割って悩みを相談できるような同世代のご友人を、と思っておった。こちらの世界で、若はまだ一人としてそういう友を得ておらんからのう。その可能性として、勇者は確かに有力な候補ではあった。じゃが、これではな」

　巴の言葉に失意が滲にじむ。

　芝居がかった様子もない、心底からの感情がいたるところに込められていた。

「幸いな事に、どちらも我らと若様の脅威たり得る存在ではありません」

「唯一の救い、じゃな。こちらの領域を侵してくるのなら、あるいは若を利用し尽くそうなどとするのなら……」

「その時は連中に思い知ってもらいましょう。この世には触れてはならない禁きん忌きの領域があるという事を」

「そう、その調子で若のお供を頼むぞ、識よ」

「かしこまりました」

　灯あかりが消える。

　クズノハ商会の重鎮二人の密かな席は、誰に悟られる事もなく無事に終了した。
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「次は是非、出店の相談をしてくださると期待しています」

「検討させて頂きます。リリ様は大事なお客様だと考えておりますので。勇者様はお見えにならないようですが、これにて失礼いたします。お招きありがとうございました」

「その言葉、信じましょう」

　わざわざ転移陣まで見送ってくれたリリ皇女に挨拶を返し、別れを告げる。

　実のところ、帝国に店を出す気なんてまるでなかったものの、あえて否定はしないでおいた。

　さんざん暴れたグロントにランサーの卵を渡した後、僕は夕暮れを少し過ぎた頃に帝都に戻った。

　予定より少し遅くなったけど、巴と識は待っていてくれて、その後の帝都での用事を無難に済ませた僕らは今、帝都から帰路につくところ。

　それにしても……。

　まさか上位竜が年齢に触れられて怒るとは、そりゃあ思わないよ。

　だって何百年とか千年とか生きていて、生まれ直すのにも慣れた竜だ。事実上ずっと生きるんだから、年齢の概念も既にないだろうと思ってた。

　なのに、ブレスやら咆哮やら、尻尾やら、ついでに砂漠の地形を活かした強力な魔術まで使って……随分暴れてくれたよ。

　それらの攻撃を全部やり過ごして、彼女を無力化した後、ようやく落ち着いたグロントに、僕は改めて謝罪した。そして本題を含めて、ようやくグロントと話をする事が出来たんだ。

　話してみると、案外年頃の女性みたいな若さを持ち合わせた竜だった。

　長生きしてると、精神的な部分はそれぞれに止まるものなのかもしれない。

　歳の割にとか、オバサンとか、お婆ばあちゃんとか、そういう言葉さえ口にしなければ、温厚な竜だったな。

　ルトから言われた竜の社会見学については、グロント曰く、恐らくここでは砂海を見せるのがそれに当たるだろうとの事。見た目はこれ以上ないほど幻想的な白い砂漠だが、その砂は相当な量の血を吸っているし、人と竜の歴史の舞台でもあるらしく、グロントの試練だとか帝国の黎れい明めい期の事だとか、そんな話をいくつか聞いた。

　他の上位竜は眷属がいたり世話役がいたりするから、まずは上位竜と人の歴史を見せようとしたんだろう。ただその流れの中で僕とグロントが対立するような仕込みをする辺り、奴らしい悪趣味なやり方だ。そう思ったのは僕ばかりじゃなく、グロントもルトに後で絶対に文句を言うと怒っていた。

　大事にならなくて何より、ではある。

　リリ皇女をはじめとする見送りの一団に、巴と識も頭を下げた。

　それじゃあ、帰ろう。

「御用の際はロッツガルドにご連絡くださいませ。当方で用意できる物でしたら、喜んで納めさせて頂きます」

　顔を上げて、ダメ押しの社交辞令で商人らしく去る。

「また必ず連絡を。それでは、道中お気をつけて」

　そう言って穏やかに微笑むリリ皇女の顔から、思惑は見て取れない。彼女には何か考えがあって僕と勇者を会わせたんだと思うけど……。

　ここにいない智樹といい、グリトニアはどうも動きが読めない。

　単に魔族との戦争に勝つだけじゃない、複雑な目的があるのかもしれないな。

　いずれ、彼らにとっての時が来れば、明らかになるか。

　少なくとも僕らが帝国にどう思われているのか、それはなんとなく分かったし、僕が取るべき姿勢も決まった。その点で、今回の訪問は凄くプラスだったと思う。

　転移の光に包まれて、景色が変わる。

　さっさと移動してロビンを出てしまおう。そうすれば、気兼ねなく亜空に戻れる。

　ロッツガルドに戻ったら、今度は魔王様にご挨拶か。ケリュネオンから少し行った所で魔将の一人、ロナと待ち合わせるんだったな。

　場所の指定は巴がしていた。

　ケリュネオンの話は出るだろうから、そちらのケリもつけてしまう気らしい。僕としても願ったり叶ったりだな。

　もっとも、これは状況次第でもしかしたらもう少し先になるかもしれないけど。

　なんにせよ、疲れる帝国訪問だった。

　さっさと帰って、ぐっすり寝たいね。
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「そう、ならライドウが砂海になんの用があったのかは分からないのね？」

「申し訳ありません。とんでもない速度で砂漠を切り裂くように行ってしまったので、とても後は……」

「グロントが何かするとは思えないけど、ファルスの人脈は本当に得体が知れないわね。上位竜とも知ち己きだなんて。ライドウは砂海に用事があるから好きにさせて欲しいという話だったけど、まさかそんな行動に出るとは盲もう点てんよね。やられたわ。従者ではなく彼本人が行くという話だったから、まさか奥地まで単独で進むとは思わなった」

　クズノハ商会一行がいくつか転移陣を乗り継いだ頃、部屋に戻ったリリはギネビアを呼んで詳細な報告を聞いていた。

　とはいっても、ギネビアが帝都に戻ってすぐなされた報告に多少の説明が加わっただけで、要旨は大きく変わらないものだった。

　ライドウに砂海で撒かれてしまい、彼が何をしていたのか分からない。

　遠方で大きな音が響いていたが、やがて収まり、ライドウは数時間で戻った。

　一応グロントの無事を確認するために、今連絡を試みているところ。

　以上が、ギネビアが語った内容だ。

「巴と識、あの従者二人も城下で行方を見失うし……。相手はリミアでも魔族でもなく、商会だというのに、本当いいようにされる事」

「……リリ様はあの者らを、いかようにお考えですか？」

「クズノハ商会？　そうね……得体が知れない、敵か味方かはっきりしない連中、かしらね。ライドウについては、智樹様曰く、日本人──つまり異世界人らしいけど」

「異世界人!?　で、ではあの者も智樹様と同じく勇者!?」

　ギネビアは驚きを隠そうともせずに目を見開いた。

「──とは限らないわね。智樹様とリミアの勇者響は女神の神しん託たくを受けて現れた。でも、そうでない異世界人も、これまでに何人もいるから」

「初耳です。そのような者らがいたとは」

「一応、ローレルは他国に隠しているからね。でも、彼らの社会には溶け込んでいるみたいよ？　賢けん人じんって聞いた事あるでしょ？」

「賢人……。確か特殊な知識や能力を持つ、ローレルの特権階級」

「と、他国には知られているものの、実際には異世界人を保護してローレルが特権を与えているの。それが賢人。今は一人もいないらしいけど、彼らの子孫はいるし、その特殊な知識は、あの国をある意味触れ難いものにしているわ」

「……」

「ともかく。ギネビア、今日はご苦労様。下がっていいわ、もう休みなさい」

「はっ。失礼いたし──」

「ああ、今日も智樹様の所へ行っては駄目よ？　まだお一人にして差し上げて」

「っ!?　わ、分かりました」

　ギネビアの退室を見届けて、リリはその顔から笑みを消す。

　ライドウと商会の中心的な人物を帝国に呼ぶ事はできたものの、その先の目的が〝殆ど〟達成できなかった。

　彼女にとっては面白くない結果だ。

　リリとて、今回の会談程度でクズノハ商会を取り込めるとは思っていなかった。

　それでも、彼らの情報の入手、できれば帝都内にクズノハ商会の店を一つくらい誘致したかった。

　店を出させれば商品の分析はできるし、これからの干渉も容易たやすくなる。

　用事がある度にロッツガルドまで出向くのは、リリから見てあまり好ましくない。

　それに、現状では可能性は低いものの、ライドウがロッツガルドの店を閉めてしまえば、今後用件ができた際には、ツィーゲなどというとんでもない辺境と連絡を取らなくてはいけなくなる。

　連絡だけなら足を運ばずとも取れるかもしれないが、行き来が不便になる事は確定だ。

（できたのは精々、智樹とライドウの接触だけか。そちららはある程度思い通りの結果になってくれたようだけど。あそこでライドウが異世界人だという情報が得られたのが、望外の帳ちょう尻じり合わせになったわね。異世界人……それにしては、ライドウから女神の力や加護を感じなかったのだけど。勇者ではない事と関係しているのかもしれないわね。女神の力を感じさせない異世界人、か……）

　リリは今回、ライドウが異世界人、日本人である事を知った。

　智樹の推理は言いがかり同然の強引なものだったが、ライドウはあっさりとそれを明かした。

（ヒューマンではありえない無ぶ様ざまな容姿、でも亜人じゃない。ただそれだけの根拠で適当に言ったかもしれない言葉だったのに。……っ、そうか、側近の者も慌てていなかったところを見ると、あれはむしろ偽りとも考えられるか。確かに、あの時点で己の素す性じょうを明かす事に利は少ないはず。あの巴と識、かなり頭は切れそうだものね。ロッツガルドでも、ライドウは彼らを相当頼りにしていたように見えた。でも……なら逆に、日本人だと出自を偽るメリットは何がある？　智樹との関係が私の推測通りなら、彼に取り入る意思はライドウにはないと見るのが妥当……）

「ふぅ」

　リリの口から小さく溜息が漏れた。

　彼女は部屋を出て智樹の私室に向かっている。

　ライドウとの話し合いの後、智樹は自室に篭もり、食事も取らずにずっと一人でいた。

　彼自身がそれを望んだため、パーティメンバーも入室できず、そしてリリもそれを禁じていた。

（まずは智樹を確認するのが先か。それでライドウが何をしたのかも分かる。奴の力も少しは底が見えるかもしれない）

　コンコン。

　丁寧なノックの後、反応がない事を確認したリリは、控えめな声で呼びかける。

「……智樹様、リリです。クズノハ商会は帰路につきました。先日の事、どうか私にお聞かせください」

「リリ。今は、会えない。もう少し、もう少しだけ一人でいさせてくれ」

　返ってきたのは弱々しい声。

　自信に溢れていた智樹のそれとは思えないほどだった。

　しかし、リリは全く驚きを見せない。これも想定内であると言わんばかりの顔だ。

「一体何があったのですか？　彼らは私が招いた客人。ライドウが何かしでかしたのなら、それは私の罪でもあります。智樹様、どうか部屋に入る事をお許しください」

　返事がないのにも構わず、リリは言葉を紡つむぎ続ける。

　彼女は智樹を徹底的に持ち上げ、そして慰なぐさめた。自らを卑ひ下げし、智樹を立てるその様子は、リリが智樹の扱いを誰よりも熟知している事を示している。

　しばらくして、ゆっくり開かれた扉が、その何よりの証明だった。

「……入ってくれ、リリ」

　智樹は視線を合わせようとせず、俯きがちに小さく呟く。

「智樹様っ。一体どうされたのですか、そんなにも落ち込まれて！」

　智樹が顔を見せた瞬間、リリはそれまでの能のう面めんのようだった表情を、今にも泣き出さんばかりのものに変え、全身から智樹への労いたわりを見せる。

　部屋に入ったリリは、寝台に腰掛けた智樹の隣に腰を下ろし、ライドウと智樹の間に起きた事を相槌を打ちながら親身に聞いた。

　不意をつかれ、善戦はしたが及ばず、ライドウの脅しの暴力を受けたと。

　巴を譲り受ける事が叶わなかったと。

（智樹がこう言うのなら、実際はワルキューレもまるで歯が立たずに退けられた挙句、智樹自身もライドウに完封されたってところでしょうね。ソフィアを退けたあの攻撃は室内では使えないし、戦闘用の装備は最低限しか身に着けていなかったから、考え得る範囲内ではあるわ。ただ、ライドウ自身も武器らしいものは何も所持させていなかったのだけどね。奴は術師か、元々戦士の修練を積んでいたか。智樹の話を聞く限りなら、両方と考えるのが無難なラインかもしれない。身のこなしを備えた術師……面倒なタイプね。それも、不完全な状態ながら智樹を圧倒したとなると、予想以上に厄介な存在、か）

　智樹の話から脚色であろう部分を削ぎ落として、ライドウを分析するリリ。目に涙を浮かべ、優しく智樹の手を握る所しょ作さとは裏腹に、その脳裏は冷たく冴さえわたっていた。

（ソレに加えて、巴、識、澪。三人の側近も実力は超がつく一級品。魔族を皆殺しにする思想さえ持っていてくれたのなら、コレを捨てて乗り換えたいレベル。私の引きが弱いのかしら……いえ、違うわね。仮に智樹ではなく響が帝国の勇者となっていたとしても、彼女が私の思惑通りに動いたとはとても思えないし。亜人どもへの態度を見る限り、ライドウも望みは薄い。戦争をする一点でなら、目の前にいるコレはむしろ一番〝当たり〟だ。なんの躊躇いもなく奴らを殺し回ってくれるのだから）

　もし響かライドウのどちらかを引いていたなら……と、シミュレーションしたリリだったが、すぐにその考えを打ち消す。仮にそのような状況だったとしても、自分の考えの邪魔になると容易に推測できたからだ。思い浮かべた二人は、それぞれ別の意味でリリの願いを叶えるためには動いてくれそうにない存在だった。

「智樹様、あのライドウは恐るべき力の持ち主なのですね。どういたしましょう？　彼を私どもの仲間に引き入れるべきでしょうか？　もし智樹様がお望みになるなら、私……」

「あいつ、真、いやライドウを仲間に……？」

　聞き返す智樹の言葉の端々に、憎しみと怒りが滲む。

「はい。智樹様も、お力をお貸しください。礼を尽くし、然るべき立場を用意し、彼の望みを我々が従順に叶えるならば、それも可能やもしれません」

「あいつに、頭を下げろって？」

「……他ならぬ、智樹様の御おん為ためです。奴が敵に回れば、全てを滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにしかねません。それを防ぐために、私やギネビア、ユキナツ、それにモーラや皆が少しばかり我慢をするだけの事でございます」

　ライドウが女を望むかどうかなど分からない。

　いや、直接話した智樹なら、その可能性は限りなく低いと分かっただろう。冷静に考えてさえいれば。

「リリ……」

「それに、クズノハ商会をこちらに引き入れれば、結果的に我らと同じ陣営になります。智樹様のお望みにも適います」

「とも、えっ！」

「はい。それでは私、すぐに彼らに使いを出し──」

「駄目だ!!」

　智樹は腰を上げようとするリリを怒鳴って制止する。

「智樹様？」

（そうよね、お前にはそんな我慢などできるはずがないもの。実質的にライドウを上に置いての勇者などという立場に耐えられるわけがない。もし響なら、必要とあらばそのくらいの事は喜んでやってのけるだろうけれど、ね）

　リリは心の中で嗤わらう。

　自らの上に誰かを置く事を許せない性分の智樹は、ライドウに頭を下げて帝国に〝来てもらう〟事など到底許容できない。

　では、どうするのか。

　それがリリの目的だった。

　ライドウを使って、智樹を、一度は彼が渋しぶった〝ある決断〟に導く事。

　今の智樹にとって、それは地獄に垂らされた蜘蛛くもの糸の如く見えているだろうと、リリは想像する。

　そして、その想像は寸分と間違っていなかった。

「あんな奴は、いらない。俺は勇者だ。魔族を討ち、魔王を討ち、世界を統治すべき者なんだ。同じ日本人とか、関係ねえ。あんな奴を頼ってたまるか」

　勇者の役割は、少なくとも女神がその名に課したのは、魔族を撃退する事だけだ。最後の統治云々は、リリが智樹に時間をかけて植えつけたものにすぎない。

「……でも。彼は強く、このままでは重大な障害になるかもしれません」

　後はゆっくりと寄せていくだけ。

　リリは落ち着いて、彼を結論に導いていく。

「なら、もっと俺が強くなればいいんだ。そうだよ、悩む必要なんかあるか。それだけの事だ」

「そんな。智樹様はあのような命を削る力まで身につけて、魔族との戦いに臨んでいらっしゃるのです。これ以上、一体どんな力をその身に宿すと仰るのですか？」

　智樹が得た新しい力──それは、竜殺しと呼ばれる世界有数の猛も者さを一撃で倒した強力な魔術だと、リリは聞いていた。

　極めて広い範囲に、一切の威力の減げん衰すいなく、最高火力で発動する輝く炎。

　しかも万が一炎から助かっても、その身に特殊な毒を付与するという、戦争には凄まじく有効な術だ。

　智樹は命を削るという代償を話し、それゆえに乱用はできないとも言ったが、いざという時になれば、今の彼は躊ちゅう躇ちょなく使うとリリは確信している。

　リリにしても、智樹がこのような新たな力を得て、これ以上ない喜びを覚えたのだった。

　もっとも、それが原因で、智樹は更なる力の獲得を躊躇っている。

　いや、正確には力の獲得に伴うリスクを恐れていた。

　ただでさえ命を削る術を習得したのに、更に命に影響を及ぼすかもしれない力に手を出す事が恐いのだろう。

「リリ。ロッツガルドに行く前に、お前が言ってたアレ。まだ準備できるよな？」

「っ、智樹様。あれはお体に毒です。我ら帝国が魔族に対抗すべく行なった人体改造に関わるもの。素晴らしい力を得た智樹様には、もう無用のものかと」

「いや。結局俺の魅了も、巴には効かなかった。でも……足りないなら増やせばいいんだ。あいつは竜だ。なら、モーラみたいな竜召師の因いん子しとか、テイマーの因子を移植すれば、あいつだって抗えない魅了の力を得られる！　それに、もっと色んな適性の力を得ていけば、攻撃力に直結する。剣技でも術でもなんでもいい。強くなる因子を片っ端から俺に入れてくれ！」

「智樹様、駄目です！　魔族を倒したとして、その後の治世を行なう命を残さずして、なんの意味がありましょうか。どうか、お命を大切になさってください」

「……俺は、勝つんだ。戦争も、何もかも。勝って終わらなきゃ、意味がないんだ。もう自分を誤魔化して生きるなんてご免だ。俺は、俺のやりたいように、後悔しないで生きる！　ライドウも魔族もぶっ潰す。巴は俺のものにする。諦めて、たまるかっ！　リリ、お前が協力してくれないなら、俺は一人でもその方法を実行するぞ。絶対に辿り着いてやる！」

　智樹の目に危うい光が満ちる。

「そこまで、思いつめていらっしゃるなんて……」

　顔を背そむけ、感極まったように肩を震わすリリ。

「頼む。一度は断っておいて、虫のいい話だとは思う。でも！　俺に力を貸してくれ！　俺は力が欲しいんだ。初めて、本気で努力したんだ。諦めたくないんだよ!!」

　智樹はリリに縋りつくようにして懇願する。

「……」

「リリ！」

「分かり……ました。どうぞ、今夜はもうお休みを。手配いたしますので」

「ありがとう！　ありがとう、リリ！」

「お体に不調があれば、必ず私にご報告くださいませ。よろしいですね？」

「ああ。俺、絶対に帝国に勝利をもたらしてみせるからな!!」

「その日を心待ちにしております。それでは、お休みなさいませ、智樹様」

　智樹の言葉を背に受け、悲痛な覚悟を固めた面持ちの皇女が振り返り、深く頭を下げてみせた。

　彼の部屋を退室してしばらく。

　リリは自室に戻るまで、険しい表情を貼り付けたまま廊下を歩いた。

　ただ事ではない皇女の様子は城内に知れ渡り、いくつかの憶測を呼んだ。

　そして。

　自室に戻り、部屋のセキュリティを就寝用に固めた彼女は、天てん蓋がいのついた寝台に身を投げ、仰向けに寝転んだ。

　右腕で目を隠し、口元は笑みに歪む。

「くっ、ふふふ、あはは！　うふ、あはははっ!!　どこまで簡単な子かしらね。戦争に勝ち抜いても、もう智樹には平和や享きょう楽らくを楽しむ時間もなくなるというのに。よくあの子の最後の躊躇いを断ち切ってくれたわ。ライドウ、ありがとう。貴方をダシにすれば、今後智樹はとことん力を求めてくれるでしょう。最低限の仕事はしてくれたわ、うふふっ」
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　笑いを交えた皇女の独白は続いた。

　智樹に更なる力を。

　魔族に更なる被害を。

　戦争により大きな戦火を。

　智樹ではなく、戦争に魅了されたかのような皇女は、狂った笑いを繰り返す。同時に、智樹を愛いとしいと感じる想いがリリの胸の底で燻くすぶり心中で相対する。

　智樹の魅了が植え付ける好意。それは極めて強力で、しかも彼が好意を寄せる者ほど強く作用する。

　幾いく重えにも対策した皇女であっても、少しずつ染み入る力には抗えぬほど、それは強力だった。

　だが、リリはまだ溺おぼれていない。いずれは魅了に溺れる日が来るかもしれないが、その時までにもう何もかも手遅れにしてしまえばいい。己の狂気が先にそこに到達すればそれでいいのだと、リリは笑い続ける。

「……本当に、理想的な勇者。私達は、やはり出会うべくして……出会ったんでしょうね、智樹。ライドウでも響でもなく、貴方こそが私の望みを叶える勇者。そういう事……。そういう事なのよね、女神？」

　ただ一度。

　笑うのをやめて、冷たく遥か遠くを見つめた彼女が、その瞳に何も映さずに虚うつろに呟いた。

　その後もしばらく彼女は哄こう笑しょうを続け、やがて微かな嗚お咽えつを交え、寝息を立てはじめた。
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　ええっと……。

　砂漠か。

　確かに砂漠に行ったもんな。

　亜空に戻った僕は、巴や識から、帝国の人体実験や彼らの戦闘技術、それにワルキューレの情報、そして銃の研究についての報告を受けた。

　街の雰囲気について調査を頼んだはずだけど、二人は随分深い情報まで手に入れてきたみたいだ。

　僕が気になったのは一点。

　銃だ。

　智樹からその概念を聞いたリリ皇女が、その再現に熱心だったようだ。

　ただ、暴発率やサイズの問題をクリアできず、結局智樹が知るような銃──ハンドガンとライフルだった──の形で再現できたのは、多量の魔力を必要とし、何回かに一回は金属の弾を飛ばす事ができる程度の物にすぎなかった。

　裏を返せば、それなりの力を持った術師なら護身用の武器として使えない事はないレベルの物が出来上がったようだ。

　巴曰く、生産コストにはまるで見合わないし、信頼性や整備性も不足していて、今後の実戦証明コンバットプルーフは期待できないだろうとの事だった。

　しかし、リリ皇女は転んでもタダでは起きない人らしい。

　暴発の被害から火薬の可能性に目をつけ、彼女はその利用法を爆弾に絞って研究方針を変えたのだとか。

　こちらは魔力を利用して威力を上げる事も可能、かつ一般の戦士や市民にも一定の威力を生める道具として、それなりの形になってきている。まさに執念だな。

　爆弾とヒューマン……あまり良い取り合わせではないと思う。

　銃と爆弾のどっちが危ないのかは、ちょっと僕には判断できないところだ。

　とまあ、帝国についての報告への所感なんだけど。

　で、僕は今、砂漠を見ている。

　白の砂海じゃない。

　何故なら、僕は亜空で寝たんだからさ。

　……。

　なるほど、つまりこれは夢か。

　今回は俯ふ瞰かんで見ている。ゲーム的に言うならクォータービュー？　凝ってるな。

「砂漠で見る月はこの世で最も美しい月の一つだと思うが、お前はどう思う？」

　低く、渋い声。

　壮年の男が発する声に聞こえた。

「はっ、それをお前が言うか。ここで。ええ、真？」

　真？　って事は僕？

　……ええー!?

　声の主を探してみると、夜の砂漠には二つの人影があった。

「生憎、地球の砂漠には行った事がないから、白の砂海で見た月としか比較できない。確かに、俺なんぞが言う事じゃないかもしれんな」

　声の印象通りの壮年で……髭ひげ。見た事のない鎧を纏い、手に剣を持っている。

〝僕〟が〝俺〟になって、髭はやしとる。

　これ、どこのライドウさんだ。

「馬鹿か。お前が作った砂漠で、ほざく事かと言ってんだよ」

「誰が作ろうと、砂漠は砂漠だろう？　智樹」

　智樹。

　ああ、確かに智樹だ。

　銀髪だし、面おも影かげは十分ある。

「人の事を散々狂ってるだなんだと言ってたがよ。お前の方が余程狂ってるぜ。普通、国を丸ごと砂漠に変えるかね。それもただ一撃の魔術で」

「智樹とて、核を真似た術なんぞ使っていたじゃないか。あれも非人道的だと思うぞ。十分、狂気の沙さ汰ただ」

「一緒にするなよ。俺のは自分の命を削るデメリットがあって、相手に恐怖を与える目的で使ってる。あれ一発で投降してくれるのなら、その後の戦争で無駄な命が散る事だって防げる」

「……ものは言いようだな。お前のその力がリリの狂気を余計に加速させたんだ。それが、全てを戻れなくさせた」

　核とか砂漠を作るとか、なんて物騒な会話だ。

　この前見た、先輩が出てきた夢もそうだけど、バイオレンス過ぎるだろ。

　僕、危ない思想でもあるのか？

　それとも気付いてないだけで、疲れてるのかな……。

「戻れなくさせた？　ヒューマンは魔族を滅ぼさなくちゃいけなかった。響が早々に死にやがったせいで、負担はグリトニアにかかりっぱなしだったんだ。戦争の激化を嘆なげくなら、あの無能な響を責めろよな」

「先輩か。あの人も、俺とお前が助けに行けば救えた可能性はあった。むざむざイオに殺されずに済んだかもしれん」

　先輩がイオに殺された？

　智樹が助けに行けば？　つまり、この二人の間では、先輩は恐らくこの間の王都襲撃戦でイオに……。

「たらればの話はやめろよ。あの時は自国の守りを固めるべきだった。それがリリの判断でもある。それに、仮定の話をするならよ、世界の果てで死にかけてたお前を俺が拾ってやらなかったら……お前は今、ここに存在すらしないんだぜ？」

「随分昔の話をする。その事は一応感謝してはいる。あの荒野を一週間以上も彷徨って、死を覚悟した俺を、お前達が保護してくれた。……諸々振り返るなら、あそこで死んでいた方が幸せだったとも思うがな」

「けっ。その割にゃ随分な事をしてくれたじゃねえか。なんだよ、この様ざまは？　これが恩人に対してする事か!?」

「別にお前の命令には背いてないだろう？　リリの遺言だ。だから俺は今日までお前に逆らわずにきた。それこそ、俺に害が及ぶような指示でさえ従順に聞いてな」

「……ローレルを手に入れろと、俺は言ったぜ？」

「だから、その正気を疑うような命令を果たして、手に入れてやっただろう？　ここがローレルだ。好きにしろ。人も歴史も知識も全部塵に、いや砂にしてやったが、間違いなくここはローレル連邦だった場所だ」

「一緒にいたワルキューレ達はどうした？」

「残念ながら犠牲になった」

「殺したんだな？」

「人聞きが悪い。作戦に巻き込まれて死んだだけだ。お前もよくやっている事じゃないか」

　す、凄いな。

　会話から状況を推測するに、この一面の砂漠は元々ローレル連邦だった土地？

　それを、〝僕〟がなんらかの魔術でこうした？

　前に見た夢の〝僕〟は、界を明らかに僕とは違う方法で使ったし、だったらこの僕らしいおじさんにもそういう力があっても不思議じゃない。……まあ、前のあれが本当に僕だったのかと言われると、今も違和感が凄いんだけどさ。

「先に潜入したユキナツは？」

「さあな。逃げたならどこかにいるだろうし、逃げられなかったなら死んだのだろう。戦争とは人が死ぬものだ。敵も味方もな」

「それでも、後ろから味方を撃っていい戦争なんてものはない」

「ほお……皇帝とそれを支える一派を皆殺しにすれば、自分が次の皇帝だ、などと言ってのけた男の言葉とは思えんな」

「あの皇帝についた連中なんぞ、少数派も少数派だっただろうが！」

「お前が殆どの連中を魅了しきったからな。残った彼らは、それにも惑わされなかった忠ちゅう臣しんだった。魅了は、お前のした事を正当化するものではない」

「……民衆も、官僚も、軍も。俺の皇帝即位を望んでいたんだ」

「それも魅了だ。そもそも、俺にはどうしてお前がそんなに魅了を強化し、その力に頼るのかが分からない」

「……なんだと？」

　う、この〝僕〟が今言った事。実は僕も同じ考えだ。

　なんで智樹こいつはここまで魅了に拘こだわる？

　これは夢だけど、帝国で会った智樹も、異常なほどそれに頼って多用しているようだった。

「お前を肯定し、頼る思念を他人に植えつける。それは、人をお前の思想に染めるという事だ」

「それがどうした？　何が悪い。魅力を武器に世を渡るなんざ、おかしな事でもなんでもないだろうが」

「魅力ではない、魅了だ。お前がやっているのは、極論でいえば、お前に従うお前自身を量産しているだけの行為ではないのか。他人に自分への強制的な思し慕ぼを植えつけ、虜とりこにする。自己愛の強いお前なら気にならないのかもしれんが、俺から見れば、結局のところそれは相互理解ではなく自じ慰い行為に見えるよ」

「て、てめえは……！」

「響先輩のカリスマが正しくて、お前の魅了が間違っているとは言わない。対人関係の取っ掛かりにするなら、どちらも同じようなものだろうしな。だが、お前はそれに依存しすぎだ。結果、帝国はお前とお前の人形しかいない、さながらゾンビの国に成り果てた」

「黙れ。……そうしなきゃよ、てめえとか響みたいに、俺に口ごたえする馬鹿どもが湧いてくるからだろうが！」

　智樹の顔が怒りに歪む。

「……ふふふっ、なるほど。そうか、自分に逆らう意思は一切不要というわけか。ああ、長年の疑問がこれで氷ひょう解かいした」

「……偉そうに。だったら、お前はなんだよ？　リリ、リリってよ。あいつだって俺の虜の一人だ。最初にそうしてやった女だ。それに執着して国を砂に変えるお前はなんだよ。なんとか言ってみやがれ！」

　ぼ、僕がリリ皇女に恋をしている流れ？

　いや、こっちの〝僕〟が、か。

　なんてファンタジー感溢れる展開なんだ。

「リリは、お前の魅了になど掛かっていない。最後までな」

「……な、に？」

「お前の力を利用していただけだ。リリは、女神が沈黙している間に母を失った。その悲しみを消化しきれず、その事実を受け止めきれないまま、彼女は帝国の政治の世界に生きた。その歪んだ心に、勇者という存在はさぞ面白く映っただろうな。気き紛まぐれに沈黙したり助けたりする女神が、母親を助けてもくれなかった女神が、今更授さずけた勇者。お前の事だ、智樹。リリはお前を使い潰して魔族を皆殺しにし、そして母親を死なせた帝国をも滅茶苦茶にしようとしていた。いや。結果としてそれも叶ったか」

「俺を、使い潰す？　リリが？　お前、真。何を言ってやがる……」

「せめて、俺がリリと会えていたなら……。お前よりも先に彼女と出会えていたなら、彼女の狂気と悲しみをこれほど間違った結果に導かずに済んだかもしれない。愚おろかにも自分の優柔不断の結果彼女を失ってしまった事、悔やみきれん」

「だから俺に八つ当たりかよ。結局、お前は昔の事ばっかり気にして、これからの事は全く無視してるじゃねえか！　……こんな力があったなら、戦争だってもっと楽に終わらせる事ができたはずだ。リリくらい、俺の中古で良けりゃ土下座すればくれてやったぜ」

「……仕方ないさ。俺が力に気付いたのは、魔王を殺した時だからな」

「……あ？」

　……魔王を、殺した!?

　ちょ、ちょっと待った。

　そもそも皇女に恋心なんて持ってないし、むしろどっちかというと苦手だ。

　そりゃ年上の綺麗な女性で、見た目だけは多少好みではあるけど！

　それに、断言するけど、今のところ魔王を殺したいなんて全く思ってないぞ。

　僕はこんな事全く考えてない!!

「あの時初めて力を渇かつ望ぼうした。無様にお前が転がる横でな。その結果の覚かく醒せい、まったくありがたくも上手くもないタイミングだ。もう全て遅いのだから。お前の言う通り、せめてこうやってお前に八つ当たりをして、ついでに音沙汰のないあのクソ女神に喧嘩を売るくらいしか、力の使い道が思いつかなかった」

「魔王は、俺が、俺があの術で殺し──」

「お前は魔王を本気にさせただけだ。お前が気持ちよく寝ている間に俺が殺したんだ。魔王も、魔族も。で、これからお前を殺す」

「何を、言って？」

「そうすれば、女神も出てくるだろう。出てこなければ、もう一つ二つ、砂漠を増やすさ。世界の果てが広がるようなものだな。果たしてどこまであの女神が黙っているか、見み物ものだ」

　なんの表情もなく、淡々と語る〝僕〟。

「この世界は、ようやく争いを終えたんだぞ!?　これからは平和を作ってくのが普通だろう？　お前、完全に狂ったのかよ……」

「戦争が終わったら平和になるなど、誰が決めた？　戦争が終わったら次の戦争になる。そういう事だってある」

「……本当に、あの時お前を助けるんじゃなかったな。分かった、ここで引導を渡してやる。言っておくが、俺にお前の術は効かないぜ。一方的になるだろうが、文句は言うなよ」

「夜の間は、だろう？　お前の不死、それもあの女神からもらった力だろうが。構わない、朝まで殺し続けてやる。日の出と同時にあの世に逝いけ……」

　おいおいおい。

　戦いになるのか？

　でも、この〝僕〟がどう戦うのか、少し興味もある。

　だって砂漠を作っちゃうほどの一撃を放つんだから。

　それに、手にしている剣も気になる。

　僕に剣の心得なんてない。でもきっと、この〝僕〟にはあるんだろう。あるなら、一体どんな剣を振るうのか。

　見たい。

　見届けたい。

　前の夢は途中で自分が一杯一杯になったけど。

　今回は……。

　って。なんだ!?　視界が薄れて……。

　対峙する二人が遠のいていく。

　空に持ち上げられていくような視界の変化。

　どんどん砂漠の広大な全貌が見えて、あ……。




「……くっそ、やっぱり夢か。帝国とかロッツガルドじゃ見ない夢なんだけどな」

　仰向けに寝ていた僕は、静かに目を開けた。

「しかし、随分と厳いかめしい顔したおっさんになってたな、僕。俺とか言っちゃってさ。例によって巴達は誰もいないし」

　それに、一週間以上荒野を彷徨っていたんだっけか。

　そんなにふらふらしてたら、確かに死にかねないよな。

　あの時、僕がどっちに踏み出したか──その選択次第であり得たかもしれない状況だったりして。

　そう考えると、背筋がぞっとする。

「亜空で弓をやるのを習慣にしてからなのかな、このタイミングって。予知夢とかじゃないのは分かるんだけど、どうも後味が悪いんだよな」

　寝付けないから、今から弓というのもアリだと思いながら、なんとなく今回は起き出す気にもなれず。

　僕は毛布を被り、無理やり眠ろうと目を閉じた。
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「それでは、いってらっしゃいませ若様」

「いってらっしゃいませ、ライドウ先……いえライドウ殿」

　深く霧が立ち込める冬の朝。

　ケリュネオン国境の断崖にかかる橋を行く三名の背に、頭を下げる一行がいた。

　既に三人の後ろ姿はうっすらと霧に隠れて霞んでいる。

　ただでさえ寒さの厳しい季節だというのに霧が出たこの日は、身にしみる冷気を一層強く感じられた。しかし、見送る者達は震えもせず、整然と並んでいた。

　だが、少し奇妙なところもある。

　彼らの中には明らかにヒューマンではない、異質な人影も多く見受けられた。

「さて、お戻りの頃までにまた報告をまとめないといけないわね」

　先頭で見送っていた二人のうちの一人が口を開く。

　やや背が低い、ふくよかな体から発せられた声は女性のもの。

　だが、彼女の容姿は人のそれではなかった。

　有り体ていに言うなら、二足歩行の豚ぶたであり──ハイランドオークと呼ばれる種族である。

「ほ、本当に魔族との会談に行かれるなんて……相変わらず底の知れない方です」

　もう一人も口を開く。

　ロングヘアで眼鏡めがねを掛けた、知的な印象の女性。彼女は正真正銘のヒューマンだった。

「エヴァ、戻りますよ。いいですか？　冬に植えて収穫できる作物もあると、自慢げに語っていたところから詰めていきますよ」

「エマさん。確かにいくつか心当たりを申し上げましたけれど。何より作付けを行う耕地のあてがありません。まず開かい墾こんとその進行状況に目を向け……」

「もう確認済みです。鈍にぶい。はっきり言って貴女達の動きは本当に鈍いです。今後、冬だからという理由は一切認めません。ああ、それから、税率も見直してもらいますよ」

「ううっ。税率ですが、国庫がほぼないような状況から始めていますので、当面は少しでも国のお金を貯めた方がよいと思いまして……。もちろん、皆の暮らしを第一に考えて、大国並とはいえ常識的な税率にしたつもりです」

　エヴァと呼ばれたヒューマンの女性と、エマと呼ばれたオークの女性──名前は似ていても立場はかなり違うように見える。

　何より、ヒューマンとそうでない種族の会話でヒューマンが下手に出る事自体、極めて珍しい。

「七公三民のどこが常識的ですか。せっかく若様が手配してくださった民たみの命、いかなる種族も餓が死しや凍死など認めません」

「ななこ……？」

「五公五民からが妥当ね。まったく……国を得るという大事に、その政まつりごとに関わる者がこの程度の姿勢でいるなど、阿あ呆ほうとしか言いようがありません。ヒューマンと亜人が混在するこの国で、これまでのヒューマンの国作りの常識がそのまま使えるわけがないでしょうに」

「……すみません」

　一方的で、どこか理り不ふ尽じんにも取れる責めにも、エヴァは素直に謝罪する。それは、しばらくの付き合いでエマという女性の能力と性格をある程度理解してきたからだった。

　七公三民も五公五民も、エヴァには何を意味する言葉か分かっていなかったものの、自分が設定しようとしていた税率が良くなかったのだろうと彼女は判断した。

（オークって種族は、名前や姿が違っても本能のままに生きる単細胞ばかりだと思っていたのに。ハイランドオーク……どこに生息する種族か知らないけど、彼女達は学者並の知識を有している。曲がりなりにも学園で司書をしていた私が、まるで歯が立たないんだもの。ライドウせんせ──ライドウ殿の知り合いって、本当に普通の人がいないわ……）

　エヴァが真によってエマと引き会わされたのは、ケリュネオンに来てすぐの事だった。

〝頼りになる優しい人ですよ〟と、対面させられたのだ。

　常識を捨て、どんな現実に直面しても非常識と思う事をやめようというエヴァの決意は、一瞬で砕け散った。無理もない。まさか自分の人生でオークと会話する事になるとは、想像すらしていなかったのだから。ましてや師事する事になるなど、完全に精神の許容できる範囲を超えた事態だった。もう何が起きてもおかしくはないのだと、エヴァが自身の砕けた心に刻み込んだ瞬間でもある。

　生まれた国を滅ぼされ、領地を失い、縁者にはむざむざと生き残った事を責められる……そんな厳しい立場に陥おちいったエヴァの心は、半ばまで狂気に支配されていた。ところがそれは、ロッツガルドでライドウこと真と出会った事で呆気なく吹き飛ばされた。

　このような非常識の連続によって。

　ただ、それが正気への回帰なのか、新しい狂気に塗り替えられただけなのか、まだはっきりとはしていない。

「各種族の状況はどうです？」

　エマが振り返った先には、彼女よりもかなり大きな体たい躯くのオーク、蒼あおい鱗のリザードマン、白い翼を持つ翼よく人じん、そしてエマと同じくらいの身長でがっちりした体格のドワーフがいた。

「……そうだな。エヴァの言葉はともかく、現状では新たに開拓するような場所はないのではないかな。畑を作るという意味なら、かなりあるが。それに無闇に開拓して平地だけを増やしてみても、魔物に対処できないのでは意味がない」

　最初に応じたのはリザードマンだった。

「対処。あの程度の魔獣どもにですか。ケリュネオンに来た民の中には冒険者や元冒険者、戦闘の心得がある者もそれなりにいたはずですが？」

　リザードマンの報告を受けたエマの眉間にしわが寄る。

「この国の環境に対応できていない者がまだ多い。それに純粋な実力不足も否めん。魔族の侵攻を受けたせいで、雪が降る環境での作業に慣れている者自体が、ヒューマンには少ないのだろうな。元々この辺りの出身だという者が生き残っていてくれれば、多少は違うはずだが……」

「いないのですか？」

「数人しかおらん。戦闘経験者はゼロだ。その者らから聞き取った情報はエマ殿にも届いていると思うが、何せ女神の祝福頼みで生活してきた連中だ。どこまで実用的な知識かは疑問だな」

　その言葉に、エマは失望を露わにして嘆たん息そくする。

「……農作業をするにしても警備は必要、でも魔物相手にまともな警備ができる者は少ない、と」

「そうなる。数人まともに使える冒険者がいる程度か。外部から依頼で連れてくるか、我々が護衛にあたるのが現実的だろう。現状の調査結果から判断すると、この国に棲せい息そくする魔獣の多くは、冬にこそ活発に動き回る傾向がある。訓練を積ませるなら春を待ってからが妥当だというエヴァの報告も、あながち間違いではない」

「分かりました。外部からの協力、冒険者を連れてくる事について提案しておきます。なんでも我々がしてあげていては、無意味ですからね」

「承知した。ただ、さしあたっての訓練と警備は続行して構わないと思うが？」

「もちろんです。よろしく頼みます」

　この間、エヴァは殆ど言葉を挟めなかった。

　しかしその表情に不満はなく、それを隠しているという様子でもない。

　彼女はライドウから紹介された魔物や亜人と接するうち、彼らの常識を習得しようと心に決めたのだ。

　何をするにも彼らから要求される水準は滅茶苦茶だが、そもそも一商会が国を手に入れるという事自体が無茶や無謀の類だ。周囲を完全に魔族に支配された土地でそれをやってのけた、ライドウとクズノハ商会が異常なのは言うまでもない。

　だが、彼らに頼ったのは他ならぬ自分であり、亡国からの再興を果たした今のケリュネオンが頼れる存在は、彼らしかいない。

　ならば、彼らと同じ基準で動けるようになろう──エヴァはそう決意した。

　だから今はそれを学んでいる最中。

　エマも他の者も、決してエヴァを邪険にしないし、軽くも扱わない。

　あくまで国の代表者として鍛えるべく接してくる。

　恐ろしく厳しいが。

　折れようにも折れさせてもらえない。それがエヴァの置かれた状況だった。

　リザードマンが一歩下がった後、エマはオークに目を向ける。

　だが、彼女に見上げられたオークは、静かに首を横に振った。

「こちらから報告はないな。引き続き魔獣の情報を集めながら食糧確保をしている。狩しゅ猟りょうについては冒険者を中心にしている事もあって、進しん捗ちょくはそれなりだ。エマの基準から見ると八割程度の数値は出ているだろう」

「……二割は追いついていませんか。担当する人数はまだ増やせますか？」

「……問題はない。だが、不慮の死を確実に避けたいなら、数人に留めてもらいたいところだ。人数が増えるのは良い事ばかりでもない。保護者の我々にも、狩りに励む者にとってもな」

「分かりました。とりあえず三人ほど手配するので、任せます」

「了解した」

　オーク同士の短い会話の後、続いて前に出たのは翼人。

　この中では一番ヒューマンに近い容姿だが、彼らの背にある翼がそれを否定している。特性にも人離れした点がいくつもあり、彼らが亜人の中でも異端の存在だと知ったエヴァは大いに驚いた。

「国境警備は問題ありません。時々魔族らしき者達が来るものの、侵入などはされていません。何度か警告を無視した者らと戦闘に発展した事もありますが、いずれも撃破できています。こちらに損害はありません」

「お疲れ様。では警備と他の任務につく人員の割り振りは現状のままが理想的ですか？」

「いえ。警備に回っている者の手が空いてきています。慣れによる担当エリアの拡大、巴様からの索さく敵てき技術の講義などありまして、何名か他の任務に移っても問題ありません」

「そうですか、それはありがたいです。では、後で候補を出してもらえますか？」

「分かりました」

　ケリュネオンは断だん崖がいをそのまま国境にする特異な国だ。

　その国境警備は飛行能力を備えた翼人が担当していて、他者の侵入を一切許していない。

　今のケリュネオンに入るには、クズノハ商会の許可が絶対に必要だった。

　そして最後に出てきたのはドワーフ。

　彼は口を開く前から困り顔だった。

「さて、何から話すか」

「道具の配備は、やはり遅れが出ていますか」

「今のケリュネオンには、儂らのような職人はいくらおっても足りんからのう。国民の中に土属性の魔術を得意とする者がもっとおれば、状況も少しは変わるが……人員不足はどうしようもないレベルになっておる。かといって、我らからもこれ以上人数を出せぬしな。前にも提案したが、他のドワーフを国民として呼ぶわけにはいかぬか？　ケリュネオンにはいくつか火山があるし、ドワーフにはそれなりに良い環境なんじゃが」

「その件は若様の判断を待っているところですね。どうやら、ローレル連邦からの引き抜きになるのではないかと迷っておられるようでしたが……」

「若様を悩ませるのは申し訳ないのう。じゃが、ローレルのドワーフにも連邦への帰属意識などありゃせんと思うが。儂らは所詮どこまでいっても職人じゃからなあ。精霊信仰に走った者は例外としても、ドワーフ自身が頷くのなら問題はないはず、と申し上げてみてくれんか？」

「話してはみます。ただ、若様はあの通りの方。結果としてローレル連邦の国力を削ぐ可能性を考えておられるでしょうから、ご決断に役立つかどうかは分かりませんよ」

「連れてきてしまえば、ローレルの国としての潜在的な力が減る可能性もある、と。難儀な事までお考えになる。とにかくじゃ。儂らとしては人が足りぬ。ヒューマンでも亜人でも、鍛冶に興味のある者を回すなど、早急に対処を願いたい。武具、農具、建築物に土建作業と、やる事ばかりが山積みじゃ」

「苦労をかけて申し訳ありません。こちらも今日中には人員を考えてみます」

「頼む。儂からもローレルのドワーフで知っているコミュニティの特徴などをまとめて、若様の参考資料になりそうなものを作っておく。後ほど届けさせよう」

「助かります。ではエヴァ、戻りましょう。分かっているとは思いますが、今日も寝る時間はいつも通りです」

　それまで興味深そうに話に耳を傾けていたエヴァが、エマからの唐突な言葉に顔をひくつかせた。

　他の面々は既に街に向けて歩きはじめている。

「いつも通り……ですか。あの、私この三日まともに寝ていない気がするのですが。もしかしてあれが、いつも通りの睡眠時間と……」

「ちゃんと一時間寝ているじゃありませんか。体調に問題がないように、きちんと補助薬品は与えているはずですよ？　飲んでないとでも？」

「飲んでます！　飲んでるから、心が異常に疲れているのに体はやたらと元気なんですけど！　今みたいな状況は一体いつまで続くんですか!?」

　数日限りの事と思って励んでいたエヴァは、激務に終わりが見えないどころかこれが通常だとばかりに言われて、思わず反論する。

「いつまで？　当然、我々の助力が必要なくなるレベルに貴女が育つまでです。いい大人がハイハイすらできない状態も同然なんですから、精々必死に励みなさい」

「ハイハ……!?　だってあんな無茶苦茶な計画をそのまま進められるわけが！　それにライドウ先生だって、そんなに政治とか経営とか詳しそうじゃなかったですよ!?」

「なんて無意味な……若様を引き合いに出してどうするんですか。貴女、ハイハイで大地が割れるんですか？」

「……」

「くだらない。さ、背筋を伸ばして堂々と歩きなさい」

　エマはエヴァの叫びを一いっ蹴しゅうしてさっさと先を行く。

　それを追いかけるエヴァは、丸まりそうな背を必死に伸ばしながら歩いていた。

　彼女が追いついたあたりで、リザードマンとオークが口を開く。

「エヴァ、一つの国の代表になるのは容易い事ではない。知識、知恵、力。他国と関わらずに済んでいる今の状況ですら、一定以上は求められる。今後外交など始まればこの比ではないのだ。エマ殿が示す以上のペースで育たねば、ケリュネオンの未来は暗いぞ」

「まったくだ。お前には人心をまとめる圧倒的な魅力もないのだからな。今のこの国の民は、元々ここに住んでいたわけではない。彼らをまとめていくのは困難な話だが、やるしかないのだ。そのための知識と知恵と力。三つの中で一番身につけやすいのは知識だ。必死で学べ」

　翼人、ドワーフもありがたいお言葉をエヴァに授ける。

「貴族だの王族だの、血統のみを根拠にした世せ襲しゅうなどしているから、そのような甘えが生まれるんです。領地を持ち人の上に立つなら、それだけの何かを見せられるようになりなさい」

「半分狂って夢見た望みかもしれんがの。叶った以上は責任も生じる。諦めるんじゃな」

　エヴァの顔に引きつった半笑いが張り付いた。

「いっそ、ロッツガルドにいた時みたいに狂ってしまえば楽かもしれない……」

「狂気か。それもいいかもしれぬ。確実に今よりもお前に覚悟や力を与えてくれるだろう」

　ミスティオリザードが真顔で狂気を肯定する。

「大事なのはお前が元首として相応しい能力を持ち、判断を下せる事だ。正気である必要は別にない。良い案かもしれんな？」

　ハイランドオークからも慰めの言葉など微み塵じんもなく。

「若様を失望させる結果になるなら、狂ってでも事を成し遂げてください」

「どうあっても同じ結末に至るじゃろうから、せめて正気の方がお前さんの喜びは大きいんじゃないかの？」

　翼人にドワーフ。全く容赦がない言葉が次々に飛ぶ。

「皆さん、エヴァを甘やかさないでください。その娘はケリュネオンを背負って立つのですから。若様と……そう、契約を交わした身なのですから。狂って楽になろうなど……」

　許すわけがない。

　エマの発言の後に続く言葉は、全員の目からエヴァに伝えられた。

　エヴァは力なく項うな垂だれる。

　亡国の復活。

　それは奇跡だ。

　なのに、果たされてしまった。

　ならばその対価は、代償は……いかなるものだったとしても、払わざるを得ない。

　とんでもない事になった──そう思いながら、エヴァは前を見て歩く。

　過去の自分に会えるなら、〝もっと現実を見ろ〟と胸倉を掴んで怒鳴ってやりたい。そんな後悔にも似た気持ちをほんの少しだけ抱えて。
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　深い霧が周囲を包み込む。

　この辺りでは珍しい現象ではないと知っている彼女も、今日ばかりは霧など出ていない方が良かった、と思っていた。

　腕を組み、彼女は客人を待つ。

　その隣には四つの腕を持つ巨人の姿がある。彼も目を閉じて、ただ静かに立っていた。

　二人の後ろには、完全に武装した魔族の精兵が並ぶ。

　ピクリと、巨人が目を開け、前を見据えた。

「来た？」

「そのようだ。三人だな」

「もっと見晴らしが良い方がよかったわ。今日だけは」

「そうだな。アレを迎えるのにこれだけ視界が悪いと、正直ぞっとする」

「客人、か」

「魔人と呼ぶのは失礼であろうな。アレは不本意のようだった。ライドウと呼ぶのが妥当か」

「でしょうね。イオ、言っておくけど、都につくまで揉め事を起こさないでよ？」

「その言葉はそっくり返そう、ロナ。あれだけあっさりと排除されては、俺の方に敵意も何もあったものではない。俺はただ恐ろしいだけだ」

「魔将のエースに〝恐ろしい〟と言わせるんだものね。しかも何故かこんな私達の領土の真まっ只ただ中なかで待ち合わせ」

　ロナは静かに溜息を漏らす。

　情報を集めるのが得意な彼女でも、全てを把握できない〝客人〟への苦手意識が滲にじみ出ていた。

　当人を前にしてそれを見せないだけの腹芸はこなせるものの、まだ接触していない段階では多少の弱気も見せる。

「レフトが一時行方不明になったケリュネオンから十キロほどか。奴はあそこで何があったのか覚えておらんし、ケリュネオンへの偵察も……」

「成果なし。以前はなかった断崖が突然存在しているって分かっただけね。そこに橋がかかっているのかどうかも不明」

「部下の被害も出ているのだろう？」

「深入りした部下は全滅よ。部隊ごと消えちゃってるから、何が起きたのかもさっぱり。まさか、連中が関わっているなんて事は考えにくいんだけど、タイミングがどうもね」

「結局、レフトの記憶回復を待つのが一番か。我々にとってケリュネオンはさほど価値はない場所。それ以上の実害がない以上、徒いたずらに被害を出す事もなかろう」

「悔しいけど、そうなるわね。今は放置するしかないわ」

（……軍外部からの干渉は、多少させてもらうけど）

　ロナは心中で少しだけ言葉を付け足す。

「だがもし、お前が憂うようにケリュネオンの異常が奴らに関係していて、その上でこの場所で我々と待ち合わせるとなると」

「……」

「クズノハ商会、そしてライドウ。食えぬ連中だろう。あの男自体はそれほど策を弄ろうするようには見えなかったがな。そもそも奴らは小細工などする必要はない、か」

「……ええ。どうやら、お目見えね」

　小声で話していたイオとロナが口を閉ざし、姿勢を正す。

　霧に三つの影が浮かび、そしてその姿がすぐにはっきりと像を結ぶ。

「お待たせしましたか？」

　真ん中の男がイオとロナを見て申し訳なさそうに言った。

「いえ。時間よりも少し早いくらいかと。ようこそ、ライドウ殿。そしてお連れの方々。防衛の関係上転移を使った移動ができない事をご了承頂き、感謝しております。これより都まではまだ相当距離がありますが、我々が責任を持ってご案内いたします。申し遅れましたが、私はイオ。魔将として王に仕えております」

「改めてになるけれど、私はロナ。イオと同じく魔将の一人よ。久しぶりね、ライドウ。陛下も貴方に会えるのを心待ちにしているわ。この度は無理な申し出を受けてくれて、本当にありがとう」

　妙に形式張った言葉のイオに対して、ロナはフランクに挨拶をした。

　表情も真面目な堅かた物ぶつと柔にゅう和わな笑みで対照的だった。

「クズノハ商会代表、ライドウと申します。よろしくお願いいたします。こちらは事前にお伝えしました私の供で、澪と識です」

「澪です。よろしく」

「識です。お世話になります」

　ライドウの自己紹介に次いで、両脇にいた男女が軽く一礼する。

　黒い髪、黒い着物に身を包んだ女性は澪と名乗り、どこか素っ気なく。暗く落ちついた赤い髪、白いローブを纏った男は識と名乗り、にこやかに。

　こちらも態度が分かれる挨拶だった。

「では、数日の道のりとなりますが、参りましょう」

　イオの言葉を合図に、魔族の兵が陣形を整える。

　この十数年、殆どヒューマンが足を踏み入れる事がなかった領域。そしてその先にある、これまで一度もヒューマンが訪れた事のない未み踏とうの領域へ。

　クズノハ商会代表、ライドウが一歩踏み出した。
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　白の砂海でも思ったけど、この世界はまだまだ不思議な場所が沢山あるみたいだ。

　流石ファンタジー。

　イオとロナに迎えられた僕らは、数日の道のりを彼らと一緒に進んでいた。

　初日は吹雪ふぶいたけど、北国といえども一日のサイクルは普通。

　時折ある魔物の襲撃は、魔族の皆さんが華か麗れいに撃退してくれた。ケリュネオンに出るやつと同じ魔物もいたから、対処方法を参考にできないかと見学してみたりもした。

　驚いたのは二日目。まだ昼なのに薄暗くなってきたと思ったら、そこから一気に空が暗くなった。

　小一時間も進んだ頃には、もう夜そのもの。地面も所々完全に凍結していて、歩くというより一歩一歩踏みしめていく感じだ。雪も降るというより地表を殴りつけるみたいに勢いが強く、とても人が足を踏み入れられる環境じゃないように思えた。

　でも、ここではそれが普通なのか、魔族側に慌てた様子はない。初日同様に防寒の結界を展開してキビキビ進んでいく。恐るべし北国住まい。

　結局、この日の半ばからは常とこ闇やみとも言える状況で、吹雪の氷原を進むという得難い経験をした。

　そして三日目。

　朝が来ない。二日目の午後からずっと夜だ。

　太陽が出ない場所なんてあるのか。そりゃあ寒いわ。

　この日は──って、つまり今日の事になるんだけど、魔族に少し慌ただしい動きがあった。

　魔物の襲来だ。それ自体は今までも何度かあったので珍しくなかったんだけど、どうやら出てきた敵のレベルが予想以上だったみたいだ。

　体毛が真っ白で、かなり迫力のある巨躯のライオン。

　こんなの、ケリュネオンでも見たという報告は聞かないし、僕も初見だ。

　立派な鬣たてがみをしたオス（だと思う）が何匹か襲ってきた。

　僕らに飛び掛かってきた時、その大きさがはっきりと分かった。前に出た魔族の兵と大きさを比較すると、大型のワンボックスカーくらいありそうだ。

　そして疾はやかった。

　慌てて陣形を整えようとした魔族の兵が一瞬で噛み殺された。

　凌いだ人もいたようだが、僕の前に出た人は駄目だった。道中で軽く言葉を交わしたくらいの関係でしかないけど、残念な気持ちになる。

　供く養ようになるかはともかくとして、せめてこいつを倒してあげよう──そう思って前に出ようとした僕を、識が手で制した。顔を見ると、首を横に振っている。

　なんのこっちゃと思ったけど、ここは従って少し様子を見る事に。

　結局イオとロナも戦線に加わって、白いライオンは撃破された。

　その後も想定外の事が何度か起こった。これまでとは明らかに強さの違う魔物が出没し、同行していた兵にも被害が出た。

　僕達を包む防寒の結界は維持されているし、進行のペースも変わっていないけど、なんとも満まん身しん創そう痍いで痛々しい。振り返ってみても、ちょっと普通じゃない気がする。

　今、ようやく休憩をとる事になり、僕らは識が用意したテントで一時的に休んでいる。

　ロナは僕らの分のテントも用意してくれていたが、それは辞退した。

　一応こちらで準備すると伝えてあったんだけど、万が一、僕らのテントがこの一帯の寒さに対応出来ない物だった場合の備えとして持ってきてくれたんだとか。

「識はここまでの寒さだって想定してたの？　これ、すっごい防寒性能みたいだけど」

「はい、魔族領は冬は大半が極きょく夜やの地ですから。このテントは即座に展開できて大抵の環境に対応できるように作らせました」

　極夜。確か、日中でも太陽が出ない事だっけか。

　侵略で領土が広がったとはいえ、なるほど。彼らが元々住んでた場所はそういう過酷なとこって事か。ケリュネオンも冬は相当きついと思うけど、ここと比較すれば、まあマシって評価になるだろうな。

「助かるよ。でもさ、魔族も一応用意してくれてたみたいだけど、断ってよかったのかな」

「そうですわ。どうせ夜は亜空に戻って休んでしまうのですから、あちらの好意を受けて差し上げた方が良かったんじゃありません？」

　澪も同じ意見なんだ。って事は、何か問題がありそうだなあ。

　そうか……魔族側から借りると、何か探りを入れられる可能性があるとか？

「あちらはこちらの不備に備えただけの事。それに、ロナが用意した物になど頼りたくもありませんので」

　やっぱり。

「──と、ロナがどうのというのは冗談です。お互いの立場を考えれば、ロナはこの道中にそういった事はできませんから」

　……。

　やっぱり、って口に出さなくてよかったー。

　何故だか質問したいところだけど、なんとなく躊躇するな。

「どうしてです？」

　僕の心を読んだかのように、澪がナイスな質問。

「こちらは招待された客人で、ロナは魔王の言葉を我らに伝えて案内する役だからですよ。あれでも魔王には忠実ですから、その任務を汚けがすような事はせんでしょうな。だから、たとえ奴の用意したテントを我らが使ったとしても、内部を探る事は彼女には絶対にできないのです」

「バレないようにやれば良いだけじゃありませんの？」

「私がおります。私に気付かれるリスクは想定しているでしょう。それに若の力も見ていますから、半端な事は全て逆効果だと分かっていますよ、あれも」

　識って、ロナの事を本当によく知ってるんだな。馴染みというよりは、犬けん猿えんの仲って感じだけど。

「はぁ、面倒」

　澪は溜息を漏らしてぼそりと呟く。

　ここのところ、朝と昼は彼女が満足するような食事じゃないからなあ。

「ところで若様、先ほどは出過ぎた真似をして申し訳ありませんでした」

　識は神妙な顔つきで頭を下げる。

「いや、別に謝らなくていいよ。でも、理由は何？　ちょっと手伝おうと思っただけだよ？」

「まさにソレです。あれはロナの手です、若様」

「……え？」

「数まで予想していたかどうかは分かりませんが、あえて強力な敵に襲撃させて、若様から協力の申し出を引き出そうとしたのですよ、あの女は」

　いやいや、それは疑いすぎでしょうよ。味方も結構酷い目に遭ってるぞ？

「いやそれは」

「その証拠に。我々が出なくてもきちんと対処してみせたでしょう？　全部」

　白いライオン──雪ゆき獅じ子しも、氷みたいな鱗の竜──フロストドラゴンも、確かに魔族だけで対処しきったけど……。それが理由になるか？

「……もう少し根拠がございます。彼らはあのような状況下でも防寒の結界を切らさず、人手が減ってもすぐに陣形を立て直していました。見事な錬れん度どだと評価する事もできますが、私には予あらかじめ対処方法を想定していたように見えました」

「そういえば、戦闘中数名の兵が私達の方をしきりに気にしていましたね。ロナという女はさりげなく見ていた程度ですけど」

　澪も思い当たる節ふしがあるのか、納得の表情だ。

　僕は全然気付かなかったんですけど。暗い中の吹雪で、あんまり周囲に気を配ってなかったなあ。

　……反省だ。

「ええ。魔族の方からは協力を頼めない。でもこちらから進んで申し出る分には、受ける余地はある。こちらの力を少しでも見る事ができるし、何より共闘は連帯感を生みますからな」

「部下が死ぬのも想定の内って事？」

「考慮はしていたでしょう。当然、切り抜けられるのであればそれはそれで良い事ですし。今治療を受けているのは運よく助かった方の兵というところでしょうな」

「そこまでして僕らを探ったり引き入れたりしたいのかねえ」

「そのようですね。僅かでも情報を集め、利を得るために部下を犠牲にし、そして少しでも好印象を与えるために国こく賓ひんでも迎えるような厚遇をするほどには……我々に関心がある様子です」

　それこそ、無駄なのになあ。

「たかが一商会の代表を招くにしては度が過ぎてるよね。だって、魔将が二人だもん」

「ええ。それに、イオの自己紹介とロナの挨拶……気付かれましたか？」

　あれか。僕も少し違和感があった。まあ、指摘されて思い出す程度に、だけど。

「うん、なんか変だったね。イオの方はまるで初対面みたいだったし、ロナの方は変異体騒ぎの前のようにフランクな感じだった」

「その通りです。イオは王都での事はできればノーカウントにして欲しい、ロナの方は変異体の一件の前の振舞いが本来の自分ですよ、と言外に伝えているのかと」

「何それ、ちょっと調子よくない？」

　でも、そうだとすると、「いや、王都で会ったじゃないですか」って返さなくて正解だったのか。

　そんな事言ったら、イオの思惑を思いっきり否定しちゃうし。

「恐らく魔王から具体的に何か言われるでしょうが、そのような意図だと思いますよ。つまり──」

　識はそこで一度言葉を区切って、目を細める。

「これまでの〝不本意な関係〟は水に流し、新たに良い関係を築きたい。魔族は本気で若様とクズノハ商会を欲しているようです。この分だと、魔族の都に着いたらパレードでもしてもらえるかもしれませんな、くふふ」

　くふふ、じゃないよ。巴化してきてないか、識。

　勘弁してくれ……。そっちに行かれると僕の心のオアシスが消えてしまう。

「パレード。パーティーならまだ価値もありますが」

　明らかに食べ物の事しか考えていない澪が、不満を表す。

　パーティーだったら食事もあるもんね。

「澪殿、パレードがあってパーティーがないのはまずありえません。宴は歓迎の基本ですから」

「……なら良いですね。パレード、許しましょう」

　よくなーい。

「魔族独自の食というと、半分凍った肉をそのまま薄切りにして食べるものや、様々な味の付いた氷を利用した氷料理なるものがありますな。以前訪れた時にはその程度しか見ませんでしたが、これほど特異な環境ですから、他にも色々あるやもしれません」

「今日にはもう都に入れるのでしたか？」

「いえ、今日は集落で一泊すると聞いています。都への到着は明日になるでしょう」

「早く食べたいですね、若様」

「えっ、あ、うん。そうだね。楽しみだ、氷料理」

　つい反射的に答えちゃったけど……冬に冷たいものか。

　こたつでアイスは鉄板だけど、こっちではどうなんだろう。

　テントをちょっとだけ開いて外の様子を見る。

　少し先の見通しもきかない氷の大地。星も見えない真っ暗闇に、風と雪が吹き荒れる。

　強い風の音だけが一帯に響いていた。

　場所が場所なだけに、凍った肉とか氷とか言われてもいまいち食欲が湧かない自分がいる……。
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　パタンと、小さな音を立てて扉が閉まった。

「ルト、貴方ねえ！　なんなのよ、いきなりランサーの卵を、非常識が砂海を滅茶苦茶に──おばさんって!!」

　部屋に入るなり、意味不明な言葉を捲まくし立てる妙みょう齢れいの女性。それまでの落ち着き払った態度から一変、顔を隠すフードを取り去るのももどかしく、彼女は部屋の奥にいる人物に詰め寄っていく。

　彼女は上着のボタンを外し、フード付きのローブを脱ぎ去ると、横にあったソファに放り投げた。

「っと。久しぶりの再会じゃというのにご挨拶じゃな、砂々波。いきなり〝これ〟とは」

「っ!?　あ、ごめんなさい。つい……!?」

　部屋の主以外は誰もいないと思っていた女は、ソファから立ち上がった人物を見て慌てて謝罪、そしてすぐに絶句した。

「予想通りか。いやー、真君なら絶対やってくれると信じてたよ！　砂海あそこは僕でも覗けないエリアだから、現場が見られないのが心底惜しかった！」

　部屋の奥にいた彼女の目標──ルトが満面の笑みとともに歩き出したのも気にも留めず、戸惑いの言葉を口にする。

「貴女、蜃しん!?　え、でも少し違うような……」

「蜃じゃよ。いや蜃だった者というのが正解かの。とあるヒューマンと支配の契約を結んでな、今は彼の者の従者として忠実に、従順に仕えておる」

「けい、やく？　しはいの？」

　考えて話しているのではなく、ただオウム返しにしているような女の反応。

「おう。よって、今は巴と名乗っておる。先だっては帝都にも行ったぞ、主の供でな」

「あら。寄ってくれたらお茶くらい出したのに、水臭いのね。でも、私もちょっと込み入った状況だったから仕方ないわね。折角貴女が荒野から出てきてくれたのに、お構いもしないでごめんなさい」

　旧知の竜との思いがけない再会に、砂々波と呼ばれた彼女──上位竜グロントは顔を綻ほころばせた。

　だがやはり、まだ状況が呑み込めていない。

「くくっ……で、グロント？　僕に何か用なんだろ？」

　ルトは巴の向かいのソファに腰を下ろして、立ったままのグロントを見上げる。

「──!!　そうです、ルト!!　あのヒューマンはなんなのですか！　ランサーの卵、上位竜の卵ですよ!?　それをヒューマンなぞに預けて!!」

　思い出したかのように語気を荒らげるグロント。

「でも強かったろ？」

「そ、それはもう」

「やっぱり、僕より？」

「少なくとも、貴方と喧嘩をした時よりは絶望的な気分になりましたね」

「はぁー、やっぱりかぁ。傷つくなあ、同じ上位竜にもこう言われるんだもんなあ。真君、ナニモノになる気かねえ」

　ルトはソファの背もたれに身を投げて、天井を見つめる。

　言葉の割に随分と楽しそうだった。

「まこと？　いえ、彼はライドウと名乗っていましたけど」

「ああ、どっちでもいいよ。真君がライドウだから。ま、あれだよ。僕らみたいに名前が二つあるようなものだよ。そうだね、僕が万色のルトなら、彼はライドウの真ってとこかな。深くは気にしなくていいけど」

「はぁ。それなら……で済むわけがないでしょう！　きっちりと説明してもらいますよ！　あの最終兵器みたいなヒューマンの事、ランサーがどうして卵になっているかって事、なんで私がランサーの面倒なんて見ないといけないのかって事!!」

　グロントは巴の隣──ルトの真正面に座ると、凄い剣幕で彼に問い質した。

　しかしルトはその険しい表情も涼しく流して、巴に話を振る。

「……しかしさあ巴。凄いよね、今冒険者ギルドの一室に上位竜がこんなに揃ってるんだよ？　これってちょっとしたサミットだよね。さしずめＤ……５ファイブ？」

「実質は３スリーじゃろうが」

「惜しいなあ、グロントがランサーを持ってきてくれたら６シックスだったのにさ」

「発言できんのが増えたところで、なんの意味もあるまいよ」

「集まりが悪い近年では稀な出席率なのに……」

「ルト!!　何を意味の分からない事を言っているんです！　私は誤魔化されませんよ!!」

　グロントの怒りはおさまらない。

「分かってるよ。ランサーの事だろ？　今説明するって……ほら、これ」

「……は？」

　ルトは二つの卵をどこからともなく取り出して、テーブルに置いた。

　グロントの目が点になる。

　その卵が何か分かったからだ。

「こっちが夜よ纏まといで、こっちが瀑ばく布ふ。はい、残念。上位竜はここにいる僕ら以外全員狩られちゃいましたー!!」

「……ええっと、え？」

「最初が一応御み剣つるぎ、ランサーで、次が瀑布でしょ、その次が夜纏で最後が紅あか璃り。もう次々に殺し回ってくれてね」

「私、何も聞いてないわよ？」

「そりゃあ上位竜を的まとにするんだから、その辺りはよく考えて動いていたんじゃないの？」

「……っ!!　まさかそれを、あのヒューマンが!?」

「へっ？　あー、違う違う。彼は事件を収拾してくれた人。犯人を倒してくれたの。それで皆卵になってて、ランサーについては守もり役やくもいない子だから、近場の君に任せようかと。で、真君にお使いを頼んだわけ」

「……犯人って、何者よ」

「恥ずかしながら、僕の血を妙に受け継いだヒューマンとドラゴンの混血が犯人。いや、倒した竜の力を取り込んで結構無茶な感じになっててね。帝国の勇者君なんかも死にかけたんだよねー。いや、申し訳ない」

「帝国の勇者……ああ、魅了の。アレがいるから、私も若返ってしばらく帝国を留守にしようと思ってたのに……」

　グロントは頭痛を堪こらえるように苦しげに顔をしかめ、額に手を当てる。

「こんな状況だからそれは勘弁ね。もう少し落ち着いたら、別に構わないよ。君の場合、記憶を残したまま転生できちゃうからね。その術、是非教えてほしいもんだよ」

「転生せずにそうやって生きている貴方には不要でしょうに。それで？」

「何が？」

「あのヒューマン、上位竜を四匹も食らって力にした化物を相手に、どうやって戦ったの？　貴方も協力したんでしょ？」

「ん、真正面から力で。僕は協力どころかトドメだけ譲ってもらった感じ？　おかげで彼には人材とか色々都合する羽目になってさ。まあ、関わってて楽しい子だから、別に良いんだけど」

　またしてもグロントの目が点になる。おまけに顎が外れたように口をパカーッと開けっぱなしだ。

　そんな様子を黙って見ていた巴は、口元を押さえて笑いを堪えていた。

「……ねえ、ルト。またいつもの悪ふざけ？　私はどこから真面目に聞けばいいのかしら？」

「失礼だな。悪戯いたずらしたのは真君への言伝くらいで、他は真面目に話しているよ」

「言伝？」

「うん。帝国に僕の〝叔母さん〟のグロントって竜がいるから、ランサーの卵を届けてきてお願いって」

「やっぱりあれは、お前の仕業かああああああ!!」

　グロントがテーブルに片足をかけ、ルトの胸倉を掴んで前後に激しく揺さぶった。

　瞬間移動かというほどの、今日一番の素晴らしい動きである。

「ちょ、グロ、落ち、着いてっ!!」

「落ち着いていられますかぁっ!!　私ね、あんなに絶望的な思いをしたの初めてよ!?　ブレスで服も揺らせないし、術は当たっても届かないし、時々発動をキャンセルされる！　爪や牙や尾を何発当てても、あいつは申し訳なさそうに頭をかいてるだけだし!!」

「あちゃー。あの魔力体、そこまで強度があるんだ。しかも随分安定してきてるような。恐いなあ……」

「恐いなんてもんじゃないわよ！　仕舞いには薙ぎ払おうと振るった私の爪があいつに片手で止められた拍子に砕けて、物凄く痛かったんだからね!?　ほら!!」

　片手でルトを吊るしながら、グロントは右手をルトの眼前に出す。しなやかで綺麗な指だったが、言葉の通り爪が割れており、見た人が顔をしかめる痛ましい状態である。

「治してもらえんかったか」

　巴がお茶を啜すすりながらグロントに声を掛けた。

「治しましょうか、って申し訳なさそうに言われたわよ？　でもね……〝はい、お願いします〟なんて言えるわけないでしょう!?　散々こっちから攻撃して疲れ果てたところを、無む造ぞう作さに投げ飛ばされた後でよ!?　〝舐めないで、用事は何〟って、強がるのが精一杯よ!!」

「なるほど、竜が打ちひしがれてその有様では、若もそれ以上言えぬか」

「私にもね、一応上位竜という誇りが……って、わか？　若？？」

　これまで顔も向けずに巴に応じていたグロントが、この時初めて巴のいる方に顔を向けた。

「ああ、儂も帝国に行ったと話したであろう？　主の供で」

「ええ」

「儂の主はな、ライドウと言うんじゃ」

　その一言で、場の空気が凍る。

　もっとも、騒そう々ぞうしい空気を作っていたのはグロントであり、彼女が凍りついただけの事だが。

「……なんですって？」

「先刻言ったではないか。支配の契約をヒューマンと交わしたと。その相手がライドウこと真様。儂の主じゃ」

「支配の、契約。そう言えば、さっき言って……ええええええ!?　ヒューマンと、支配の契約!?」

「どれだけ時間差なんじゃ、お前は。その歳でリアクション芸人志望か？」

「え、だって貴女。上位竜が、ヒューマン？　支配って、それがあの子、ライドウ？」

「そうじゃ。おっと、ルトを下ろすでないぞ？　そのままじゃ」

　放心気味のグロントの手から力が抜け、ルトが落ちそうになっていたのを、巴が指摘する。

「あれ、なんでそういう事を言うかな、巴。今夜は久々に上位竜同士で飲もうって話だったよね？　確か君の作った美味い酒があるとか？」

　不穏な空気が頬を撫でるのを感じたルトは、恐る恐る巴に確認する。

「無論、偽りはない。じゃがな？」

　巴はグロントの肩越しのルトに、これまでとは異なる鋭い光を宿した目を向ける。

「酒宴の前に少々問い質したい事があっての？　まあ、もう自白は取れたが。よくもまあグロントへの禁句を若が口にするように仕向けてくれたのう？　しかも勘違いで連呼しかねない風に」

「い、いや。それはさ、真君なら百パーセントグロントを殺す事はないだろうし、かといってグロントに彼を殺せるわけもないって分かっていたからでね？　ほら、よく考えてみなよ。真君の事がある意味一番よく分かるのは、やっぱ拳を合わせてみる事じゃない!?」

「……それで私は心と身体に割と深い傷を負いましたけど？　連呼もされましたけど？」

　ルトを掴むグロントの拳が怒りに震える。

「グ、グロント。落ち着こう。二対一なんて上位竜のやる事じゃないと思わないか？」

「安心せい、グロント。その傷、後の酒宴にて極上の酒で存分に癒してやろう。じゃから今は……分かるな？」

　口元に不敵な笑みを浮かべながら、巴はグロントに目配せする。

「分かります。今は巴──だったわね。この悪趣味なお馬鹿に少し〝お話〟をしなくてはね、そうでしょ？」

「うむ。当然拳で、な」

「ええ、拳ね。ちょうどいいわ、コレが終わったら爪を治療しましょ。この痛みごと怒りを叩きつけてやらないと気が済まないもの」

「巴、お前最初からその気でここにいたね!?」

「ちと、勝手が過ぎたな、ルト。なに、夜までは長い。今のうちに休憩でもしておくがいい!!」

「どれだけ恐かったか、思い知らせてあげますからね!!」

「ちょお!?　今日は本当に仕事が溜まっ……あがああああっ」

　その夜、巴が持ってきた日本酒は、二人の竜りゅう姫きの喉のどを存分に潤し……もう一人の参加者の傷には随分沁しみたようだ。













９




　パレード……本当にありました。

　祭りの神み輿こしかってくらいに目立つ装飾が施されたオープンカーならぬオープン馬車で、都の門からお城までの大行進。この世界に来て一番の羞しゅう恥ちプレイだった。

　今日ほど仮面を持ってくれば良かったと思った日はない。

　先頭はイオが、彼のサイズに合った黒々とした巨馬に乗ってゆっくりと進み、晒し者の僕らの横にはロナが付く。

　そりゃあこの人らは自分の国だし、身分的にも多分こういうのには慣れているんだろうよ。

　でも僕は日本では一般市民、こっちでも商人なんだから、こんなイベントに即座に対応するのは無理だ。引きつる顔をなんとか無表情にまで戻して、ただ無心になろうとする事しかできなかった。

　驚いたのは澪と識だ。

　澪は澄ました顔で何事もないように落ち着いていたし、識に至っては向けられる歓迎の言葉に応じてにこやかに手を振ってさえいた。

　この人達も素直に凄い。

　あとは、魔族の人達の価値観というか、人への評価というか、そういうのも新鮮だった。

　パレードが始まってすぐに、広い通りの両脇に青い人だかりができて、僕らに視線が集まった。

　僕ら三人の中で、普段一番力が表に出ているのは識だ。

　僕は魔力体を隠蔽している関係で、普段から魔力そのものが限りなく他の人に気付かれにくい状態になっている。それもあって、配置的に一番の目玉っぽいのに魔力が少ない僕には奇異の目が、澪には不思議そうな眼差し、そして識には感嘆の溜息が向けられた。

　しかしすぐに、澪にも感嘆や尊敬の視線が集まるようになり、最後に二人に挟まれている僕も、多分その凄い二人を従えているという理由から、キラキラした目を向けられるようになった。

　十分もしないうちに、黄色い歓声は僕にも降り注いだ。

　素顔なのに。

　魔族にとって容姿は二の次で、どれだけ力を持っているのかが人を評価する基準なんだと納得したね。

　ヒューマンとは違って、青い肌、頭部に角を持つ魔族だけど、あの女神が生み出しただけあって皆整った顔立ちをしている。

　僕らは一体どういう触れ込みで紹介されているんだか恐くもあるし、美形集団に歓声で迎えられるのはなんとも居心地が悪い。




　小山のようにそびえる城に入り、僕らは広々とした部屋に通された。

「ふふふ、本当にやりましたね、パレード。昨夜の集落での歓迎も実に大おお仰ぎょうなものでしたが、ここまで念を入れるのかと思わなくもありませんな」

　識、笑い事じゃないんだよ。

　気疲れで溜息が止まらないんだ、こっちは。

　気を抜くと無意識に腹の底から深い息が漏れる。

　この部屋には盗聴や覗きの心配はないという澪のお墨付きがあるといっても、溜息連発は控えないとな。

　情けない。

「何軒か美味しそうなお店もありました。後で行ってみます」

　そういえば、あのケバブみたいなのは美味そうだったな……じゃなくて。まず、外に出ていいかを聞く必要があると思うんだ、澪。

「外ね……出られないか後で聞いてみるよ。でさ、昨夜の集落での歓迎もやっぱり向こうの策なの、識？」

　識に確認する。

　吹雪に耐えて存在していた集落は、確かに僕らを手厚く迎えてくれた。

　魔王の関係者、それも魔将が来たからだろうと思っていたんだけど、何か裏があるのかねえ。

　魔王ってのは集落の人からも支持されてるんだなあ程度にしか、僕は思わなかったけど。

「当然でしょう。都以外の場所でも魔族は一枚岩であり、魔王は善政を敷いて支持を得ていますよ、というアピールかと。パレードもその一環ですな。恐らく魔王が招いた客人であれば歓迎は当然と、かの王への民草の信頼を見せたかったのでしょう」

「アピールするって事は、実際はそうじゃなくて圧政を行なっているとか？」

「いえ。魔王は間違いなく魔族にとっての、いえ亜人にとっての善政を敷いております。この都で魔族が最も多いのは間違いないですが、亜人の姿も多く見受けられたでしょう？　パレードを迎える民衆にも普通に交ざっていましたし」

「ああ、確かに。それならわざわざアピールしなくても、見れば分かるのになあ」

「……。ごく短い滞在の間に、少しでも魔族の事を理解してほしい、といったところでしょう。これで良い部分だけを見せる輩やからなら……まだやりやすいのでしょうが」

「え、何か面倒な感じ？」

　識の言葉が詰まるのを見て、不穏なものを感じる。

「いえ。どうやら魔族側としては、若様に自分たちをしっかりと見定めてもらう気でいるようです。この分なら我々を分断するような策を弄ろうする事はないでしょう。もちろん、私も気を引き締めてサポートいたしますが」

「ええ頑張りなさい、識。そちらは任せますよ」

　……澪。そちらを任せて、お前は何をやってくれる気なんだ。

「若様の護衛と無茶を見せるのは澪殿に任せますので、よろしくお願いします。ラルヴァとして私が力を振るわずにいれば、奴らも多少こちらの底を深く見てくれるでしょうからな」

「……二人とも、よろしくね」

　澪も働いてくれる気はあるみたいなので、ひとまず安心。

　あー、なんか緊張してきたな。

　ロッツガルドでお偉方に会った時は非常時だったのもあって、そんなに緊張してなかったと記憶してるんだけど。こんな風に招かれて、パレードなんて洗礼を受けて……というのは流石にね。

　帝国に行った時は緊張する前に色々事態が動いたし、智樹がいい感じに緊張をほぐすというか、まあそれどころじゃなくしてくれたから。

　そこで唐突なノックの音。

　うお、来た。

「失礼いたします。クズノハ商会代表ライドウ＝ミスミ様。謁えっ見けんの準備が整いました」

　凛とした声だ。キビキビとした言葉に緊張が高まってきた。

　深呼吸、深呼吸。

「あ、はい！　すぐに行きます！」

　識に扉を開けてもらい、廊下へ出る。

　そこには武装した兵士が二人と、身なりの良い二人の魔族の姿があった。

　出迎えが四人？　いや、でも二人は武装していないし……文官の人も来たとか？

　つい見つめてしまった僕の視線に気付いたのか、兵士ではない二人がペコリと頭を下げた。

　でも何も言わない。

　アクアとエリスみたいな身長差の二人だった。

　大きい方は短く切りそろえた藍あい色いろの髪、立派な山羊やぎみたいな角を生やした男の人。

　歳は流石に僕よりは上だけど、若いと思う。二十代半ば？　かな。物腰は柔らかくて穏やかな笑みを湛えている。

　もう一人の小さい方は女……というか少女。

　長いストレートの金髪から、まだ未熟な一本の角が覗く。口元は笑っているものの、目はなんというか、こちらを観察するような油断のない光を宿していた。

　……エリスみたいに、何か企んでる感じじゃないだけマシか。

　うーん、どういう人か分からないけど、これが魔族の作法なのかもしれない。

　きっと後で説明があるか。

　謁見の準備ができたと迎えに来てもらっているのに、ここで話し込むのは失礼だろうし、識が言うには騙だまし討ちはしてこないようだから、素直に従おう。

「では、ご案内いたします」

　武装した二人のうち、一人が間まを見計らって僕に声を掛けた。

「お願いします」

　今は間違いなく昼なのに、明かりが灯る廊下を歩く。

　ずっと夜だもんな、ここ。常とこ夜よの都とか、なんかかっこいい響きだよね。ん、極夜の都もありか？

　向かいから歩いてくる人は身なりに関係なく両脇に避けて、頭を下げて僕らを見送る。

　うーん、むず痒がゆい。

　でもそんな時間は長くは続かず、かなり大きな、門みたいな扉の前に辿り着いた。

　見ただけで格の違いが分かる屈強な兵士さん、いや騎士さんか？　が両脇を固めている。

　それまで静かに後ろを歩いていた二人も、先導してくれていた兵士二人と一緒に門に近付いて何やら話している。やっぱり、身なりの良い二人の方が立場は上なのかな。

　そんな事を思っている間に、でかい扉が音もなく開く。淡あわい光を帯びているから、何かしらの魔術でもかかっていたのかもしれない。

　扉が開くにつれて、部屋の奥に向かって赤い絨じゅう毯たんが延びているのが見える。

　おお、まさに謁見の間っぽい。

　促されるまま近付いたものの、部屋に入る前にふと疑問が浮かぶ。

「あの、何か最低限のしきたりとか作法とか、あったら教えてもらいたいのですが」

　話しやすそうな笑顔を見せる男の人に近付いて、そっと伝える。

「どうぞ、そのままで構いません。魔族の礼法などご存じでなくて当然です。もし我が王に敬意を払って頂けるのなら、ライドウ様がそう思う形で示してくだされば、それで十分です」

「そ、そうですか。分かりました」

　知らないなら無作法でも咎とがめませんよ、って意味だよね。

　よし、行こう。

　覚悟を決めて前を向く。

　僕に説明してくれた男の人と一緒にいた少女は、赤い絨毯の脇を奥に進んでいった。

　二人は謁見に同席する人なのか。そういう人がああ言ってくれたなら心強いな。

　胸を張って、まっすぐ敷かれた絨毯の上を歩く。

　澪と識は数歩後ろについてきている。

　正面には赤い絨毯の続く階段があり、その先には立派な玉ぎょく座ざ。

　誰かがいるのは見える。

　……っていうか、立ってるな。玉座に座ってないぞ？

　いやいやいやいや!?　それどころか階段下りてきてる!?

　ええ!?　魔族の王様ってそういう事をするの？

　駄目だ、混乱するな。これも相手の手かもしれない。

　つい早足になりそうだったけど、なんとかこれまでのペースを維持して前に進む。

　多分、然るべき所まで行けば、階段の手前に整列している誰かが止まるように指示してくれるだろう。内面はもう混乱極まってるけど、ゆったりとしたペースを維持して歩く。

　魔王と思しき人も足を止める事なく、階段を下りてきている。

　予想外、予想外だよー。

　キョドるのはこの際仕方ない。せめて噛まないように気をつけよう、うん、そうしよう。

　どんどん距離が詰まる。

　部下の人、早く止めろよー！

　王様と初対面の商人が、至近距離まで近付いちゃうぞ？　まずいよね？

　でも、僕の心の声は虚しい叫びに終わった。

　自ずと足が止まる。

　これ以上は進めないからだ。

　僕の真正面に魔王。豪奢なマントが体の前面にもかかっている。

　僕の目線の高さだと彼の胸板くらいを見る事になるから、先にマントが印象づいた。

　悠ゆう然ぜんと立つ魔族の王を見上げ、その顔を間近で見る。

　想像よりもずっと若い。まだ四十になったかならないかくらいの容姿だ。

　男として、脂あぶらが乗りきっている、そんな年齢に見える。

　短めの金髪は、額にかからないように上げられていて、両耳の上辺りから羊みたいな曲がりくねった太い角が生えている。

　目が合い、お互いに顔を見つめた。

　凄い迫力だ。一目で彼は王だと分かる。

　戦えば、多分勝てる。

　でも、なんと言うか……そう、それ以外の全てで勝てる気がしない男ひとだと思った。

　相手を射抜く鋭さじゃなく、包みこむみたいな大らかさを感じる瞳。

　その彼の顔が笑みで満たされる。それは、親しみを感じるどころか一層彼を大きく感じさせるもので、僕は気け圧おされるような気持ちになった。

　思わず後ずさりしそうになっていた足の動きに気付いて、それを押しとどめる。

　そしてふと気付く。

　魔王から差し出された右手に。

　握手を求められていると思って、反射的に僕も右手を差し出す。

　予想通り、しっかりと握り締められた。頼もしさが伝わってくる、強い力で。

「ようこそ魔族の都へ。よく参られた、ライドウ殿。余よは魔族の王、世では魔王と呼ばれる者だ。名は長くて面倒なのでな、ライドウ殿にはゼフと覚えてもらえればよい」
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　よく通る声で、魔王が初めて口を開いた。

「ゼフ、様。私はライドウ＝ミスミ。クズノハ商会という屋号で商売をしている商人です」

　大丈夫だよな？　へ、変な事は言ってないよな。

「うむ。此こ度たびは本当に厳しい旅路を歩かせてしまい申し訳ない。何分、戦争の最さ中なか、許されよ。その分、この都におられる間は何一つの不自由もさせぬと約束する。過日の部下の非礼を含め、十分に償つぐないもさせてもらおう」

「ありがたき御言葉、感謝いたします。ただ、魔将の方との一件につきましては戦争ゆえの不幸なすれ違いだったと思っております。どうか償いなどとお考えにならないでください」

「戦争ゆえ、と……そう言ってくれるか。まこと、ありがたい。しかし客人をもてなすのは当然の事だ。是非楽しんでいってもらいたい。して、そちらのお二人がライドウ殿の部下、商会の一員の方かな？」

「あっ、申し訳ありません！　紹介が遅れました！　男の方が識、女の方が澪。どちらも若輩の私を助けてくれている従者です」

　僕の紹介で、澪と識が王に向けて改めて一礼した。

「識と申します。クズノハ商会の一員として主の供で参りました」

「同じく、澪です」

「ほお……。お二人とも実にお強いようだ。ライドウ殿が羨ましい。いや羨ましいなどと言っては失礼か。ライドウ殿自身も相当な力をお持ちなのだろうな。なればこのお二人を従えるは道理。余の失言であった、許されよ」

「私など。いつも皆に助けられている身ですので」

「すまぬ。しかし、貴殿の強さを測れぬ我が身が口惜しいな。隠しているのなら、余では見抜けぬほどの力の持ち主だという事。どうやら此度クズノハ商会を招く事ができたのは、魔族にとって僥ぎょう倖こうだったようだ。実にありがたい」

「勿もっ体たい無ないお言葉です」

「ふふふ。いや、謁見などと肩肘の張る行事はライドウ殿には疲れるだけだな。では場所を変え、ゆるりと世の話などしよう」

　ええっ、まだ終わらないのかよ!?

「はい、分かりました。あの、従者も同席させて構いませんか？」

「無論、構わぬとも。お連れの方もご一緒にな。そうだ。余も身内を、子を何名か同席させようと思う。ヒューマンの、それも商人から話を聞く機会などなかなかないものだ。良いかな？」

「お子様ですか、私は構いません」

　魔王の子供って事は、王子様と王女様か。そういえば、グリトニアのリリ皇女といい、リミアのヨシュア王子といい、僕は結構王子様王女様と顔見知りだったりするんだな。

　なんか、商会と僕が妙に有名になってきていると実感する。

「では、行こうか」

　ゼフさんは、さも当然のように先立って歩く。

「っ、ゼフ様が自ら案内を!?」

　つい声が大きくなる。

「なに、すぐそこだ。……ああ、都に到着してまだ腹に何も入れておらぬだろう。何か軽い食事を用意させよう」

　ゼフさんがちらりと澪を見た？

　僕も澪を見る。別に空腹で不満そうでもない。

　今は何かつまめると聞いて、どこか嬉しそうにも見える。

　マントを翻ひるがえして、僕らが通った扉の方にゼフさんが歩いていく。

　うおう、置いていかれるのは流石にまずい。

　僕は駆け足にならない程度の速さで、慌てて彼の後を追った。
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「さて、クズノハ商会。面白い者達だ。お前達はどう考える？」

　会議に使用される一室。

　大きなテーブルには皿が並び、片手で摘つまめる軽食が盛られていた。

　魔王をはじめ、その場にいた魔族の前にあるそれらは残っていたが、今は空席になっている三つの席にある皿は、どれも綺麗に空になっている。

　ライドウ、澪、識との歓談が済んだ後である。

「……肉を食らう獣であれば、どれほど大人しくしていようと人を襲わぬ保証はありません。私は、クズノハ商会からそのような印象を受けました」

　魔王の言葉に最初に応じたのは、ライドウらを迎えに行った二人の魔族のうちの一人。

　背の高い男の方だった。

「ロシェか。ふむ、ではお前ならライドウ、そしてクズノハ商会とどのように付き合う？」

「かの者の言葉からして、本質的な協力を得るのは不可能です。が、眠っている危険をわざわざ起こす事はありません。必要な時のみ関係を持ち、後は極力彼らの対面に立たぬように立ち回るのが妥だ当とうかと。幸い彼らはヒューマンのために尽力する様子もありませんでした」

「協力は不可能、か。確かに難しいであろうな。はっきりと、〝我々は戦争においていかなる勢力にも味方しません。仮にどちらかの利益になる行動をしたとしても、それは我々の利になる事として起こした行動であり、反対勢力に与くみする意図のものではありません〟と、言いきりおった」

　ロシェは王の言葉に無言で頷く。

「私は、特にそのライドウの発言が極めて危険だと感じました。彼らは我らが命運を懸かけるこの戦争に、ただ己おのが商会の利を目的に参戦すると、そう言ったように聞こえました」

「ルシア。お前はクズノハ商会は第三勢力になると？」

　続いて発言したのは、落ち着いた雰囲気を纏った女性。

　まっすぐ魔王を見つめるその瞳に、揺らぎはない。

　この中では唯一、軽装ながら鎧を身につけているのも印象的だ。

「……今はまだそこまでは申しません。が、頭上に刃先を下に向けた剣がぶらさげられているような、落ち着かぬ気持ちを覚えております」

「……ライドウの言葉にあった、手を出すなら報復する、というのが気になっているのか」

「はい。ライドウは身内に手を出したら許さないと、はっきり申しましたから」

「そこは彼の言葉が足りなかったのではないかと余は思っておる。恐らくその根底には、自分からはどことも敵対しないが、という前置きがあっての発言なのだろう」

「しかし！　陛下が仰ったように、ライドウは自分達が我らに敵対するような行動を取る可能性についても言及しました。しかも、それを見逃せという趣旨まで含ませて」

「ふむ……あの言葉も、ルシアの申したほど利己的な考えを含んではいなかったと思うが……。ライドウの言葉の中に、彼らについての前情報と比較するといくつか疑念を覚えるものがあったのは確かだな」

「私は、ライドウとクズノハ商会がその姿勢をきちんと示さない限り──白か黒かをはっきりさせぬ限りは、親しく関係を持つのは反対です」

　ルシアの最後の言葉に頷くと、魔王はもう一人静かに話を聞いていた男に話を振る。

「なるほどな。よく分かった。セム、お前はどう見た？」

　長い銀髪を束ねた、眼鏡を掛けた魔族。密かにライドウが、眼鏡仲間だと親しみを感じていた魔族でもある。もっとも、当のライドウは荒野で既にソレを外してしまっていたのだが。

　切れ長の細い目を見開いて、セムと呼ばれた男が口を開く。

「私は、ロシェ兄上といくらか似ておりますが、より踏み込んで彼らと深い関係を築くべきだと思いました」

「ほう、ルシアとは相当違うな」

　魔王に指摘され、セムはルシアに目を向ける。

　彼女は自分の意見とは真逆に近い意見を述べたセムに不愉快な表情を見せるでもなく、目を閉じて静かに座っていた。

「元々異なる立場ですので。軍に属し国防を第一に考えるべきルシアの立場なら、恐らく私も同じような考えを抱いたと思います」

「外交を主務とするお前の立場では、違う意見があるのだな。聞こう」

「はい。残念ながら、ライドウ殿は私の質問にはあまりお答えにならず、識殿が主に対応してくださいました。私はこれをクズノハ商会の意見として考えます。それを前提に先程の歓談を振り返りますと、まず彼らには、恐らく我らを遥かに超えるレベルでの物資輸送能力があると確信しました」

「……根拠は？」

「彼らはここに来るまでに魔族領内の過酷な移動を経験しています。しかも、ここは魔族領でも相当過酷な環境の一つです」

「セム、答えになっておらん」

「──っと、申し訳ありません。つい話が長くなるのは、私の悪あく癖へきでございました。つまり、それだけの移動を経験したはずなのに、たとえば商売でこのような物は用意できますか届けられますかと聞いてみても、識殿は大抵頷かれていました。価格も実に適正。純粋に仕入れ値に利益を乗せた値段を参考として示されました」

「……続けよ」

「はい。つまり、この地への移動にかかる諸費用をあまり考慮していない値でした。危険への保険として値段はもっと高くならないとおかしいのに、です。更に言えば青果や肉類でも問題ないような口ぶりでした。こちらはライドウ殿がぽつりとお話しになった事ですが」

「だから、クズノハ商会には手間や危険もなく、物資を確実かつ迅速に相手に届ける手段があると？」

「そう考えます。もしも彼らが遠方からでも欠損なく物資を運搬してくれる商会だとするなら、その利用価値は計はかり知れません。これ以上ない〝貿易〟の相手として成立します。問題は我々の市場が彼らにとって魅力的かどうかですが、こちらもあまり問題にならないと思います。ヒューマンである彼にとって、魔族領の特産などは珍しく価値があるはずです。無論、それらの品が彼から他のヒューマンに流れる事を考えると、あまり機密に関わるようなものは扱えませんが」

「では魔族を潤うるおす相手として、彼と関係を持つべきというのが、お前の意見か？」

「はい。我ら魔族、それに共存を選んでくれた亜人は、豊かな国の地盤を築きつつあります。しかし、広大になった国土に対して未だ物資の動きは鈍い。クズノハ商会と上手く経済上の協力関係を作る事は、国土に行き渡っていない物流を大きく手助けするものになり得ます。たとえるなら、全身に血を巡らせる血管のように」

「今の魔族は末端まで血を通わせられぬ、か」

　魔王の声色が、どこか自虐的に曇る。

「急速な発展は必ずどこかに歪ひずみを生みます。私の力が及ばぬゆえの事ですので、本来なら外部に頼るべき事ではないかもしれません。しかし、それでも彼らの存在は今の魔族には必要だと判断しました。彼らが口にした価格で領土の隅々まで物資を行き渡らせる事が出来たのならば。ヒューマンと持久戦をやる事すら夢ではありません」

　セムはそう言い切った。

　解決しがたいいくつもの問題を抱える彼にとって、クズノハ商会は救いの手のように思えたのかもしれない。

「分かった、参考にしよう。さて、残るはサリか。余はお前が初めに意見を述べると思ったが。最初に同席を望んだのもお前だったからな」

　最後に魔王が話を振ったのは、ライドウを迎えに行った少女。

「……」

「クズノハ商会を目にして、そして話をして、お前が感じた事を余に教えてくれ」

「……はい」

　深く、本当に深く物思いに沈んだ顔をしていた少女は、ようやく口を開いた。

　短く返事をして、サリは思案げに口元に当てていた手をどけ、顔を上げる。

「あの者たちは──いえ、正確にはライドウは、極めて危険です」

「……ふむ」

　ルシアと同じ方向の意見。興味を持った割に普通の見方におさまったかと、魔王は意外に思った。

　彼女は続ける。

「本来の私の見方は情報の分析ですが、このように彼らと対面した上で、今回は敢あえて直感も交えて話します」

「構わぬよ。どう感じた？」

「彼らは無む軌き道どうな力。それも、圧倒的なまでの」

　サリが口にした言葉に、一同は目を細めた。

「随分と抽象的な言い方をする。お前にしては珍しいな、サリ」

「申し訳ありません、陛下。しかし、結論としてまとめると、そのようになってしまいました。力ある存在として、クズノハ商会は無視できる存在ではありません。それは私も兄様達と同じ考えです」

　ロシェ、セム、ルシアの三人が、それぞれに頷く。

「ロナの報告にあったように、彼らは魅力的です。私たちにとってひどく魅力的で、しかも強い。翻って、それはあまりにも危険で、我ら魔族を脅おびやかす存在にもなる。つまり……その、上手く言葉にするのが難しいのですが。持てる力の割に、あまりにも不安定であるように思えたのです」

「不安定……」

「今の私見を無理に言い表すのなら、そうです。不安定、しかも制御不能な不安定さです。ライドウは戦争において誰にも協力はしない、肩入れはしないと言いました。それは、ルシア姉様が言ったように、頭上に剣を吊るされているのと同じです。でも、セム兄様の言ったとおり、その力は魔族が抱えているいくつかの問題の特効薬にもなります」

「では、ロシェと同じ意見に落ち着くのではないか？　リスクとして注視しながら、必要に応じて関係を持つ」

「……私はその先を案じております」

「先？」

「私はライドウを制御できない力とたとえました。つまり、もし、ライドウが突然に我らの対面に回ってしまったならば……という時の事を考えると……」

「そうならぬように立ち回る、では駄目なのか？」

「制御できないものが、どのように動くかなど分かりません。もし、我らがヒューマンとの戦争の最中、どこにあるかも分からない彼の逆げき鱗りんに触れた場合、彼は何も躊躇う事なく魔族に牙を剥むくでしょう。お聞きします、陛下。陛下は……我ら魔族は、クズノハ商会に勝てましょうか？」

　無礼とも取れるサリの言葉に、場の空気が冷たくなる。

　しかし、魔王はしばしの沈黙の後に声を荒らげもせずに、まっすぐサリを見た。

「……分からぬ。が、恐らくは」

「恐らくは？」

「勝てぬな。せめて負けぬように尽力するのが最善であろう。何せ、イオとロナ、我ら魔族が誇る魔将二人を同時に相手にするのも躊躇わず、事実、イオを片手間で戦場から排除したような男だ。その側近も従業員も、まともではなかろうよ」

『!?』

「……」

　サリ以外の三人は魔王の言葉に目を見開き、サリは沈黙でその言葉を受け止めた。

「そうか、制御できない力と見たか。ライドウを評するには相応しいものやもしれん。余の私見としては、奴は眠れる竜。だが、起こさぬようにしているだけでは下げ策さくかもしれぬ……か」

「彼には首輪が必要です。それも、ただの首輪ではいけません。魔族という種に対する、保険にもなる首輪が要いります」

「制御できぬのに首輪、か？」

「はい。幸い彼には、その意思を導こうとする存在はまだいないように思います。少なくとも、彼はヒューマンに渡せる人材ではありません。今というタイミングは、我々にとって本当に幸運かと……やる価値は十分にあります」

「ライドウを魔族の飼い犬にする、か。三人とは大分異なる意見よな」

「いいえ。魔族には噛み付かないように全力でリードを引く、程度まで持ちこめれば最上の結果といえるでしょう。彼は多分、飼い馴らせません」

「ふっ、ははは！　そこまでライドウを見て、なおそう言うか。なに、彼らはしばし都に留まる。なれば、そう悲観に満ちた事ばかり考えずともよい。決して長くはないが……まだ時間はあるのだからな」

「……はい。ただ、これまで得た情報には、ライドウが自分の立場や協力関係についてここまで強く意思表示するという話はありませんでした。この短い間に、何か彼の態度を変える出来事があったのか……もしあったのなら、私はその原因を恨まずにはいられません。以前のままならば、もう少し扱いやすい方だと思っておりました」

「あの強きょう硬こうな態度は余も予想外であったよ。最初にきっぱりと言われたから、ただの心変わりではなかろうが……どこかで余計な真似をした者がいたやもしれぬな。困った事をしてくれる。さて、では解散とするか。忌き憚たんのない意見を聞けて有意義であった。下がってよい」

　魔王が話を締めくくる。

　四人の魔族が退室し、魔王ゼフだけが部屋に残った。

「……ふ、なかなかどうして、頼もしくなってきておるわ。クズノハ商会さえ存在しなければ、今余がどうなろうと魔族の未来に問題はなさそうだが……。やはり全てはライドウ、クズノハ商会か。ケリュネオン付近での待ち合わせも偶然とは思えぬし。どうやら、まだまだ驚かされる事がありそうだ。奴が勇者に取り込まれる前に接触できたのは、本当に僥倖と言えような……」

　呟くような言葉の後。嬉しそうに笑みを湛えていた魔王の表情が一転、王からゼフという一人の魔族のものに変わる。

「ライドウ……いつ以来かの冷や汗か。俺が強ささえ測れぬほどの存在とはな。少なくとも精霊以上……勇者どころか神に迫るかよ」

　一筋の汗がその頬を伝う。

　目を見開いたゼフは、しばらく部屋を動かなかった。
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　ロッツガルド冒険者ギルド。

　学園都市であるロッツガルドは周辺地域もそれなりに安定しているため、冒険者ギルドの業務の大半は、学園生のサポートになっているのが実情だ。

　未開地域のない一定以上の治安が保たれている地方においては、冒険者の需要が多くはないからだ。

　よって、この街のギルドをホームとして動く専業の冒険者の数は少ない。

　寄せられる依頼についても、ほとんどが難易度の低いものである。

　しかしどういうわけか、そんな学園都市にあるこのギルドが、世界に存在する全ての冒険者ギルドの総本部としての顔も有している。

　即ち、ここに呼び出されるという事は、良くも悪くも冒険者達にとってとてつもない事態だといえた。

　普段ホームとするギルドから、「本部から話があるから来てほしい」なんて伝言を聞いただけでも一大事。大概の冒険者はこの時点で、請け負っている全ての依頼について代替の担当者を探し、ギルドもそれに協力する。そして可能な限り迅速にロッツガルドに向かうだろう。

　通常の呼び出しでもまずこうなる。

　なのに、だ。ギルドに顔を出した途端、その支部のマスターから直々に召喚状などを手渡されでもしたら……。

　しかもそれが、あらゆる依頼に優先し、転移陣の使用も既にギルド側の費用負担で使用許可が出ている状態で、即座に本人の出頭を望む旨の、〝特位召喚状〟であったなら。

　冒険者に選択の余地などない。

　今回、その非常事態が全国各地の冒険者ギルドで起こり、ちょっとした騒ぎになっていた。

　対象となった者は、現役冒険者、引退済みの者どちらも含まれており、これもまた事件だった。

　召喚状を受け取った人物は皆ロッツガルドへ急ぎ、復興中のかの都市のギルドに顔を出した後、各々呼び出しに備えて逗とう留りゅうしている。




（……分からん。少なくとも俺はこの連中の誰とも面識がない。冒険者ギルドのマスター、ファルスとの面談というだけでも恐ろしいというのに、一体これから何が起こるというんだ？）

　帝国の東部にある地方都市をホームとする壮年の冒険者、ティエリ＝ロカゼは、ファルス直筆のサインが入った召喚状に震え上がり、最も早く学園都市に到着した冒険者の一人だった。

　顔を見た事すらないギルドマスターとの面談に向けて、彼は今、絶賛パニック中だ。

　彼と同時に面談するらしい他の六人とも面識はまるでない。

　亜人も三人いるし、明らかに現役を退しりぞいた様子のヒューマンもいる。人選に共通点は見い出せなかった。

　今年も例年通り冬期に増え出す依頼をいくつか受けはじめ、仕事は問題ないはず。むしろ順調なくらいだ。

　では、と過去の依頼を振り返ってみても、やはり今どうして自分がここにいるのか、ティエリには皆かい目もく見当が付かなかった。

「皆様、お待たせいたしました。この度は本部からの急な呼び出しに応じてくださり、ありがとうございます。では、どうぞ。ファルスより皆様にお話がございます」

　答えも分からず、覚悟も決まらぬというのに、無慈悲にも呼び出しの言葉は告げられ、扉が開いた。

　秘書らしき女性に招かれるままに七人は歩を進め、ファルスと対面した。

　小柄で、若い男。

　彼らの大半は最初の印象で呆気に取られ……はしなかった。

（なんだ、この男がファルス？　まだガキじゃね……っ!!）

　その直後、ティエリの表情が強こわ張ばる。七人の中では早い方だった。

　ファルスが──恐らく意図的に──発したであろう強者の気配。

　濃密な魔力と闘気が混在したソレが一瞬で部屋を満たし、招かれた全員を包みこむ。

　まるで強大な竜に舌で舐められたようだった、と後に彼ら全員が語る刹せつ那なの儀式。

　眼前のファルスが微笑みを浮かべる頃には、冒険者達の顔から侮りの表情は消え去っていた。

　冷たい汗が、例外なく彼らの額を流れている。

「ようこそ。まずは、召喚に応じてくれてありがとう。僕が冒険者ギルドをまとめているファルスだ。早速だが、今日は君達の人生に面白い選択肢を一つ用意した。どうか、真剣に検討してもらいたいな」

　選択肢か、命令か。

　それはファルス次第なのだという事を、この場の全員が理解していた。

「ふふふ、心配しなくていい。これは純粋に提案だ。別に君達が首を横に振ろうと、後の待遇に変化はない。今回呼び出した人数は総勢数百名にもなるからね。僕としては第一陣として四割も頷いてくれたら御おんの字だと考えているんだ」

　数百名の召喚、四割の肯定が目標──そんな言葉が、七人の緊張をいくらか取り除く。

　良くも悪くも、自分たちだけが特別に呼ばれたわけではないのだと、安堵させる。

「もちろん、応じてくれた場合には制約と特典がある。まあ、情報漏ろう洩えいは絶対に困る案件だから、決断は今日、別室でしてもらうけど。各々の決断に必要十分な材料も、全てそちらに用意済みだ」

（今日決めろだと!?）

　それまで、ファルスの言葉を吞み込むだけで精一杯だったティエリが、初めて疑念を抱いた。

　ただただ圧倒されていた状態から、僅かに回復した証拠でもある。

　人生に影響を及ぼすであろう選択を突然迫り、すぐに決断しろというのは流石にそれだけのインパクトがあった。

　他の六人についても、言葉を発する事こそなかったものの、動揺が窺えた。

　皆、ティエリと同じような事を考えていたのだろう。

「君達はケリュネオンという国を知っているかい？」

　相対する冒険者の様子の変化に構わず、ファルスは言葉を続けていく。

　ケリュネオン。

　かつて女神信仰の総本山として存在した大国エリュシオンの、有り体に言ってしまえば、属国の一つだ。

　だが宗そう主しゅ国こくとともに既に滅びた国であり、元々の知名度もそれほど高くない。

　七人は皆、怪訝な表情で首を傾げる。

　ティエリの記憶の中にも、その国の名は刻まれていなかった。

　生まれも育ちも帝国東部。しかも帝都にさえ行った事がない男だった。帝国の第五位か第六位か、それくらいの都市をホームとして、時に近隣の街に依頼に出向く事もある、いわゆる『街付き』と呼ばれる冒険者。それが彼だ。

　定住せず各地を旅して回る『渡り鳥』と呼ばれる冒険者とは対照的な在り方だが、どちらも多くの冒険者が選ぶ生き方で、どちらが正解というものでもない。

「確か……」

　既に冒険者としては現役を退いていると思われる年とし嵩かさの男が、遠慮がちに口を開いた。

「お、緑りょく原げんの石せき賢けんレインベル＝フリエ。知っているのかな？」

「わ、私如きの名をご存じとは、光栄です。自信はありませんが、かつてエリュシオンとともに滅びた国に、そのような名の国があったような……気がいたします」

「さすが五大国の歴史探求を趣味としているだけはあるね、レインベル。ご名答だ。ステラ砦とりでの遥か北の地に、ケリュネオンは存在していた」

　決して自信満々ではなかったが、その男──レインベルは見事に正解を告げられた。

　が、その後にギルドマスターが続けた言葉は、七人全員が同じ反応をするほどの、とんでもないものだった。

「──というか、今も在る」

『馬鹿なっ！』

　ギルドマスターの前だという事も忘れ、何名かの冒険者が反射的に大声を出す。しかし、ファルスがそれを咎める事はなかった。

「あはは、だよね。僕としては、そうだな……今また興おこった、っていう解釈が妥当な気もするんだけどね。これまではレジスタンスみたいな規模だったわけだし」

「マ、マスター。あの、何を仰っているのか……」

　ティエリはなんとかファルスの言葉に疑問を返した。

「ケリュネオンでは、種族を問わず、かの国を愛する有志達が魔族の支配に抗い続けていてね。なんと、最近魔族を領土から追い払うのに成功して、再びケリュネオンを名乗りはじめているんだ。っと、彼らに言わせれば、ケリュネオンはそもそも亡国になどなってはいない──という事なんだけど」

「お言葉ですが、ファルス様？　ステラ砦の遥か北といえば、完全に魔族の支配地域です。そこで完全に孤立しながらも国を名乗り抵抗を続け、種族を超えて協力しあって遂に国を取り戻したと？」

　獅子の顔をした亜人が、慣れない丁寧な口調で事実を確認していく。

「そうなるね、亜人の集う獣じゅう都とオングの、斧ふ剣けんジオナ君」

　ファルスはそれをきちんと聞いた上で、頷いた。

「王国と帝国が力を結集し、神が遣わした勇者ですら協力して砦一つを取り戻そうと必死になっている魔族どもを相手に？」

「ああ」

「あり得んでしょう。その話が事実なら、ケリュネオンは最も早はや国そのものが英雄だ。存在全てが奇跡です」

「僕もそう思う。だから手を差し伸べたい。力を貸したい」

「？」

　ジオナの表情には、彼自身が述べた言葉を微塵も信じていない様子がありありと浮かんでいる。だがファルスはそれさえ気にも留めない様子で続ける。

「魔族との戦闘により、ケリュネオンを名乗る彼らの人口はかなり減少してしまっている。戦闘員は特にね。今あそこには冒険者ギルドではなく、とある商会が私し心しんなく尽力している。とはいえ、未来は決して明るくない」

　魔族との戦闘──たとえそれに勝利したのであれ、少なくない犠ぎ牲せいを生んだ事はジオナにも容易に想像がつく。孤立した状態からの勝利、そのために彼らが支払ったであろう代償の大きさを思い、彼の表情が曇った。

「その商会を通じて、僕に救援要請が来た。ケリュネオンへの助力と、住民となってくれる人材についてね」

「つまり、マスターからのお話とは、その……ケリュネオンへの移住と協力について、でしょうか？」

　言葉に詰まりながら、七人の中の紅こう一いっ点てんであるヒューマンの女性が言葉を紡ぐ。

「ああ。こちらで早急に適任者の選出を行なった結果、候補者として君達が集められた。極秘案件だけに、ご足そく労ろう願う形になったのは申し訳なかったけれどね。たとえばティア＝バレル、君の場合は十分な実績と汎はん用よう性の高い能力、亜人への先進的な意識などが考慮されている」

（ぶっちゃけると、器用貧乏な能力値ながらスキルの使い方が上手い事、何故か高難易度の依頼でも後遺症なく生き残って実績にしている運の良さ、おまけに亜人愛好家ってところがポイントだったんだけどね）

　ファルスはティアに表向きの理由を語りながら、他の六人の様子にも気を配る。

　彼らは皆今日が初対面だし、冒険者として果たしてきた役割も、実績も、ティエリが考えていたようにバラバラだった。

　一見そこに共通点はない。

　だが実際には、ファルスは彼ら──そして今回集めたその他の全員──の選考にいくつかの基準を設けており、それに適合した者だけがここにいる。数百名という人数だけを見れば確かに多い。だがそれも冒険者全体を母数としての選抜とするのなら、決して大きな数というわけではないのだ。ファルスはそれを彼らの緊張を和らげる言葉の一つとして用いたが、実のところ、ティエリ達は彼らが考えている以上に詳細に適性を見られた上で選別されて今日ここにいる。

　たとえば……寒冷地での活動経験。亜人への態度や彼らへの理解。活動地区における他者との関わり方。北方で役立つ知識の習得程度。純粋な戦闘能力と戦闘適性などなど……

　多くの項目から、ケリュネオンという地に相応しい者をファルスが直々に選び出していた。

　この場は最終面接にすぎない。

　ファルスは目標を四割と口にしたが、実際彼は二割も断らないだろうと予測している。

「厳げん寒かんという言葉さえ生易しく聞こえる北の地で、種族を超えた団結によって果たされたケリュネオンの二度目の萌ほう芽が。僕はこれを一冬の幻まぼろしで終わらせたくはない。かの国は滅びず、耐え忍び、そしていつか、魔族を退けた勇者達の前にその健在なる姿を現し、彼らを迎え入れる。素晴らしいと思わない？」

『……』

「微力ながら、既に僕の直属部隊を向かわせた。だが今ケリュネオンに必要なのは、かの国の民として国を造り上げていく力だ。名もなき英雄を支え、自らもまたそうなる覚悟を持った者達だ。そのための資質については、既に確認済み。後は君達自身の覚悟と決意がほしい」

　冒険者ギルドマスターの直属部隊といえば、折り紙付きの実力を持った者だけで構成されていると噂され、その存在に憧れる冒険者も少なくない。彼らとの共同任務に臨むのは光栄な事であり、同時に箔はくも付く。ファルスも当然、彼らにそこを意識させるために名前を出してみせたのだった。

『……』

「もしその決意を抱いてもらえるならば、どうかケリュネオンの血肉となってほしい。これが僕から君達へのお願いであり……そして生しょう涯がいを通じた依頼でもある」

『……』

「話は以上。それぞれ別室を用意してあるから、そこで決断を。最初に言ったように、拒否してもペナルティは発生しない。機密保持のため口こう外がいは禁止させてもらうが、それ以外に不自由はないと約束しよう。では、ごゆっくり」

　ファルスの言葉が終わると同時に、彼の秘書の女性たちが次々に入室し、冒険者に退室を促す。皆彼の言葉通り、別の部屋に案内されていく。

　その間も、ファルスはずっと微笑みを浮かべていた。

（何より……君達は世間との関わりが狭く、英雄という言葉にある種の憧あこがれを強く抱いている。己おのれ自身がその器うつわではない事も自覚している。一方で、それでも名もなき英雄達の一人としてであれば自分にも、という淡い想いも捨てきれていない。だから……相当魅力的な提案だろう？　君達がどういう判断をするか、楽しみに待たせてもらうよ）

　ファルスはそんな事を考えながら、一人残って無言で佇む秘書に声をかけた。

「彼らの大切な人たちはお連れしてあるね？」

「はい。既に別室に。また、要求されそうな資料や報酬面についても──」

「よろしい。相談すべき人物が少ないという点においても、彼らはうってつけだよね。結界については？」

「そちらも万全です。拒否された場合、退室と同時にこの件の記憶はギルドからの三位褒ほう章しょう授与の件だったと改ざんされる手て筈はずになっております。……ところでファルス様、一つお伺いしてもよろしいでしょうか？」

「……なんだい？」

「此度の案件、私的に親しくされている商会からの頼みだと伺っております」

「うん」

「あの商会は、魔族の支配地にまで補給ラインを確保するほどの実力を隠し持っていたと認識してよろしいのでしょうか？　それに正直、ファルス様と彼との関係も、何か唐突にはじ──」

「そこまでだ」

「っ!?」

「知っているよね。僕は詮せん索さくを好まない。君が商会の名に見当を付けるのも、その能力を推測するのも構わない。けれど、だ。彼らの件について話したり関わったりしていいのは、僕が許可した時のみだ」

　ファルスの口調は穏やかだったが、そこには有無を言わせぬ迫力があった。

「でも、いくらなんでもクズノ──」

「二度は、言わないよ？　僕は君にはまだそれを知る立場も権利も与えていない」

「……申し訳、ございませんでした。二度と出過ぎた事は」

「うん、分かってくれたらいいんだ。じゃ次の皆さんをお呼びして。人数が結構いるから急がないとなー」

　秘書を黙らせると、ファルスは無邪気な様子で伸びをしてみせた。

　大きな借りを作った〝彼〟の頼みに、ファルスは熱心に取り組んでいたのだった。




◇◆◇◆◇




　雪国という環境は、特殊である。

　現在、本格的な雪国での生活経験があるヒューマンは少ない。

　帝国の一部と、ローレルの一部地方に暮らす人々くらいだろう。

　雪国としても知られるグリトニア帝国でさえ、魔術の恩恵により、雪国特有の苦労はかなりの部分で軽減されているのである。

　亜人にしても、ヒューマンサイドから引っ張ってくる範囲では、雪国に適応している種族はそれほどいない。

　風の有無、気温、標高、その他地形。一口に降雪地帯といっても、条件が違えばその暮らし方はまるで変わってくる。

　世界の果てに比べればまだマシとはいえ、雪国への適応は非常に難しいのだ。

「いやいやいや、流石に雪は見慣れてるけどよ。グリトニアの三倍近いってのはどうよ。平野でも一日辺り一メートルの積雪がそこそこあるとか、本気でここに人が住むのかって話だよ？」

「おや、ティエリさんは帝国東部の豪雪地帯の出身と聞いていましたが、それほど違いますか」

「俺が住んでたところはせいぜい数十センチだよ。軽減魔術で減雪して……まあ降る地域でも三日に一回程度雪かきすればって感じだった。ここはグリトニアでもかなり深い山間部クラスだな。ちなみに今はそこに誰も住んでいない」

「ははは、確かに。ここは毎日雪かきしないと死にかねませんよね。今後の魔術面での環境整備にもよるでしょうけど……。戦闘も大分勝手が違うようですし。ギルドの直属部隊でも奥地ではかなり苦戦してるって話です」

「勝手が違うなんてレベルじゃねえって！　動けないわ索さく敵てきも難しいわ、魔獣は強い上に狡猾とくる。狩りに行く日はいつも命がけだっての。山の方まで調査に行ける直属部隊の連中は、十分とんでもないさ」

　ケリュネオン、中央食堂。

　食堂という呼称ながら、酒類も豊富に提供されている。

　大きなホールは暖かく保たれ、外とは全く異なる癒しの空間として皆に愛されている。

　複数設置された大型の薪まきストーブは、このホールでなければ過剰でしかない強力な火力で室内を暖めていた。

　昼を少し過ぎた時刻ながら、既に外は薄暗く、今日も雪が止やむ気配はない。

　ヒューマンのみならず、多くの種族が集まるこの食堂で、帝国の──いや、元帝国の冒険者ティエリ＝ロカゼは小さな丸テーブルの向こうに座る男性と談笑していた。

　冒険者ギルドの本部に呼び出された、あの日。

　ファルスの言葉で己の内に燻くすぶる火に散々風を送られたティエリは、案内されるまま別室に入った。

　そこには、彼が命よりも大事だと断言する家族がいた。

　妻のアンゼと娘のミュウである。

　それに、生涯の依頼だとしてファルスが提示した報酬の一部を記した目もく録ろく。これを目にした時、彼の中で答えが出た。

　彼はその部屋で、妻と娘と多くの話をした。彼の人生で愛すべき、守るべき無二の存在と。

　そして、彼は今ここにいる。

　ケリュネオンに。

　一人ではない。家族と共にだ。

　パーティを組まず、家族のために冒険者を続け、いつしかベテランと呼ばれるようになっていたしがない冒険者は、ケリュネオンの血肉となる道を選んだのだ。

　後戻りは許されないと、待機していた秘書に念を押されても、その決意は変わらなかった。

　退室した彼を待っていたのは、ジオナとティア。

　少し遅れてレインベルも現れた。

　更に、コンビだったのか同世代の亜人の青年二人が加わる。

　お互い何も語らなかったが、目を見れば決断は知れた。

　その後出てきたヒューマンの青年だけはファルスの提案を受けなかったようだが、秘書から何かを手渡された彼は、感激して去って行った。

　結局、あの時の七人中六人はケリュネオンにいる。

　日々、命の危険や重労働と直面しながら、文字通り明日を今日よりも良い日にすべく、全力を尽くしていた。

　妻も娘も内職に勤いそしんだり魔術を習ったりしながら、この国での生活に適応しようと努めてくれている。

　確実に以前より過酷な環境になったというのに、仕事も家族との時間も、これまでよりずっと濃密になったかのように、ティエリには感じられた。

「私らも人手不足で、なかなか街の人の声を拾いきれなくて。歯がゆいですよ」

　向かいの男が、酒を呷あおった勢いでティエリにぼやいた。

「何、あんたらギルド職員もよくやってくれてるさ。忙しいのは皆一緒だ。大事なのは、明日をより良く。今はとにかく、そんだけだよ」

「アーンスランドのお嬢様が直々に食堂を切り盛りしてるんですから、やれる事はなんでもやりませんとね」

　ふと、ティエリと飲んでいた男が店の奥を見つめる。

　そこではテキパキと指示を飛ばしながら、自身もその手を休めずに動き回る若い女性の姿があった。

　ルリア＝アーンスランド。

　ケリュネオンの抵抗勢力の核となっていたらしいアーンスランド家の姉妹、その妹だ。

　食材の鑑定、貯蔵、調理の全般をまとめる責任者にして、彼女自身も先頭に立って中央食堂の料理人として腕を振るっている。

　寝る間もないほどの激務が続いているらしいのだが、決して笑顔を絶やす事はない。彼女は今や、食堂に集まる者の心のオアシスとなっている。

　ルリアは、元魔族の砦の一室を執務室として、開拓と内政の全てを管かん轄かつしているという姉のエヴァ＝アーンスランドとともに、今のケリュネオンのリーダー格を務めていた。

　彼女らの名前はその家名とともに、既にケリュネオンに住む民の意識に国を代表する英雄として深く刻まれつつある。

「……だな。この豪雪を幾度も耐えて魔族から領土を取り戻すなんざ、並みの奴には出来ねえ。だから今もあんだけ頑張れるんだろうしな。俺も、もっとやれるさ。まずはジオナに追い付かんとな」

　しみじみとそう言ってティエリは、強い酒で焼けた息を吐き出した。

　ベテランと呼ばれ、己の力のピークは既に過ぎたと思っていたティエリ。だがケリュネオンに来てから、彼は自身が生涯最高の強さを更新している事を密かに実感している。驚きと喜びが彼の中に若かりし日の情熱を蘇らせていた。

「ジオナさんっすか。あの方の〝待ちの戦い〟は結構効果的らしいですね。クズノハ商会のオークさんやミスティオリザードさんも褒めてました」

「ああ。ありゃ凄え。何が凄いって、あいつ以外でも真似できるってのが凄え。もちろん楽じゃねえが、こっちから見つけるよりも、向こうから襲わせてカウンターで落とす。火力は個で足りなきゃパーティで補おぎない合えばいいし、攻撃を集中させるタイミングも鍛えて皆で覚えればいいからな。正直クズノハ商会さんの戦い方はとても真似できねえし」

　雪でこちらの機動力は大きく損そこなわれる一方、ここを棲息地とする魔獣にはなんの苦もない。更に擬ぎ態たいにも優れる強大な魔獣を、こちらからの先制で狩り続けるのは不可能に近い。

　獅子面の亜人ジオナは最近、わざと奴らから攻撃を仕掛けさせ、それを一撃必殺のカウンターで仕留めるという荒あら業わざを習得した。

　彼が使う技自体は、他人には容易に再現できないものだが、その戦い方を取り入れる事はできる。パーティ単位、障壁、集中砲火、そんないくつかの要素を組み合わせれば、ジオナ以外の者にも十分再現可能な、優れた戦術だった。

　狩りに必ず同伴する蒼そう鱗りんのリザードマンや、ハイランドオークなる化け物クラスの猛者の戦い方は全く参考にならなかっただけに、これは冒険者の面々にとって嬉しい発見だった。

　何しろミスティオリザードはブレスで雪を一掃する上に索敵速度が尋じん常じょうではないし、ハイランドオークなど、雪の抵抗なんてはじめから存在しないかの如き突進で機動力抜ばつ群ぐん、一撃の重さも耐久力も、溜息しか出ない出で鱈たら目めレベルだ。

「みたいっすね。それに戦闘以外でもクズノハ商会さんの助力は大きいっすよね。この陸の孤島に物資を潤じゅん沢たくに持ってくる物流能力もとんでもないですけど、お値段も涙が出るくらい良心的だし。その上狩りや警備、開墾にまで人員を手配してくださって」

「ハイランドオークとミスティオリザードには、今後野で遭っても絶対剣を向けないって、狩りの初日に誓ったとも」

　ティエリは冗談めかして肩を竦すくめた。

「……それは恩義から？　それとも恐怖から？」

「当然、両方だ。ちなみに、クズノハ商会も生涯贔屓ひいきにするぜ」

「でもそれ……多分、あそこ以外の商会がここに来る事は一生ないから──ってのもありますよねえ。なんでも、ここケリュネオンを地元とする商会が生まれるのも支援するって事らしいですけど、どこまで本ほん音ねなのか……。時々言葉の裏を読んじゃって恐ろしく感じるのは、俺が小物だからなんでしょうねぇ……」

「どこまでも本気なのかもな。俺もにわかにゃ信じられんが。どう転んでも、クズノハ商会は今後確実にケリュネオンの御用商会に収まるだろうし、十分採算は取れるって事なんじゃないか？」

「……ですね。そう思って、とりあえず酒で忘れる事にしますよ」

　ケリュネオンは現在、国境までまともな道もない状態だ。その上国土の大半が深い雪に閉ざされているため、物資の移送は困難を極める。

　そんなこの国で、クズノハ商会はまるで地元で採れた旬しゅんの作物でも売るような調子で、瑞みず々みずしい果実や野菜を安価に売る。

　そこで生活する者にとっては助かるけれど、謎が多い──というよりも、謎しかない商会だ。

　いくらマスターであるファルスから、詮索無用、協力関係の堅持を厳命されていても、不気味さを感じている職員もいる。

　優れた職員ならではの当然の危機意識でもあるし、仕方のない事でもある。

　ただ、冒険者ギルド以上に、クズノハ商会は今のケリュネオンの生命線である。彼らに頼る以外の選択肢などない。

　ティエリと語り合う男は、たびたび己の内からこみ上げてくる疑念を酒で飲み下す事にしたのだった。

　ちょうどその時、勢いよく扉が開かれ、女の大声が響いた。

「ちゅうもーく!!　手が空いてる人、いないー!?　凍結対策に新しい素材で作ったレンガのテストがしたいの。道路用と壁用なんだけど、お手伝い募集ー！」

　暖かい室内に外の雪が吹き込むが、防寒装備に身を固めた女に気にする様子はない。

「……お、ティアは今日はドワーフさん達の手伝いか。へえ、凍結対策ねえ」

　ティエリ達も慣れたもので、とやかく言う者はいない。

「嬉しい報しらせですね。ティエリさんは、今日はこれから鍛錬ですか？」

「いや、俺は建築仕事の経験があるし、向いたスキルもいくつかあるからな。あっち優先だろ。行くわ」

「行ってらっしゃい」

「おう。ティア！　行けるぜ!!」

　ティエリは酒を一気に飲み干し、空にしたジョッキを掲かかげて返事をする。

「ティエリ！　貴方が来てくれると助かる！　今度のは雪を解とかす目的と、室内の保温も考えてる力作らしいから、できるだけ早く試作を重ねたいみたいなの」

「任せろ。テストなら二番工房の裏だな？」

　俺も行ける。

　私も手が空いてるよ。

　そんな声が次々と上がる中、ティエリは場所の確認をする。

　ティアは冒険者達の横の繋がりを太くしていく調整役として動いており、またヒューマンと他種族の間のコミュニケーションを円えん滑かつにし、親密にしていくという重要な役割を果たしている。

　ファルスの見立て通りの役どころに納まっていた。

　なんとなく、マスターに上手く嵌はめられたのかも──という思いが、時々ティアの頭をよぎる。

　だが、自分の嗜し好こうと適性が全てポジティブに働く今の環境を、彼女は全力で楽しんでいた。そこにファルスへの恨みや自分の決断への後悔は全くない。

　もし生きているうちに再びファルスと会う機会を得られたなら、ティアは深く頭を下げて自分を選抜してくれた事を感謝するだろう。

「今回はお城の西倉庫の応急補修も兼ねているから、そっちに行ってくれる？　じゃあ準備が必要な人は十五分後にギルド集合！　直接向かえる人は、お城の西倉庫に。よろしく！」

　お城とは、魔族が使用していた砦を改築して使っている、現在ケリュネオンで一番巨大な建物の事だ。正式に城の機能を持っているかといえば、まだ微妙な段階ではある。

「っと。ティア嬢も人集めか？」

　ビシッと親指を立てているティアの脇をすり抜け、今度は中年を少し過ぎた頃の男性が食堂の入り口に立った。

「あら、レインベル。貴方も？」

　男はティアに頷くと、早速声を張り上げた。

「すまんが、城の方で計算が得意な者を必要としとる。今日だけの手伝いでも構わんそうだ。誰か頼める者はおるかー!?」

「おっと、お前さんもお呼びみたいだぜ？」

　ティエリは一緒に飲んでいた男に顔を向けた。

「……そのようで。では私もお手伝いと参りますか。レインベル殿！　私で良ければ！」

「おお、助かるぞ!!」

　亡国エリュシオンの歴史、知識にもある程度通じた元冒険者レインベルは、まだまだ数が少ない文官達に交ざって街の中で事務方としての仕事に邁まい進しんしている。

　元々冒険者であった彼の経歴は、冒険者と一般人や文官の架け橋としても非常に有益にはたらいていた。

　娘二人と若い後妻と上手に暮らすその手腕は、ケリュネオンの一部の男達から師匠と崇あがめられてもいる。

　彼の顔にもまた、この地に来た事への後悔は微塵もなかった。

『おおおお！』

　ティアとレインベルによってそれなりの人数が連れ出された食堂で、大きな歓声が上がった。

　別の入り口から、大型の魔獣を担いだ何者かが入店してきたのがその理由だ。

「ルリアお嬢さん！　前に話していた魔獣、仔こではありますが、とうとう仕留めましたぞ！」

「ジオナさん、それまさか東の森の!?」

　傍に座っていた冒険者の一人が、まさかという表情でジオナに話しかけた。

「ん、おお！　そのまさか、大雪獣よ！　だがハイランドオークの戦士殿曰く、これでまだ子供らしい。それでも一つの森の主となるのだから、山に潜む成獣がどれほどのものか、まったく見当がつかんな！」

　獅子面の亜人、ホームとする亜人の都では斧剣ジオナと呼ばれていた二メートル超の大男が、豪快に言葉を返す。

「あら、ジオナさん！　とうとう東の森の主を倒したんですか!?　うわあ、これが大雪獣。調理法はいくつか知識として知っていますけど、私、実物を見るのは初めてです！」

　調理の手を止めたルリアが、手を拭きながらジオナの傍までやってきて彼の偉業を讃たたえる。

「近々、とは今はまだ言えませんが。このジオナ、いずれ必ず成獣も狩って、皆の食料として持ち帰る。ではルリアお嬢さん、保管と調理はよろしくお願いしますぞ！」

「はい！　調理の際には必ずお呼びしますから！　ジオナさん、いつもありがとうございます!!」

「う、うむ！」

　ルリアが華やかな笑顔でペコリとお辞儀すると、ジオナは何故か顔を背けて、颯さっ爽そうと食堂を出ていってしまう。

　ルリアはすぐに食材の処理について考えはじめて、立ち去った男の照れ隠しを気にする事はなかった。

「えっと、青い血は毒があるようだから、まず徹底的に血抜きをして、同時に内臓の処理。お肉本体の熟成は従来の冷蔵法でいけるのよね。後は、あれとあれをクズノハ商会さんから取り寄せてもらって……あ、すみません。これを奥に運び入れるの、お願いできませんか？」

「は、はい喜んで！」

　近くにいた男達が何名かで肉を奥へ運んでいく。

「ありがとうございます！　で、それから……」

　ルリアはぶつぶつ呟きながらその後を追って、店の奥に姿を消した。

　一方、店の外でふと我に返ったジオナは、自らの失態に気付いて舌打ちする。

（……しまった、俺とした事が。あのまま大雪獣を店の奥まで運ぶ手伝いをするべきだった。くっ、むざむざ他の連中に役得を譲ってしまうとはっ）

　思わず眉間に深いしわが寄るが、道行く人が驚かぬように、彼は深呼吸して気持ちを落ち着かせた。

（このような胸のときめきは、俺の生涯で感じた事がない。決して欲望だけではない、淡く温かな想い。ルリア──ケリュネオンの英雄姉妹。姉とともに国を支える、なんと可か憐れんな娘か）

　二人を並べてみたなら、まるで美女と野獣──いや、むしろ幼女と魔獣と言った方が適切か。

　身長差も容姿のギャップも、それはもう凄い。

　だが、ジオナは惚ほれてしまった。

（前にティアに相談した時、素晴らしき名言を聞いた。そう……愛したのがたまたま異種族だっただけ。その通りなのだ。しかもティア曰く、あのクズノハ商会を束ねる長ですら、亜人とヒューマンの恋に寛かん容ようだという。あの言葉はなんといったか、確か……）

　小さく可憐な女性を愛し、それを認められる事。

　聞くところによると、ティア＝バレルは一度、中央食堂でその人とは知らず、クズノハ商会の代表と様々な話をしたという。その会話の中に出てきた〝ある言葉〟を聞いたジオナは、何故か妙に心を揺さぶられたのだった。

「──ああ、そうだ。確か〝ゴーホーロリ〟というのだ。この尊い想いは。ふふ、まったく、ティアには感謝しなくてはならんな。おかげで俺の世界と意識はこうも広くなったのだから」

　ちなみに、ある黒翼の翼人を見かけて一目惚れしたかも、と遠慮がちに呟いていたティアに、彼がその気持ちを肯定する相槌を打ったのがきっかけとなり、二人の会話は白熱したのだった。

　無論、当時の彼女はかなり酒が入っていたせいもあっただろうが。

　自らの想いに満足気に頷きながら、ジオナは歩き出し、今度こそ食堂を去っていった。

　人の出入りは激しいが、中央食堂の喧けん噪そうは一向に止む気配がない。

　それがここの日常風景でもある。

　ふとカウンターに目を転じると、静かに食事と酒を楽しむオークとリザードマンの姿があった。

　彼らも、これまでの賑にぎやかなやり取りを気にする様子はない。

　ジョッキに注がれた黄金色で泡の美しい酒と、ロックグラスに注がれた琥こ珀はく色でとろみのある酒を傾けながら、その二人もまた思い思いに憩いこいのひと時を楽しんでいた。

　彼らの両隣は空席だったが、その一つが新たな来店者によって埋まった。

　僅かに周囲の視線を集めながら一直線にそこを目指したのは、背に翼を持つ翼人の男。

「シュトか。警備の交代か？」

　ミスティオリザードのアギィが、隣に腰を下ろした同僚に声をかけた。

　翼人のシュトは酒を注文し終えると、何やら意味深な笑みを二人に向ける。

「ええ。そのついでに、ちょっとした情報もお持ちしました」

「酒の肴さかなになる話なら歓迎だぞ」

　ハイランドオークのリークがジョッキを掲げて話の続きを促す。

「ええ、なりますとも。実は……近くケリュネオンに若がおいでになります。といっても、国境付近にですが」

『──!?』

　シュトの笑顔が、悪戯を成功させた子供のそれに変わる。

　二人の反応が予想通りだったからだろう。

「なんでも、魔将二人に護衛されて魔族の古都を目指すのだとか」

「なんとまあ……。となれば、部隊長あたりは直接若様にお会いする機会もあるかもしれん。新たに報告できるような事は、さて……アギィはどうだ？」

「俺のところも、上司が報告を欲しがりそうだな。きっとお見送りに参じるだろうから、その時に何かご報告を、と。ふむ……正直、目新しい事はさほどないが、戻って日報を見直しておくか」

「私達の方は人員に余剰が出そうで、良い報告が上げられそうだと上司が喜んでいました。エマ殿は現状にご不満なのか、少し苦にがい表情をされていましたが……」

『くくく……』

　シュトの言葉にアギィとリークが声をそろえて小さく笑う。

　エマはハイランドオーク一の魔術師にして、優れた秘書官でもある。

　彼女がケリュネオンでアーンスランド姉妹を指導するようになって、彼女の鬼教師ぶりはハイランドオークの間だけでなくクズノハ商会の──すなわち、亜空の面々にも広く知れ渡っている。

　シュトの言葉にあったエマの様子があまりにも容易に想像できてしまって、二人は思わず笑ってしまったのだった。

「お三方、何か面白い事でも？　……っと、おや、もうお帰りですか？」

　早々に席を立った三人に、カウンターの向こうにいた店員が意外な様子で声をかけてきた。

　普段はもっと長居していく彼らが、こんな時間に店を去るのは珍しい。

「ああ。今日も美味い酒をありがとう。なんでも、明日うちの若が国境を見に来られるようでね。ちと、お出迎えの準備をな」

「そういう事だ。街までご覧になるほどの時間は取れないとは思うが、うちの上司は多分顔を出すだろうから、俺達も多少動いておかんと」

「なので、今日はこれで失礼します」

　三人はそれぞれ店員に返事をし、金を置いて席を立つ。

「若……ってクズノハ商会のトップがお見えになるんですか!?　そりゃ、事件じゃないですか！　えっと、私どもも何かお出迎えの準備をしなければ……」

　若、という言葉の意味を吞み込んで、ぎょっとした様子で大声を上げた店員。ミスティオリザードのアギィは笑みを浮かべながら首を小さく横に振る。

「そのような事を望まれる方ではない。気持ちだけで構わんよ。いずれ若がこの店を訪問された時に、それぞれ心を尽くしてくれるならそれで十分だとも」

「うむ、それこそ若様はお喜びになる」

「ええ」

　リークとシュトも仲間の言葉に力強く頷き、肯定する。

「え、え、その。で、では！　クズノハ商会のご尽力に、国民一同心から感謝しているとお伝えください！」

「確かに伝えます。では、また」

　思わず声が大きくなった店員の言葉は店中に響き渡り、他の客も帰ろうとしている三人に思い思いの感謝を伝え、見送る事になった。

　どうやらクズノハ商会の偉い人が顔を出すらしい、との噂は瞬またたく間に広がり、その日は道行くクズノハ商会関係者に日頃の感謝の言葉やお礼の品が届けられるなど、ちょっとした騒ぎになってしまった。

　魔族との約束の日、前日。

　ケリュネオン黎明期の、とある日の出来事だった。
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